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　　　一




　五月はかなりイベントが多い月なんだと、雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうは高校二年生になって気付かされることになった。

　単に通っているのが愛まな杜もり学園だからかもしれないけど、それにしたって多い。

　ゴールデンウィークの連休に始まって、明けたら仮入部期間が終わり本格的に部活がスタート。同時にいくつかの部では地区内で試合が行われるし、書道の展覧会もある。

　月末に控ひかえた文化祭に出る生徒はもう準備モードに入りつつあるし、夏の大会へ向けてそろそろ予選を見み据すえ本格稼か働どうする部活も多い。

　──けど、ここ数日はグラウンドも体育館も、音楽系の部活動が多く集まっている第二校舎も、どこも一様に静かだった。

　まあ、部活の活動休止期間に入っているからそれも当然といえば当然だけど、放課後になって教室の掃そう除じが終わってもまだ帰らずに数名で固まっているグループがいる光景なんかを見ると、『いよいよかー』って感じがする。

　……そう、いよいよだ。

　いよいよ明日から、誰だれもが全く心待ちにしていない、ある意味では五月最大のイベントが始まる。

　今年度になってから初めての定期考査──中間テストが。

「……俺おれはもう駄だ目めかもしれない」

　虎太郎の前で、友人の瀬せ戸と佑ゆう樹きが広げたノートの上に顔を伏ふせて力尽つきているのは、つまり明日のテストが原因だった。

　まだ始めて一時間も経たっていないのにこの呟つぶやきを聞くのはもう五回目か六回目で、聞いている側としては『またか』という思いが強い。

「駄目なのは分かったけど、やろうって言い出したのは佑樹だよ？　ほら、せめて試験範はん囲いのノートを写すところまでは終わらせてよ」

「コピーで済ましてくれればとっくに終わってたっての！　どうしてそうしないで一々書き写す羽目になったんだよ?!」

「理由は色々あるけど、自分で写す方が確認になっていいって言ったら佑樹だって頷うなずいたはずだよ。だからほら、さっさとやる」

「ちっ……冷たいヤツだな、コタローは」

　ぶつくさ言いながらも佑樹が顔を上げて手を動かし始めたので、虎太郎はやれやれと小さく息を吐はいた。

　ちなみにコピーを使わない理由は同時に復習が出来るから、っていうのが一番大きいけど、二番目は近くのコンビニだとこの時期はコピー待ちの列が出来ているからだ。

　一応、生徒会で雑用係として手伝っている身だから、上手うまくすれば職員室のコピー機を使わせて貰もらえるかもだけど……あまり褒ほめられた行こう為いじゃないっていう理由以外に、もう一つ、コピー機のすぐ近くに尾お野の山やま先生の席があるからっていうのが大きい。

　幸運にもあの先生の担当授業から外れているから顔を合わせずに済んでいるものの、あのホモの脅きよう威いはまだ記き憶おくにこびりついていて、ちょっとやそっとじゃ消えてくれなさそうだった。今度密みつ室しつで二人きりになって強引に迫せまられでもしたら、その時が清きよい体でいられる最後の日になってしまうかもしれないから過か剰じように避さけるくらいが丁度いい、はず。

　想像するだけで鳥とり肌はだが立ってしまいそうになり、もう五月なのに虎こ太た郎ろうは軽く身み震ぶるいしてしまう。あの一見爽さわやか風なのにギラついた笑顔がトラウマになっているっぽかった。

　これからも細心の注意を払はらっていこう、と最重要事じ項こうとして改めて胸むねに刻きざみつけていると、不意に佑ゆう樹きが顔を上げるのが見えて、

「そういや、どうして教室に残ってやらなきゃならないんだ？」

　今いま更さらのように、そんな質問をしてくる。

　教室には虎太郎達以外にも二グループ、残って勉強している人達がいた。去年も似たようなことをしていた生徒は何人もいたし、特に珍めずらしい光景でもない。

「考えることは皆みな同じってことでしょ？　家に帰って一人でやろうとすると、ついだらけちゃうしさ」

「あー、それはあるな。俺おれも最近、動画投とう稿こうサイトにはまってて、昨日もうっかり三時間くらい見続けてたし」

「その半分でいいから勉強の時間に充あてていれば、こんなことには……」

「おいおい、そんな過去を振ふり返ったってどうにもならないぜ？　進むべき未来は前にあるんだからな」

「格好いいセリフ言ってないで反省しなよ！　大体、どうしてわざわざテスト前にそんなことしてるの」

「俺だって時計見てびっくりだったぜ。勉強する前にちょっとした息いき抜ぬきのはずだったんだがなー。一つ動画が終わったら関連動画が気になって、エンドレスな罠わなが始まるとは」

　一番の問題は勉強前に息抜きする発想だと思う。どこも張り詰つめてないのに抜いたら、そりゃあゆるゆるになるって。

　相変わらずのボンクラっぷりを見せる佑樹は、手に持っていたシャーペンをぷらぷらと手の中で揺ゆらし、

「教室じゃなくて図書室に行けばいいんじゃね？　あとほら、自習室があったろ？」

「図書室も自習室も一いつ杯ぱいで空あいてないよ。教室のよりイスの座り心地いいし集中しやすい環境だから、この時期は激戦区だし」

「やっぱそうなのか……あれだ、生徒会室を使わせて貰もらうってのは無理だったのか？」

「今日は生徒会室、開いてないんだよ。試験前日だから流石さすがに仕事はなしで、そうなると雑用係の僕ぼくだけじゃ鍵かぎは借りられないし」

「そっか、下したっ端ぱだもんな」

「うん、その通りだけど佑ゆう樹きはもう少し口の利きき方を覚えようね？」

　誰だれのノートを写しているのか分かっていない発言に軽く釘くぎを刺さすけど、佑樹はまるで気にしていない感じで手の中でシャーペンをぷらぷらさせて、

「生徒会室は分かったけどよ。まだ他にも行ける場所があるだろ？」

「近辺の喫きつ茶さ店てんやファミレスはどこも混んでると思うよ」

「そうじゃなくてだな。コタローの家に行けばいいじゃんか。近いんだろ、学校から」

「…………」

　不意打ちで来たこの発言に、虎こ太た郎ろうは驚おどろくどころか逆に冷静になる。来るかもと思っていた質問がいよいよ来たって感じだ。

　だから慌あわてず騒さわがず、苦笑するように口元を緩ゆるめて、

「確かに近いけど、まともなテーブルもないし、落ち着いて勉強出来るような環境じゃないんだよ。それに、頼たのみ込こんで間借りしているのに近い状じよう況きようだから。勝手に人を部屋に呼んだり出来ないんだ」

「へー。あれか、大家さんって結構気難しいタイプの人なんか？」

「そういうわけでもないけど、無理言ってるのはこっちだから。迷めい惑わくかけたくないしね」

　ギリギリで噓うそじゃない説明に、佑樹は「そんなもんか」と頷うなずいてくれて、虎太郎はホッと胸むねを撫なで下ろす。良かった、この友人が深く考えないタイプで。そのせいで色々と苦労もさせられてるけど、こういう時は本当に助かる。

　愛まな杜もり学園に通っている男友達の中で一番仲が良いのは、目の前にいる瀬せ戸と佑樹で間ま違ちがいない。だけど、それでも本当のことを言う訳にはいかない。

　友達とはいえ……いや、友達だからこそ言える。基本的な判断基準がエロ方面に偏かたよっている佑樹が、女性だらけの羨うらやまシチュエーションを知ってしまったら、確実に全校生徒にバラされる。自分がその立場に成り代わりたいけど無理だと悟さとった瞬しゆん間かん、こっちの幸せを潰つぶしに掛かかってくるに違いない……！

　これが単純に彼女が出来ましたー、とかなら冗じよう談だん混じりに殴なぐりかかってきて、それでも祝福してくれて終わるだろうけど、それとこれとは話が別物すぎるので、たぶんそうなる。

　この話題を続けるのは危険と判断した虎太郎は、懸けん命めいに何でもない風を装って、

「それより佑樹、どうして同じクラスの友達にノート見せて貰ったり一いつ緒しよに勉強したりしないの？　三組とは科目の先生が被かぶってる授業が多いから僕のでも大だい丈じよう夫ぶだろうけど……」

「けど、なんだよ？」

「や、ほら。いつだったか、ゲームセンターで女の子達と一いつ緒しよだったよね？　あれって確か佑ゆう樹きのクラスメイトでしょ。あの子達に頼たのむのが一番いいんじゃないの？」

　中身はエロ寄りだけどパッと見はスポーツマンっぽいやや精せい悍かんな顔つきだから、佑樹はそこそこ女子受けが良い。去年同じクラスだった時も、クラスの女子からはそれなりに話しかけられて仲良くやっていた。

　だからもしかしたら、あの中の誰だれかと彼氏彼女の関係になってもおかしくはないかなー、と虎こ太た郎ろうは思ったりする。実際にそうなったら本人が嬉き々きとして報告してくるはずだから、まだそれはないだろうけど。

　と、何故なぜか佑樹が眉み間けんに皺しわを寄せ、

「……あいつらな。前に掃そう除じの班で一緒で、話しているうちに『日曜に遊びに行かね？』って話になったんだよ。男女三人ずつの六人でさ」

「そうなんだ？　楽しそうだったけど……その後、上手うまくいかなかったの？」

「上手くいき過ぎたんだよっ！　色々と話をして相談にも乗ったりして、そろそろ告るかなー、ってタイミングで向こうの方から大事な話があるっていうから期待してたら……一緒に遊びに行った別の男を好きになったどうしようとか言われて……！」

「うわぁ……」

　血を吐はくような訴うつたえに、虎太郎はそれ以外に言葉がない。

　今にも歯は軋ぎしりの音が聞こえてきそうなくらいに剝むき出しにした歯を食い縛しばった佑樹は、

「告白したその子は目め出で度たくカップル成立して……しかもよくよく聞いたら、他の連中も付き合い出したり元々付き合ってるヤツがいたりで、現役続行でロンリーなのは俺おれだけっていう……しかもそんな俺に気を遣つかって『また皆みんなで遊びに行こうね！』とか……！」

「もういい、もういいから！　もうその辺で止やめて！　あと手に力入れすぎて僕ぼくのノートをぐしゃぐしゃにするのも止めて?!」

「っとと、俺としたことがつい興こう奮ふんしちまった。でもな、発ほつ端たんはコタローが余計なこと言うからだぞ？　反省しとけよ」

「反省はしていないけど後こう悔かいはしてるよ……ノート見せようと思ったことも含ふくめて……」

　哀あわれな姿になった物理のノートを回収し、虎太郎は皺しわになった部分を掌てのひらで伸のばしながら呟つぶやく。破れたわけではないけど、かなり読みづらくなっていた。

　ジロッと睨にらんでやると、佑樹は「悪い悪い」と軽く返してくる。ちっとも反省しているようには見えないものの、そこまで目くじらを立てることもないかと済ませてしまいそうになるのは、この友人の人徳というか魅み力りよくみたいなものかもしれない。

　ともあれ、虎太郎は回収したノートを怖こわ々ごわと机に置き直しながら、

「……次やったら即そく座ざに終了にするからね？　あと、今日は早めに帰りたいから出来るだけ急いでくれるかな」

「おっけおっけ、超ちようスピードで写すわ。……けど、なんか用があるのか？」

「用っていうか、夜に勉強するのに備えて色々とあるんだよ。買い出しに行ったり掃そう除じしたりしないと」

「何だよそれ。テスト前に勉強するってのに、気分転てん換かんから入るってのか？」

　言って、佑ゆう樹きは楽しげに笑う。確かに言葉通りに聞けば、全力で現実逃とう避ひする準備な感じだから仕方がない。

　ただしそれは、虎こ太た郎ろうが意図的に全部を語らなかったからだ。なので変に勘かん繰ぐられずに済んで、ちょっとホッとした。

　じゃあ何を佑樹に話したくなかったかというと……昨日の夜のことが関かかわってくる。

　昨夜、虎太郎が部屋で勉強をしていた時──




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「……ここはこれでオッケーかな、っと…………んー」

　凝こり固まった肩かたと背中の筋肉を解ほぐすように、虎太郎は大きく伸のびをした。長く同じ姿勢で座っていたせいか、胡座あぐらを搔かいていた足も少し痺しびれている気がする。

「やっぱりこんなテーブルだけじゃなくて、ちゃんと机とイスを買った方がいいかな。肩や腰こしにも悪そうだし……でも、ベッドを入れることにするとなぁ……」

　立ち上がって腰に手を当てながら、部屋内を見み渡わたす。家具は小さなテーブルと本ほん棚だな、あと衣服を入れているカラーボックスくらいなので、布団を敷しいてもまだスペースが余っているのが現状だ。

　でもここに机とベッドを入れてしまうと、流石さすがに少し手て狭ぜま感が出てしまう。どちらかにしておくか、もしくは折り畳たたみ式のベッドにするとか、考える必要がありそうだ。

　不幸中の幸いで、一人暮らしをしていたアパートが火事で燃えてしまった件に関して火災保険の一部が銀行口座に振ふり込こまれたので、家具を買うくらい問題ない。

　……と、虎太郎が試験明けにするつもりの模様替がえについて考えていると、不意にドアがノックされる音が聞こえてきた。

「あれ……こんな時間に……？」

　ちらりと壁かべ掛かけ時計を見れば、もう夜の十時を過ぎている。

　夜も遅おそいのに誰だれだろう、と不思議に思いながら虎太郎はドアを開けて、訪ねてきた人物の顔を見た。

「夜分に失礼します。少し確認したいことがあったので……すみません」

　申し訳なさそうにそう言いながらも、何故なぜだかちょっと不ふ機き嫌げんな目を向けてきたのは、虎太郎と同じクラスで生徒会副会長の友人の、百合ゆり川かわ雛ひな姫きだった。

　この美容師さんが羨うらやましがりそうな綺き麗れいな黒くろ髪かみのクラスメイトも自分と同じく生徒会長所有のアパートに住んでいるから、そこまで意外な来客って訳じゃない。

　ただ、格好は少し意外だった。もう入浴済みのはずなのにパジャマじゃなくて部屋着姿で、七分袖そでのティーシャツにハーフパンツというラフな服装だ。これはこれで有りだなぁ、なんて思ってしまうのは友達に対して微び妙みように際どい感想なので、努めて考えないようにする。

　ともあれ、こんな時間に学内裏アンケートで三冠を取ってしまうような美少女が部屋に来てくれると、それだけで嬉うれしいしドキドキしてしまう……けど、彼女の雰ふん囲い気きが少し暗いというか、やっぱり機き嫌げんが悪そうに見えるので、変な気分になることだけは避さけられた。

「どうかしたの？　えっと……こんな時間だけど、入る？」

「はい。少しだけお邪じや魔まします」

　躊躇ためらいなくそう言うと、雛ひな姫きは部屋の中に入ってくる。

　そして虎こ太た郎ろうがドアを閉めている間に部屋のほぼ中央に移動し、そこにあるテーブルを見下ろして……どうしてだか、より一層不機嫌な気配が強くなった。

「やっぱり……そうなんだろうとは思っていましたが……」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉は何やら穏おん便びんじゃなくて、それ以上に意味が分からない。そんな名めい探たん偵ていみたいなセリフ言われても、この部屋に事件性とかゼロだし。

　目に付くところに変な物が出しっ放しになってないよね、と念の為ためにざっと見み渡わたして杞き憂ゆうだったことを確認してから、虎太郎はおずおずと雛姫に問いかけた。

「え、と……何がかな？」

「薄うす々うす気付いてはいたんです……虎太郎くんが、密ひそかに私のことを裏切っていると」

「えええっ!?　どっ、ぇ、何がっ？　全然意味が分からないんだけど！」

「白々しいことを言いますね！　こんなにも堂々と証しよう拠こを晒さらしているのにっ」

「…………ふぁ？」

　バッ、と大おお袈げ裟さな身み振ぶりで雛姫が指し示した『証拠』を見て、虎太郎は間ま抜ぬけな声を漏もらしてしまう。

　だって雛姫が指しているのはテーブルの上で、そこにあるのはさっきまでしていた勉強道具一式くらいだ。

　それと裏切りを結びつけることが出来なくて虎太郎の頭の中がはてなマークで埋うまっていると、雛姫は悔くやしさと悲しさを綯ない交まぜにしたような非難の目を向けてくる。

「……まだ理解していないみたいですね。虎太郎くんは自分の残ざん酷こくさに自覚を持つべきだと思います」

「や、そんなこと言われても……本当に何なの？　明後日あさつてからの試験に備えて勉強していただけだよ？」

　二年生に進級してから初めての中間テストは、明後日の火曜日から始まる。だから試験勉強くらい普ふ通つうはするだろうし、たまにある『隠かくれて猛もう勉強して、一人だけ良い成績を取るつもりだったな！』みたいなノリは無いはず。雛ひな姫きは学年でもトップクラスの成績なので、その設定は成り立たないし。

　じゃあどうして彼女はあんな風になってしまっているのか、虎こ太た郎ろうには皆かい目もく見当も付かない。思いつくのは、日ひ頃ごろのストレスが原因かな、くらいだ。

　こちらがピンと来ていないのは向こうも把は握あくしているようで、雛姫は躾しつけのなっていないペットを叱しかるような表情になり、

「試験勉強は大切です。ですがもう一つ、それに関して大切なことを忘れていませんか？」

「え…………試験に関して、大切な……？」

　まだ分からない虎太郎に対し、雛姫はやや苛いら立だった様子で腕うでを振ふるい、

「そうです！　約束したじゃないですかっ」

「約束って……あっ、もしかして」

「私に教えて貰もらって一いつ緒しよに勉強をすると、前に約束しましたよね？」

　思いついた通りの答えがきて、虎太郎はようやく合点がいった。

　以前、二人で出で掛かけた時に喫きつ茶さ店てんの中で、二年に上がってからの授業がちょっと難しいという話をした。その流れで試験の話題になり、『試験の結果が悪ければ一人暮らしを止やめさせられる』ということを口にしたところ、雛姫が勉強を教えてくれるという展開になったのを覚えている。

　あれからもう二週間経たったけど、試験を明後日あさつてに控ひかえた今日まで実際に教えを請こうことはなかった。だから痺しびれを切らして教える側の方から来た、ってことらしい。

　納得して「あー……」と声を漏もらす虎太郎に対し、雛姫は恨うらみとふて腐くされが半々の眼まな差ざしを向けてきて、

「……やっぱり忘れていたんですね。私との約束なんて、所しよ詮せんはその程度の……」

「待って、ネガティヴモードに入る前に話を聞いて！　別に忘れてた訳じゃないから！」

「つまり……覚えていたのに、敢あえて素知らぬ振りをしていたってことですか？　上級者向けの放置プレイを楽しんでいたということなんですね……？」

「人聞きが悪すぎる!?　いや違ちがうよ、そんな歪ゆがんだ性せい癖へきないからっ。単に一人でどうにか出来そうだったから、雛姫さんの手を煩わずらわせることもないかなって思って声を掛かけなかっただけだからね？」

　変な誤解をされないよう必死に説明をするけど、どちらかというと変な誤解をされそうなのは雛姫の方な気もする。女子高生の、しかも生徒会副会長とクラス委員を兼けん任にんする才さい媛えんさんの発言じゃないし。悪質な詐さ欺ぎの被害者みたいな表情で『上級者向けの放置プレイ』とか、エロ男だん爵しやくの佑ゆう樹きですら言わないようなことまで口にするとか、アウトにも程がある。

　自分がどれだけ問題発言をしているのかちっとも気付いていない様子の雛姫は、まるで納得していませんと言わんばかりの目つきで、じろっと虎こ太た郎ろうを睨にらんできた。

「……前に喫きつ茶さ店てんで話した時は、一人では厳しいという感じだったじゃないですか」

「だからね、あの日から毎日勉強してたんだ。そうしたら結構理解出来るようになって、これなら成績が下がることもないなって思ったから……その、ごめん」

「あ、謝るということは、もう必要ないってことですかっ？　用の無くなった私は、もうお払はらい箱だと……」

「だから言い方がっ、言葉のチョイスが酷ひどいから！　わざと僕ぼくの進路と退路をすり潰つぶすような選せん択たくしてるの……？」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられながら呟つぶやいた質問は耳に届かなかったのか、雛ひな姫きは悲劇のヒロインばりに無理をした笑顔を浮うかべて、

「……いいんです。虎太郎くんが私の教えを不必要になったというのなら、それは喜ばしいことですから。成績が落ちて一人暮らしを止やめさせられる心配がなくなったんですし……」

「……うん、そうなんだけど……あの、ちっとも喜んでいる顔には……」

「いえっ、その辺の分別はついてますから。……ただ……」

「…………ただ、何かな……？」

　とてもとても嫌いやな予感はするけど訊きかない訳にもいかないので恐おそる恐る訊たずねてみると、雛姫は今にも消え入りそうな儚はかない笑顔になり、そっと視線を床ゆかに落とした。

「いつ頼たよられてもいいように参考書を買い漁あさって勉強し直し、要点をメモしたレジュメを作り、どの教科にも応じられる準備は日の目を見ることはなくなったんですね……」

　……予想を遥はるかに超こえた重い重い発言がきた。いやもう、頼られる側がそこまでするってどういうことなのか。

　でも不思議なことに、その光景がリアルに脳裏に浮かんでしまう。本屋から出たばかりで重い参考書を両手に抱えているのにどこか嬉うれしそうな顔とか、夜に自分の勉強そっちのけで黙もく々もくとレジュメを作り、出来たそれを見たやり遂とげた感のある満足げな表情とか……

「──あっ、あのっ！　もし良かったらなんだけど、やっぱり僕に試験勉強を教えて貰もらえないかなっ!?」

　さっきとは比ひ較かくにならないくらいに申し訳なくて居たたまれない気持ちになった虎太郎は、殆ほとんど叫さけぶようにそう言っていた。

　対する雛姫はバッと顔を上げて、嬉しそうに表情を綻ほころばせ……かけたものの、すぐにまた目を伏ふせてしまい、

「そんな気を遣つかって貰わなくても大だい丈じよう夫ぶ、ですよ……？　もう虎太郎くんには私の手助けなんて必要ないみたいですし……」

「いやいやそんなことないって！　まだ分からない部分はたくさんあるし、平均点はクリア出来そうってレベルだから、どうせならもっと良い得点取りたいし！」

「…………本当に、ですか……？」

「本当！　本気で本当っ、だから僕ぼくに勉強教えてくださいお願いします！」

　もう土下座していないのが不思議なくらいのテンションで拝み倒たおすと、雛ひな姫きはようやくでちゃんと顔を上げてくれた。

　そして隠かくしきれない喜びを嚙かみ締しめるような感じで口元を緩ゆるめ、

「そう……そうですか……全く、虎こ太た郎ろうくんは仕方ありませんね！　そこまで熱心に言われてしまうと断れないじゃないですかっ」

「…………」

　これ突つっ込こんだら全てが台無しになるんだろうなぁ、と分かってしまうので、虎太郎はむずむずする唇くちびるをキュッと結んで押おし黙だまる。落ち着こう、この美人だけど色々と残念なクラスメイトは純じゆん粋すいなだけだ。そしてほんのちょっとだけ人よりコミュニケーションに餓うえてああなっちゃっているんだし、広い心で受け止めないと。

　友達なんだから、と虎太郎が改めて自分に言い聞かせていると、今にも踊おどり出しそうな明るい表情になった雛姫が胸むねの前でそっと手を合わせ、キラキラした目を向けてきた。

「それでは早速、準備してきますね。まずは何から──」

「や、ちょっと待って！　今日はもう遅おそいから、明日にしない？」

　別に消しよう灯とう時間とかは決まってないし『何時以降は他の部屋に立ち入り禁止！』とかの決まり事もない。

　でも、常識的に考えて、夜の十時を過ぎているのに今から女の子と二人きりで勉強、っていうのはまずいはずだ。清きよく正しく勉強するだけでも、世間体というか、周りがどう思うかって問題があるし。特に自分の場合、下手へたに疑ぎ惑わくを生むだけでも退居の危険があるから、余計に気を配らないと。

　このアパートに住む条件として、生徒会の仕事を手伝うことと、住人とのトラブルを起こさないことを虎太郎は大家のセリスに約束している。特に後者が厄やつ介かいで、冤えん罪ざいっぽくてもそうと見えてしまう事態を起こした場合はペナルティがついてしまい、計三回で強制退居が決定になるというものだ。

　この前、同じアパート住人で幼おさな馴な染じみの相あい羽ば空そらに絞しめられていたところを目もく撃げきされてアウト判定を一つ貰もらってしまったので、あと二回。比ひ喩ゆじゃなくプロレス技をかけられて絞められていただけなのにアウトだったんだから、『夜遅くに二人きりで勉強していた』なんて知られたら、問答無用でアウトカウントが増えることになってしまいそうだ。

　まあ、そんなことはなかったとしても、今まで勉強していたのでこれから更さらにやろうと言われても、頭が疲つかれているから効率悪そうだし。折せつ角かく教えて貰うのに、ちっとも身にならない気がする。

　こちらの提案に水を差された形の雛姫は、ちょっとだけ眉まゆを顰ひそめたものの、

「そう……ですね。もうこんな時間ですから、明日にしましょう。その代わり、絶対に明日はやりますからね？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。何時ぐらいからにしよっか？」

「途と中ちゆうで中断してしまうのも良くないですし、夕ご飯が終わってからにしましょう。食事が終わって三十分程経たってから、私の部屋に来て貰もらえますか？」

「それでいいけど、雛ひな姫きさんの部屋でやるの？」

「はい。準備もありますので、その方が楽ですから」

　勉強するのにどれだけ準備が必要なのか虎こ太た郎ろうには分からないけど、そこは成績優ゆう秀しゆうな人の言うことだから、素直に頷うなずいておく。

　すると雛姫がはにかんだ笑みで「明日が楽しみですね」と呟つぶやくのが聞こえてきた。

　やるのは勉強なので、虎太郎からすれば『楽しみ』ということはないものの。

　それでも、美人で放ほうっておけないところのある友人の部屋で二人きりで過ごすことを考えると……やっぱり、ドキドキしてしまうのは止められなかった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「……ごちそうさま」

「あれ、ウミってば珍めずらしく食べるの早いね。そんなにお腹なか空すいてたの？」

「違ちがうから。明日の試験に備えて勉強があるし、今日は少なめにしておいただけ。それに早いって、言ってる空そら姉ねえは二杯はい目終わりそうでしょ」

「やー、ウミの作るカレーって美味おいしいから、ついもりもり食べちゃうよねー。あ、お代わりしてもいい？」

　言いながら三杯目を盛りにキッチンスペースへ向かう空を、妹の蒼海うみは仕方なさげに見て小さく息を漏もらし、

「……いいけど、それ明日の分もあるんだから。食べ過ぎると明日の夕飯、なくなるよ」

「えっ?!　なら駄だ目めよ空っ、お代わりは無しにしなさい！　今日より明日のカレーの方が美味しいんだから、明日食べる分を多く残すの！」

　ガタッ、と席を立ってまでがっついた発言をしたのは生徒会長の玖く臥がセリスで、見事なまでに年長者の威い厳げんもなければ芸能人のオーラもなかった。これで元人気子役の現役モデルって、知識ゼロの人なら容姿を見ても信じてくれないかもしれない。

　肩かたに触ふれるくらいまで伸のびた癖くせのある赤毛で、ハーフらしい灰色の瞳ひとみと真っ白い肌はだのセリスは、美人なのに『でも……ちょっとアレだよね……』という点で、はとこの雛姫とそっくりだった。そんなとこ、ざっくり似通わなくてもいいのに。

　まあでも、頼たよれる副会長さんとは違って、一つ年上なのに成績不ふ振しんで留年して同級生になってしまった会長は明日からの試験を頑がん張ばらないとまずいはずだ。

　カレーに気を取られているのは余よ裕ゆうの表れなのかな、なんて思いながら虎こ太た郎ろうが見守っていると、女おんな侍ざむらいみたいなポニーテールをひょこっと揺ゆらした空そらがセリスに訊たずねる。

「リーダー、『また追試になったら水着姿で町内マラソンさせる』って学年主任が言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ、勿もち論ろんよ。あの結けつ婚こん適てき齢れい期きを置き去りにしてきた小うるさい英語教師の鼻はなを明かす準備は出来ているわ」

「そっかぁ……うーん、残念だなー。手持ちと貯金合わせても新しいデジカメ買えなさそうなんだよね」

「買ってどうするつもりなのよ?!　第一、大丈夫だって言ってるでしょう!?」

「え？　だってそれ、フリでしょ？　だからリーダーの勇姿をちゃんと撮とって、卒業式にでも流そうかなって」

「晒さらし者にする気!?　な、ないわよっ、追試になんて絶対にならないんだからっ！」

　全力で否ひ定ていした会長は、不安を紛まぎらわすように一心不乱にカレーを食べ始める。

　空はお代わりを諦あきらめたのか、代わりにりんごを持って来て席に着き、皮を剝むかないまま豪ごう快かいにかぶりつく。そんな姉を横目で見つつ、蒼海うみは食器を流しに片して食堂から出て行った。

　やり取りを黙だまって見ていた虎太郎は、残り少なくなった自分の皿のカレーをスプーンで掬すくいながら、同じく無発言だった雛ひな姫きをちらっと見る。

　普ふ段だんから食べるのが遅おそめの人なので、ようやく半分くらい減ったカレーを黙もく々もくと食べている雛姫の横顔はいつものことながらクールで、同席している人達のやり取りなんてまるで耳に入っていないみたいだ。

　今日の学校でも静かで、クラスメイトとの雑談などは一切なく、声を発したのは事務的な受け答えだけだった気がする。まあ虎太郎もずっと雛姫の傍そばにいた訳じゃないし注意し続けていた訳でもないので、誰かと話している場面を見み逃のがしただけって可能性もなくはないけど、これまでの実績からするとそれはなさそうだなと思う。『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』って言われてしまうくらいだし。

　昨夜の態度と比べると別人のようだけど、これは猫ねこを被かぶっているとか演技をしているとかいうより、内うち弁べん慶けいが爆ばく発はつしているだけな感じがする。外面は完かん璧ぺきな妹が自分や両親の前ではちょっとだけ我わが儘ままになるのと一いつ緒しよなのかもだ。

　心を許して貰もらえているんだとしたら、それは嬉うれしいことなのだけれど……虎太郎としては、素直に喜べない部分もある。

　だって、逆に言うと──この後二人きりになった時、どれくらい雛姫がはっちゃけてしまうかを想像すると……食べ過ぎた訳でもないのに、胃が重くなってきた。

　まあでも、遊ぶならともかくやるのは勉強だから、そんな変なことにはならないはず。たぶん。きっと。……そうだといいなぁ。

「あれ？　トラトラ、もうカレー食べないの？　残すならあたし貰もらったげるよ」

　気が重くなって食欲が減り虎こ太た郎ろうがスプーンを置いたのを、幼おさな馴な染じみの少女は見み逃のがさずに素早く反応した。

「いいけど、あとちょっとしかない……って、もう食べてるし。しかもりんご持ったままって、行ぎよう儀ぎ悪いよ空そら」

「だってお皿なんて持って来てないしさー」

　そんなことを言っている間にも、皿ごと奪うばわれたカレーはほんの二口で完食された。「ご馳ち走そうさま」の軽い一言と共に皿とスプーンが返へん却きやくされるけど、どうせなら流しまで持って行って欲しい。まあでも、空にそこまで望むのは厳しいって理解しているから、別にいいかって気持ちもある。

　とりあえず、結果的に食事は済んでしまったので、虎太郎は皿と麦茶の入っていたグラスを両手に持って立ち上がり、それを片付けてからセリスに話しかけた。

「それじゃ、僕ぼくも部屋に戻もどって勉強します。お風呂はいつも通り、九時以降に入れば大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「ええ。でも、今日は試験勉強があるから、ちょっとルーズになってしまうかもしれないわ。だからちゃんと誰だれも入っていないことを確認して、入浴の際は札を掛かけておくようにね」

　札というのは入浴する時に使うもので、虎太郎の場合は『男子入浴中。近付くな、危険！』というイラスト付きだから、正直あんまり使いたくない。イラストも狼おおかみが莵うさぎをいただきますしようと大口開けている絵で、見る度たびになんかもやっとくるので。表面の女性用は単純に『入浴しています』とだけしか書かれていないのに、えらい差がある。

　違ちがう札に換かえて貰えるよう交こう渉しようするべきかなぁ、と考えて佇たたずむ虎太郎の耳に、「そうだ」というセリスの声が聞こえてきて、

「今日は雛ひなが一番に入る日だったわね？　次はわたしのはずだけど、上がっても知らせに来なくて大丈夫よ。ちょっとコンビニに行くから、帰って来てから入るわ」

「あっ、あたしも行く。リーダー、アイス買ってよアイス！」

「買わないわよ?!　何をナチュラルにねだってるの！」

「えー。トラなら買ってくれるのになー」

「それじゃあまるでわたしが虎太郎よりも器うつわが小さいみたいじゃないっ。いいわよ、買ってあげるわよ！」

「っし、やったー！　ラムネが入ってるヤツにしちゃおう！」

「……あの、会長？　僕だって別に奢おごりませんけど……？」

「えぇっ!?　ちょ、空っ！　謀はかったわね?!」

「やー、まさかこんな簡単に叶かなうなんて。言ってみるもんだよねー」

「くぅぅっ……いいわっ、二つ入りのか半分こに出来るのを分けてあげるわよ！　それが最大限の譲じよう歩ほだからね！」

　譲歩も何も、騙だまされただけなんだから分けてあげる必要もないんじゃないかなぁ……と、虎こ太た郎ろうは心の中でひっそりと思いつつ、騒さわがしい食堂を後にして二階の自室へと戻った。




　ご飯が終わってから三十分後に、という話ではあったものの、雛ひな姫きより先に食べ終えたし彼女はお風呂も入らないといけないので……と考えた結果、虎太郎は部屋に戻もどってから四十分と少し経たってから行動に移ることにした。

　その間にもう一度試験の範はん囲いをおさらいし、イマイチ自信の無いポイントを絞しぼっておく。この二週間ばかり真ま面じ目めに勉強していたし、特に最近は試験前なので念入りにやっていたので、ある程度は理解出来ていた。

　まあでも、英語とか世界史とかの暗記が必ひつ須すな科目に関してはやや不安が残るし、数学や物理は公式は覚えたものの、使い分けがよく分からない部分も少しある。

　暗記は後で最後の一ひと頑がん張ばりをするとして、この辺りのことを教えて貰もらえばいいかな、とまとまったところで時計を見てみると──八時半になるかならないかという時刻。

　部屋に戻ったのは七時台の終わり頃ごろだったので、そろそろ良い頃合いだ。

「よし……じゃ、行こうかな」

　具体的にどんな風に教えて貰うか分からないので、筆記用具に各種ノートを用意して、虎太郎は自室を出る。

　雛姫の部屋──２０２号室の前まで行くと、やっぱり俄にわかに緊きん張ちようしてきた。初めて訪れるってわけでもないのに、ちっとも慣れない。

　ノックしようとした手を一度胸むねに当て、深呼吸しながら状じよう況きようを整理する。

　……女の子の部屋とはいえ、妹や空そらの部屋には何度となく入っているし、これからするのは勉強だ。色っぽい展開にはならないし、元々向こうはこっちに対して『友達』以上の感情を抱いてない。

　改めて考えてみると……『どうして君、緊張なんてしてるの？　自意識過か剰じよう？』と自問自答したくなる現状だった。

「…………少しヘコむけど、落ち着けたからいいか……」

　深呼吸がため息に変わりそうになりながら、虎太郎は改めて構え直し、雛姫の部屋のドアをノックした。

　コンコン、という軽い音の後で、中から『どうぞ、お入り下さい』というくぐもった声が聞こえてくる。

　許可が下りたことだし、落とさないよう勉強道具を抱え直してからドアノブを摑つかみ、

「えっと、お邪じや魔ましま──」

　挨あい拶さつの言葉を最後まで言い終わる前に、開けたドアの隙すき間まから見えた光景に思考が強制停止されてしまい、虎こ太た郎ろうはそのまま固まってしまった。

「ようやく来ましたね。それでは早速、始めましょうか？」

「……………………」

「虎太郎くん？　ぼーっとしていないで、早く入って来て下さい」

　そんなことを言われても、入る気になんてこれっぽっちもなれない。

　部屋の中には雛ひな姫きが居て、しかもバッチリ目が合っているけど……

　どうして彼女は部屋着でも寝ね間ま着きでもなくて、白いブラウスにタイトスカートという服装で、しかも眼鏡めがねなんて掛かけているんだろう？

　おまけにベッドに腰こし掛けて、大だい胆たんに足を組み替かえる仕し種ぐさまでして……あの、これ、本当にどういうこと？　どこで時空が捻ねじれて変な世界に飛ばされたんだろう？

　疑問が大きすぎてこれが現実なのかさえ疑いたくなった虎太郎に対し、雛姫はたまにニュース番組とか教育番組で見かける指示棒を手に持ち、その先せん端たんを口元に当てて大人びた微笑ほほえみを浮うかべる。



「さあ、どうしたんです？　早く授業を始めま──」

　……言葉の途と中ちゆうだったけど、虎太郎は静かにドアを閉めた。

『えっ？　あの、ええと……こ、虎太郎くん？　どうして閉めるんですか……!?』

「だって……僕ぼくの理解を超こえた世界が出来上がっていたから……」

『何も変なことはありませんよっ?!　もう一度開けて見てみて下さい！』

　中から必死の訴うつたえがきたので、虎こ太た郎ろうは恐おそる恐る、そっとドアを開けてみる。

　僅わずかに覗のぞいた隙すき間まから見えたのは、ベッドから立ち上がりはしたものの変わらぬ格好の雛ひな姫き。それが何故なぜか慌あわてて出来る女風の立ち方をして、クイッと眼鏡めがねのフレームを指で持ち上げる仕し種ぐさをする。

「ふふっ、どうしたんです？　お姉ねえさんの授業が待ちきれな──」

　……最後まで聞かず、虎太郎は再びドアを閉めた。

　またドアの向こうから何か聞こえてきたけど、なんかもう、頭に入って来ない。

　むしろ今見たのは全て夢だったということにならないかなー、なんて思いながら踵きびすを返して自室に戻もどろうとすると、慌ただしい音と共に閉めたばかりのドアが勢いよく開かれた。

「だからどうして閉めるんですかっ？　し、試験勉強をするんじゃないんですか？」

「……や、そのつもりだったけど…………逆に訊きくけど、その格好は……？」

「勿もち論ろん、勉強を教えるに相応ふさわしい女教師スタイルです。ほら、準備は万全でしょう？」

　何故それで万全と言い切れるのかという特大の疑問は敢あえてぶつけず、虎太郎は色々と諦あきらめきった視線を雛姫に向ける。

「……とりあえず、着き替がえよう？　五分したらまた来るから、ちゃんと着替えておこうね？」

「えっ?!　もしかして、この格好が駄だ目めなんですか？」

「もしかしなくてもそうだよ？」

「……やっぱり、もう少し年ねん齢れい設定を近くした大学生家庭教師スタイルの方が、虎太郎くん的には正解だったんですか？」

「どっちも不正解だよ！　とにかくっ、また来るから着替えておいてね?!　それか着替え終わってから開けるように！」

　強くそう言い聞かせて部屋の中に押おし込こむようにしてドアを閉め……

「……何をどう勘かん違ちがいすれば、あんなコスプレをする発想になるんだろうなぁ……」

　計り知れない雛姫の脳内に戦せん慄りつさえ覚えながら、虎太郎は大きく息を吐はき、そのままずるずるとドアの前に座り込む。

　春から友人になったクラスメイトの将来が本格的に心配になってきて、果たして自分は矯きよう正せいしてあげられるのだろうかと悩なやんでいるうちに数分が経たち……

　ややあってから、遠えん慮りよがちに『コン、コン』とドアをノックする音が聞こえてきた。

『あの……着替え、終わりました……』

　ドア越ごしとはいえ弱々しい声も続いたので、虎太郎は腰こしを上げて、ゆっくりと慎しん重ちようにドアを開けてみる。

　ノックしてから一歩後ろに下がったらしく、雛姫はドアを開けてもギリギリ当たらない位置にいた。上から下までその姿を見るけど、深い紺こん色いろの半はん袖そでカットソーに大人しめのフリルが付いた膝ひざ下丈の白いスカートで、さっきみたいな変な意図は感じられない服装だ。眼鏡めがねもちゃんと取ってある。

　それを確認した虎こ太た郎ろうは安心して中へと入り、後ろ手でドアを閉める。

　そしてホッとした様子の雛ひな姫きに、どうしても訊きかないといけない質問を投げかけた。

「……で、どうしてあんな格好を？」

「……ちゃんと人に勉強を教える経験は殆ほとんど無かったので、少しでもスムーズにいくようにしようと思いまして……その、男の子はああいうのが好きだと……」

「それって、また漫まん画がの知識？」

　だとしたらそろそろ彼女の持っている漫画を全て古紙回収に出してしまうべきだなぁ、などと考える虎太郎だったが、意外にも雛姫は首を横に振ふり、

「いえ、去年同じクラスの男子が、そういう会話をしているのを聞きました。確か六人はいたはずなのに全員が賛同していたので間ま違ちがいないと思ったんですが……虎太郎くんの趣しゆ味みとは違ったんですか？」

「うわぁ答えづらい質問を……！」

　いきなりだからドン引きしたけど正直嫌きらいじゃないです──なんて素直な発言をしたら、果たしてどうなるのか。普ふ通つうなら完全にアウトな対象だって思われて一歩も二歩も引かれてしまうんだろうけど、相手は雛姫だ。逆にこっちが引くようなことをしてきた人で、その割に対人経験値は低いから、さらっと流してくれそうな気もする。

　どうにしろ、これから真ま面じ目めに勉強しようっていうのに変な印象を与えてしまうのはまずい。二人きりで勉強するのに『若くて綺き麗れいな先生といけない個人レッスン☆』みたいなシチュエーションに興きよう味みありと知られるって、割かつ腹ぷく自殺したくなるレベルで恥はずかしいし。

　出来るだけ穏おん便びんにいこうと決めた虎太郎は曖あい昧まいな笑みを浮うかべ、やんわりと誤ご魔ま化かすことにした。

「他の人はどうか知らないけど、僕ぼくは好きでも嫌きらいでもないかな。若くて綺麗な先生に当たったことも、家庭教師を雇やとって貰もらったこともないし」

「そうなんですか……あの、まさかとは思いますけど、逞たくましい体育教師にただならぬ劣れつ情じようを催もよおすということは──」

「ないからっ！　本当にそれだけはないから！」

　反射的に全力で否ひ定ていしたのは、脳裏に尾お野の山やま先生の無む駄だに爽さわやかな笑顔が浮かんだからだ。あのホモ教師に鼻はな息いき荒あらく肩に手を置かれ、同じ部屋に寝ね泊とまりする未来を話された恐きよう怖ふの記き憶おくはまだリアルに思い出せてしまう……早く忘れたいけど、学校でホモ山に会いそうになって逃にげたり隠かくれたりする度に再認識させられるので、なかなか記憶から消えてくれない。

　その辺の件は雛姫も知っているはずなのに、と抗こう議ぎの視線を送ると、流石さすがに悪いと思ったのか慌あわてて頭を下げてきた。

「すみません。嫌いやなことを思い出させるような、迂う闊かつな発言をしてしまいまして……」

「分かってくれたならもういいよ。それより、早く本題に移ろう？」

「そう、ですね。時間も限られていますし」

　具体的に何時くらいまで、と決めている訳じゃないけど、遅おそくとも十時には退室した方がいいと思う。とすれば、猶ゆう予よはあと一時間ちょっとしかない。

　いきなり変なことで時間を食ったので、ここからはサクサクいかないと。

　よし、と真ま面じ目めモードに思考を切り替かえて、虎こ太た郎ろうは持って来た勉強道具を小さな丸テーブルに置いて雛ひな姫きの方を振ふり向いた。

「えっと、ここに座ればいいかな？」

「はい。良ければこのクッションを使って下さいね」

「うん、ありがとう」

　言われるままに差し出されたハート型のクッションを置いて、その上に腰こしを下ろして胡座あぐらを組む。

　そして早速、分からないところを教えて貰もらおうとノートに手を伸のばし、

「じゃ、物理からなんだけど…………って、え、あの？　ひ、雛姫さん？」

「どうかしましたか、虎太郎くん？」

　右耳に掛かかった髪かみを指で横に流しながら不思議そうに名前を呼ばれたけど、訊ききたいのはこっちの方だと虎太郎は言いたい。

「あの……どうして、隣となりに？」

　てっきりテーブルを挟はさんで向かいに座るものだと思い込こんでいたら、すっと右隣に座ってきた。しかも肩かたと肩が、膝ひざとかも触ふれてしまいそうな至近距きよ離りに。

　完全に不意打ちだし驚おどろくのも仕方ないはずだけど、雛姫は『ごく当たり前の手順を踏ふみましたが何か？』みたいな澄すました表情で、

「同じ教科書やノートを見て教えるんですから、隣にいる方が見み易やすいし、教え易いと思いまして。駄だ目めですか？」

「あ、や、駄目って訳じゃなくて。ただ、ちょっと近いなー、って……」

「そうですか？　でも、リビングのソファーに相あい羽ばさんと二人で座っている時なんて、これより近いですよね？」

「それは、まあ……」

　食堂と繫つながっているリビングに置かれたソファーは二人掛けで、普ふ通つうなら二人で座っても間にクッションの一つくらいなら縦たて置き出来る余よ裕ゆうがある。けど、空はソファーの真ん中寄りに座りたがるので、一いつ緒しよに座ると肩とか膝とかがくっついてしまう。

　そのことを言われると、確かにこれくらいの近さは大したことないとしか答えようがない、けど……相手は長年の付き合いがある幼おさな馴な染じみじゃなく、友達になってからまだ一ヶ月も経たっていない美少女さんなんだから、同じ当て嵌はめ方をする方がおかしい。

　……っていうのはこっちの捉とらえ方の話なので、正しいのは雛ひな姫きの指し摘てきの方だ。

　それを理解しているから、虎こ太た郎ろうはそれ以上の反論はせず、諦あきらめて口を閉ざした。まあ諦めたからってドキドキしないで済むかというとそれは別問題なので、物もの凄すごく鼓こ動どうが高鳴って心臓にえらい負担がかかってるけど。

　変な気を起こさない為ためにも真しん剣けんにやるしかないな、と背筋を伸のばして、改めて物理のノートを手に取る。

「えっと、分からない部分はここに纏まとめてあって……試験範はん囲いで分からないところはこの辺なんだけど。特に波の干かん渉しようが、イマイチ理解が追いついてなくて」

「それでは、少しノートを見させて貰もらいますね。波の性質をきちんと覚えてしまえば、そこまで難しくは…………って……」

「どうかした？　もしかして、公式間ま違ちがえてるところでもあった？」

　だとしたら危ないところだ。気付かないままでいたら結構な失点に繫つながるし。

　赤インクのボールペンを用意して修正準備に入った虎太郎は、次の言葉を待って雛姫の顔を見る。

「……これだけ……ですか？」

　眉まゆ根ねを寄せた険けわしい表情の雛姫は、ノートから目を離はなさないまま、微かすかに震ふるえる声でそう言ってきた。

　ただし意図が微び妙みように分からないので、虎太郎はノートと雛姫を何度か見比べて、

「これだけって、分からない部分のこと？」

「そうです！　これなら十分も掛かからず、早ければ五分もしないで終わってしまうじゃないですかっ」

「え、本当に？　流石さすがは雛姫さ──」

　こちらの予想より簡単に理解させられると宣言するような発言に、喜んで彼女を称たたえる言葉を言おうとした虎太郎だったが、途と中ちゆうで口を噤つぐむ。

　何故なぜなら相変わらず険しい表情の雛姫が、キッとこちらを睨にらんできたからだ。

「少なすぎます！　どういうことですか?!」

「えええっ!?　や、あの、どういうことって言われても……」

「たったこれだけなら、学校で試験の合間にでも済んでしまうじゃないですかっ。他は、他の教科はどうなんですかっ?!」

「えっと……一番分からないのが物理で、後はまあ、大体分かるというか……暗記物ばかりというか……」

　怒おこられる理由がさっぱりなので口くち籠ごもりながら答えると、雛姫が物凄く悲しげな顔をする。ちょっと本格的に意味が分からないけど、その理由はすぐに本人の口から語られた。

「これでは私が教えることなんて、ほんの少ししかないじゃないですか……折せつ角かくの機会だと意気込ごんでいたのに……」

「まあ、うん、そうなるけど……だ、駄だ目めなの？」

「駄目じゃないですけど、その……やり甲が斐いというかなんというか……例たとえるのなら、待ちに待って楽しみにしていた演目がほんの数分で終わってしまうと当日になって知らされたような気分です……！」

　例えるならって言いながら、殆ほとんどストレートに語ってしまっていた。しかもこれ、言われた虎こ太た郎ろうとしては物もの凄すごくリアクションに困る内容だ。

「や、その、でもさ？　試験はもう明日な訳で、それを考えるとこれくらいの量が妥だ当とうというか……あんまり分からないところが多い方が問題だし」

「それはどこかの虎太郎くんが、試験ギリギリになるまで頼たよってくれなかったからじゃないですか。正確に言えば、ギリギリまで待っていたのにそれでも頼る気がなかったからじゃないですか……！」

「あれはその、なんというか…………はい、僕ぼくが悪いです。ごめんなさい……」

　言い訳をしようとしたら睨にらまれてしまったので、虎太郎は途と中ちゆう終了して頭を下げる。あと少しで泣ないてしまいそうな潤うるんだ目で見られると、もうそれくらいしか出来ない。

　おかしいなー、普ふ通つうなら少なくて済むなら喜ばれるところなんじゃないのかなー、と思いはするけど、今回の勉強会を楽しいイベントと位置づけているらしい雛ひな姫きには通じないみたいだった。

　まあ、こっちにしても、雛姫と二人きりで勉強を教えて貰もらうっていうのは、かなり心躍おどる時間だっていうのも確かだ。というか、こんなイベントが起きているのを学校の男子に知られたら、吊つるし上げられた挙げ句に代役権利がオークションにかけられて大変な高値がついてしまう展開になるだろうし。

　どうしようか、と考えた虎太郎は、ややあってからいじけムードになりつつあった雛姫に、新たな提案をした。

「じゃあさ、雛姫さんが元々やろうとしていた勉強を教えてよ。あんまり時間ないから、要点を纏まとめてって形になっちゃうけど」

「……いいんですか？　五分で終わらせて用済みコースでも、私、文句は言いません」

「や、文句は言わなくてもそれ以上に言いたいことは表に出ちゃってるからね？　そんな聞き分けの良い子です、みたいな顔してもバレてるからね？」

「そそっ、そん、そんなことないですでしたよ？」

「……あはは、どれだけ動どう揺ようしてるんだよ」

　分かり易やすすぎる雛姫の態度に、呆あきれを通り越こしてほんわかした気分になってくる。学校の皆みんながイメージしている完かん璧ぺきな副会長からはかけ離はなれていて、そのギャップのせいかもだ。

　虎こ太た郎ろうが思わず笑ってしまった理由が本人には分からないのか、雛ひな姫きはやや不思議そうに見返してくる。

　それに答えることはせず、虎太郎は小さく首を横に振ふって、

「いいよ、僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶ……っていうか、僕が助けて貰もらう立場だし。手間だろうけど、雛姫さん流で教えてくれないかな」

「っ……はい！　精せい一いつ杯ぱいやらせて頂いただきます！」

　目を輝かがやかせて、細い指をギュッと握にぎり締しめて気合いを見せる雛姫の姿が微笑ほほえましくて、迂う闊かつにも『可愛かわいいなー』なんて思ってしまいつつ。

　ようやくで、試験勉強がスタートすることになった。




「それでは、まずはこちらをご覧下さい」

　動物園や博物館で案内をしてくれるナビゲーターのお姉ねえさんみたいな口調の雛姫がテーブルの上に置いたのは、一冊の大学ノートだった。

　言われた通りに視線を落とすと、雛姫の手が数枚のページを捲めくって、見み易やすいようにこちらへ開いて向けてくれる。

「まずは物理、ということでしたので、そこから始めましょう。このページに覚えておかなければいけない出題範囲いを纏まとめておきましたので、一つずつ確認していきましょうね」

「うん、分かった……けど、これだけ？」

　一学期が始まってまだ一ヶ月半なので、そこまで試験範囲は広くない……とはいえ、開かれたページに見易いように広くスペースを使って纏められている内容は、受けた授業の半分以下の量しかない。

　細かい説明が省かれて簡かん潔けつに書かれているとしても、これは少なすぎだ。次のページに続いているのかと思ったら、半ページ空あけてから数学の纏めに移っていて、どうやら本当にこれだけらしかった。

　本当に大丈夫なのかな、とやや困こん惑わくしながら隣となりに座る雛姫を見れば、自信に満ちた頷うなずきが返って来る。

「はい。勿もち論ろん、テストには他にも出題されるとは思います。ここに纏めたのは確実に出題され、覚えておけば得点が見み込こめるものだけですから」

「それは……ごめん、どういうこと？」

　当たり前のことを言っているような気はするけど、何だか凄すごいことを言っている気もしたので虎太郎は突つっ込んで訊きいてみた。

　すると、最近危うくなりつつある優ゆう等とう生せいっぽい雰ふん囲い気きをちゃんと纏った雛姫が、「いいですか？」と前置いてから説明を始める。

「当然ですが、テストには授業でやった内容しか出ません。なので必然的に、キチンとノートを取ればその内容を覚えるだけで、ミスさえなければ高得点が取れます」

「それは、まあ……そうだろうね」

「その中でも、受験に関かかわる部分は必ず選ばれます。なのでいくつかの参考書を比ひ較かくし、そこから選び抜ぬいてみました。ここさえ押おさえておけば、ケアレスミスさえなくせば少なくとも平均点は取れるはずです」

「そう、なの？　こんなこと言うのはあれだけど、そんなに上手うまくいくの？」

「はい。先生方も意地悪でテスト問題を作る訳ではありませんから。実際に正しく理解し、テストの際にどの公式や定理を当て嵌はめれば良いか、間ま違ちがえずに選せん択たくすることさえ出来ればちゃんと解けるはずです」

「それは分かるんだけど……」

　雛ひな姫きの話は、やっぱり特別なものじゃない。だから余計に、本当に上手くいくのかという疑問が残る。

　しかも示されたノートに書かれた部分だけ覚えればいい、っていうなら、そこまで頭が良くないと変な自信のある自分でも出来そうだ。それがどうにも罠わなっぽく思えてしまう。

　半信半疑よりやや信じ切れない方に傾かたむいている虎こ太た郎ろうに対し、雛姫は落ち着いた様子でテーブルに置いていた数枚のルーズリーフを取り上げ、

「ノートに書かれた部分を五分間で覚えた後で、こちらの問題をやって貰もらいます。これも制限時間は五分で、終わったらすぐに採点です。そして間違えた部分を中心にまた五分間復習し、その後にまた問題を解いてと、三回ほど繰くり返してやりましょう」

「その方が覚えられるの？」

「はい。問題に慣れることで、どの場面でどの手段を用いれば良いかをすぐに判断出来るようになりますから。それに正しく出来た自信と、間違ってしまった際の注意を覚えられるので、覚えるのも楽になるんです」

「へー……なるほどね」

　本気で感心の声を上げて、虎太郎はまじまじと雛姫の顔を見た。

　高校受験前に塾じゆくに通った時期もあるけど、その時に教えてくれた講師よりも、彼女の言うことの方が分かり易やすくて説得力がある。同い年なのに、凄すごい頼たより甲が斐いがある感じだ。

　やっぱり出来る人は違うなぁ、と改めて思っていると、

「それから、分からない部分があれば言って下さいね。ただ暗記するよりも、理解した方が忘れにくいですし、今後の勉強も楽になりますから」

「うん、そうするよ。でもこれ、纏まとめてくれただけじゃなくて、問題まで作ってくれたんだ？　参考書に載のってたの？」

「一部はそうですが、私が考えたものもあります。テストに出そうな問題にしてみましたので、少しは事前練習にもなると思いますよ」

　やや照れたように口元を綻ほころばせてそんなことを言うけど、内容は結構とんでもない。

　彼女の言う『テストに出そうな問題』っていうのが虎こ太た郎ろうにはまず予想出来ないし、そもそも人に教えるのにそこまでしてくれるって事態が有り得ないと思う。

　分かり易やすく纏まとめたノートだけでも有り難がたいのに、問題まで作ってくれるって。至れり尽つくせりってこういうことを言うんじゃないだろーか？

「凄すごいなぁ。雛ひな姫きさんっていつもこんな風にテスト対策してるの？」

「いえ、普ふ段だんはもう少し簡単に済ませます。一応日ひ頃ごろから予習復習はしてますので、確認がてら問題集を解いてみるくらいです」

「そうなんだ…………って、あれ？　え、じゃあこれ、わざわざ僕ぼくだけの為ために……!?」

「そ、そうですけど……あの、差し出がましかったですかっ？」

「ええと……そんなこと、ない、よ？」

　上手うまいこと誤ご魔ま化かそうとしたものの、動どう揺ようの余り口が回らず変な感じになってしまった。だって、お金を貰もらっている塾じゆく講師や家庭教師ならともかく、無む償しようで教えてくれるのにそこまでしてくれるって。なんというか、こう……気持ちが重いというか……！

　つい強こわ張ばりそうになる口元を虎太郎が手で隠かくしていると、やや安あん堵どした様子の雛姫が小さく息を吐ついて、

「なら良かったです。一週間も掛かけて用意した物が、使われないどころかマイナスにしかならなかったなんて、笑い話にもなりませんしね」

「……う、うん。笑えない、よね」

「そうですよ！　ああ、ホッとしました。復習にもなったので決して無む駄だではありませんでしたが、睡すい眠みん時間を削けずり読む予定だった小説も後回しにして取り組んだものを、捨てずに済みましたから」

「…………よ、良かった……それは良かったよ、うん……」

　そっと目を逸そらして、虎太郎はどうにか誤魔化す。何を誤魔化しているかというと、ドン引きしている自分を。……彼女は別に痛い子とかじゃなくて、距きよ離り感を摑つかみかねているだけだから。もう少し経験値を積んだら、今の行動がどれだけやりすぎているかも分かるだろうし。

　……なので今は現実を直視せずにおき、向こうが気付いて自己嫌けん悪おの渦うずに落ちてしまう前に話を進めようと、虎太郎は無理して笑顔を作った。

「そ、それじゃ、始めよっか？　まずはこれを覚えるんだね？」

「はい。分からない部分は教えますので、すぐに言って下さいね？」

「うん、分かった。そこは遠えん慮りよ無しに言うよ」

「そうして下さい。私がちゃんと分かり易く、丁てい寧ねいに大人への階段を上る特別レッスンをしてあげますから」

「待って急に色々とおかしくなった！　雛ひな姫きさん何をする気なの?!」

「あっ……す、すみません、先程のキャラ設定がまだ残っていて……！」

　慌あわてて頭を下げて「忘れて下さい！」と言う雛姫だけど、そんなの簡単に忘れられるはずがない。というかこの人、あの女教師コスプレでどんな授業をするつもりだったんだろう。倫りん理り的にまずいけど年とし頃ごろな男としてはウェルカムな展開になっていたんだとしたら……ひょっとして、物もの凄すごく勿もつ体たい無いことをしたんじゃ……！

　津つ波なみのように後こう悔かいが襲おそいかかってくるけど、虎こ太た郎ろうはそれに流されそうになるのをぐっと我が慢まん。勘かん違ちがいしているところに付け込こむ真似まねは良くないし、一通りの準備は終えたつもりだけど、明日は試験だ。しかも下手へたなことをしてそれが発覚すれば、セリスの逆げき鱗りんに触ふれてこのアパートから強制退居の憂うき目に遭あうに違いない。

　だからあの選せん択たくは間違っていなかった……、と虎太郎は自分に言い聞かせる。

「やはり書物と噂うわさ話だけを参考にすると、間違いも多くなりますね……あっ、もしかしてあれも、『高得点を取ったら先生から素す敵てきなご褒ほう美びがあるわよ』も実際には無いんですか？」

「………………な…………ないよ、そんなこと……！」

「そうなんですね……ですが、あの、どうして虎太郎くんはそんな血の涙なみだでも流しそうな感じになっているんですか……？」

「………………」

　心配そう、というより、とんでもミステリーを聞かされたような不思議に溢あふれた表情で訊きかれたけど、飛び出しそうな本音を堪こらえている虎太郎はそれに答えられない。あと、理由はもっと答えられない。

　若さ故ゆえの過あやまちっていうくらいだから、思うままに刹せつ那なを生きるのも青春ってことでありだったのかなぁ……と、つい遠い目をしてしまう虎太郎だったが、すぐに現実に引き戻もどされた。

　その切っ掛かけは不意に聞こえてきたドアをノックする音で、『コココン』という軽い響ひびきに、雛姫と二人で顔を見合わせる。

「あれ、誰だれか来たよ？　会長かな？」

「でも、恐おそらく今いま頃ごろセリスさんはお風呂のはずだと……」

　そうは言いつつちょっと自信なさげな雛姫は、半信半疑の表情のまま腰こしを浮うかせ……ようとした、けど。

　彼女が立ち上がるよりも先に、遠えん慮りよ無くドアが開かれてしまった。まだ部屋主の許可も出ていないのに。

　そんなデリカシーの無い真似をした人物が、ひょこっとドアの陰かげから顔を見せる。

「やっほー。ヒナっち、ここにさー……って、いたいた」

「あ、相あい羽ばさん……?!」

「……あのさ、空そら。ノックしても返事する前に開けたら意味ないからね？」

　それでもノックをするだけ、以前いきなり踏ふみ込こんできた時よりはマシなのかもしれない。五十歩百歩にも程があるけど。

　ただ、虎こ太た郎ろうとしてはそのことよりも気になることがあるので、礼れい儀ぎ云うん々ぬんについては後回しにして、背の高い幼おさな馴な染じみに訊きいてみた。

「それにしても、空そらが雛ひな姫きさんに用って珍めずらしいね。何かあったの？」

「ん？　違ちがうよ、ヒナっちじゃなくてトラを探してたんだよ」

「へっ？　僕ぼくを？」

　ちっとも予想していなかった言葉に、虎太郎は自分を指差しながら幼馴染みを見る。

　すると空はポニーテールを揺ゆらして大きく頷うなずき、

「トラの部屋に行ったら、いないからさー。出で掛かけたのかなー、とも思ったけど、リビングにいたあたしが気付かなかったんだから、他の部屋に行ってるんじゃないかとピンときてね。まっ、ほんとにいるとはあんまり思ってなかったけどさ」

「それで、雛姫さんの部屋に？」

「まぁねー。リーダーはお風呂から出て来たところを見たし、勉強するって言ってたウミの所に押おしかけてるとは思えなかったし。ヒナっちとは友達になったみたいだしね」

　にっ、と子供っぽい笑顔で話す空に、虎太郎はどうリアクションしていいか困ってしまう。野生の動物ですかってくらいの勘かんの良さがあるだけじゃなくて、こんな風にちゃんと考えて選せん択たく肢しを削けずる作業も簡単にこなすなんて、反則だ。

　スペック差を感じずにはいられないけど、まあそれも今いま更さらなので、虎太郎はちょっとだけ世の中の不公平さを嘆なげきながら再度訊たずねる。

「で、僕に何の用だったの？　わざわざ雛姫さんの部屋にまで押しかけてさ」

　言いながらちらっと見た部屋主はというと、普ふ段だん教室や他の人達と一いつ緒しよにいる時のクールな表情──に見えるけど、目だけはありありと不満の色が滲にじんでいた。

　友達だから分かるムッとした態度だけど、そうなるのも当然だ。いきなり部屋に入って来て、ろくに謝りもしないで、しかも主である自分を蔑ないがしろにして会話を続けている。これでにこにこ笑っていろって方が無理だと思う。

　二人の友人の間で軽い板いた挟ばさみ気分になって焦あせりながらの虎太郎に対し、マイペースな空はリラックスした様子で頭の後ろで手を組み、

「暇ひまだから遊ぼうと思って！　プロレスでもゲームでも、トラの好きなので良いよ」

　……快活な笑顔で、時と場合を全く考えていないことを言い出した。

「いやいやちょっと待って。君、試験前だって知ってる？　明日から試験だよ？　なのに遊ぶってどういうつもり？」

「だって暇なんだもん。勉強する気出ないし」

「清すが々すがしいくらい潔いさぎよい発言だけど、それ完全に駄だ目め人間発言だからね!?　しかもそれに人を巻き込こむってアウトにも程があるから！」

「そうです、そんなの駄だ目めです！」

　相変わらずな空そらに全力で突つっ込むと、意外なところから賛同の声が聞こえてきた。

　思わず続けようとしていた言葉を吞のみ込んで虎こ太た郎ろうが隣となりを見れば、そこには強い反発の意思を瞳ひとみに宿した雛ひな姫きの姿が。

「虎太郎くんは私と一いつ緒しよに勉強をしている最中です！　試験の結果次第で虎太郎くんは一人暮らしを止やめて海外にいる家族の下もとに行かないといけないんですから、そうならない為ためにも私と勉強をするんですよっ」

「はぁ？　何それ、そんなことになってたの？」

「う、うん。まあ、一応……」

「っとにもう、仕方ないなー。じゃ、あたしがトラの勉強見てあげるよ」

「なっ、なんでそうなるんですかっ?!」

　やや唐とう突とつな提案に慌あわてて反応したのは雛姫で、顔を紅こう潮ちようさせて立ち上がる。

　そして空と向き合う形になると、一切の妥だ協きようを許さない頑がん固こな職人みたいな強い意志を窺うかがわせる面持ちで、

「虎太郎くんの勉強は私が教える約束をしていたんですっ。後から出て来た相あい羽ばさんがやる必要はありません！」

「あー、そうなんだ。でも別にいいじゃん」

「そんな軽くっ……だ、大体、相羽さんは遊びの誘さそいに来たんじゃないんですか？　なら部屋に帰って一人でゲームでもしていればいいと思います！」

「んや、単に暇ひま潰つぶししたかっただけだよ。だからトラの勉強に付き合うのもいいかなーって」

「よくありません！　ここに、ほらっ、私の用意した試験対策用のテキストもあるんです！　これを使って──」

「へー。じゃ、これ使って教えればいいんだ。面白いかも」

「だからそれは私がですねっ──?!」

　我が道を行く空のマイペースっぷりに雛姫がエキサイトしかけたところに、再びドアをノックする音が聞こえてきた。

　しかもさっきと同じく許可が出る前にドアが開き……そこから、小こ柄がらな赤毛の少女が顔を覗のぞかせて、

「ちょっと雛、お願いがあるんだけど……って、え？　どうして空と虎太郎もいるの？」

「……セリスさん、今少し立て込んでいてですね……」

「二年組の皆みんなで集まって……ひょっとしてわたしだけ仲間外れ?!　な、何よ、同じ二年生じゃない！　留年して一人だけ歳としが違ちがうからってハブにしなくてもいいじゃないのっ！」

「そういう訳ではなくて…………ああもうっ」

　妙みような勘かん違ちがいをして涙なみだ目めになる会長に、どう説得すればいいのか分からなくなったのか雛ひな姫きは頭を抱えてしまう。

　虎こ太た郎ろうもおろおろしてしまうだけで、座ったまま動けない。こんなの、どうやって収しゆう拾しゆうつければいいのか。

　微かすかな望みを込こめて幼おさな馴な染じみを見れば、こんな状じよう況きようなのにちっとも慌あわてていないどころか、我が家で寛くつろぐようにベッドに腰こし掛かけた空そらは足をパタパタさせつつ、口を開く。

「ねーねーリーダー、何しにヒナっちのところに来たの？　用があるんじゃないの？」

　本人に用が無かったのに訪ねて来た空が言うのもアレな質問だったけど、それでもセリスを落ち着かせるのに多少は効果があったようで、赤毛の会長はハッとした様子になり、

「そ、そうだったわ、こんなことしている場合じゃなかったわね……雛、あなたに折り入って頼たのみがあるの！」

「……なんでしょうか？」

　改まった口調に少し嫌いやな予感でもしたのか、雛姫の表情が曇くもる。

　皆みんなが注目する中、部屋に入って来た会長は雛姫の前まで行くと──

「お願いっ、雛！　わたしにテストに出そうなところを教えて！」

　大きな声で頼むと同時に、ガバッと勢い良く頭を下げた。

「え……でも、先程は大だい丈じよう夫ぶだと……」

「……ええ、言ったわ。自信もあったの。でもね、お風呂から上がって最後の確認をしようと思ってノートを開いて……気付いたの」

　沈ちん痛つうな面持ちのセリスは、くっと顎あごを引き、

「…………数学のテスト範はん囲いが、教科書の五ページから八ページまでじゃなくて、十八ページまでだってことに……！」

　悔くやしげに、とても残念な告白をしてくれた。何が残念かって、中間試験の範囲がたったの四ページだけと思い込めてしまう会長の頭が。

　虎太郎だけでなく雛姫も呆あきれたような表情になるけど、空だけは楽しげに笑って、

「あははっ、リーダーらしいねー。普ふ通つうそんなうっかりミスしないよ」

「う、うるさいわね！　最近ラブらん宛あての『お願いＢＯＸ』にろくな手紙が入ってなかったから改かい善ぜん策さくを考えてたら、つい見間違えちゃったの！　他の教科はちゃんと合ってたの、数学だけなんだからっ」

「へー。じゃ、ほんとに追試にならなくて済みそうなんだ？」

「ええ、勿もち論ろんよ！　このわたしが本気になって勉強したんだもの、ギリギリでも赤点は回かい避ひ出来るはずよ！」

　物もの凄すごくレベルの低い自信に満ちた発言が来たけど、もう突つっ込んでいいのやら駄だ目めなのやら。少なくとも、あんな風に声を大にして言うセリフではないと思う。

　ぽかんとして座って傍ぼう観かんするしかない虎こ太た郎ろうを他所よそに、会長はガシッと雛ひな姫きの手を両手で摑つかみ、縋すがるような目ではとこに訴うつたえかける。

「だから雛っ、わたしに数学のテスト勉強を教えて！　このままだと水着で走らされた挙げ句に、追試で撮さつ影えいに行けなくなって、今月末の文化祭も来月の修学旅行にも参加出来なくなっちゃうかもしれないの……！」

「話は分かりました……ですが、私は虎太郎くんの……」

「あ、トラの勉強はあたしが見てあげる。だからヒナっちは安心してリーダーを教えてあげるといいよ」

「そっ、それなら相あい羽ばさんがセリスさんを教えればいいじゃないですか！　私の方は先約だったんですよ?!」

　慌あわてて抗こう議ぎの声を上げる雛姫だけど、空そらはあっさり首を横に振ふってみせた。

「あたしはそれでもいいんだけどね。前に教室で分からないっていうとこ説明したら、なんか怒おこらせちゃってさー」

「あんなの説明って言わないわよ！　『ここがこうだから、ハイこれで完了』とか言われても訳が分からないわ！」

「そうだね。空は感覚で伝えるタイプだから、ちょっと難しいかも」

　実際に教わったこともある虎太郎が賛同の声を上げると、味方がいなくなったと思ったのか、雛姫は追い詰つめられた表情になり。

　そしていよいよ追つい及きゆうから逃のがれられなくなった犯人みたいに、雛姫は食い縛しばった口から吐と息いきを漏もらし、

「………………分かりました」

　ガックリと落ちた肩かたと沈しずみっぷりで、全身から『こんなはずじゃなかったのに……』と訴えながら、頷うなずいた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　人数が二人から四人に増えたものの、場所はそのまま雛姫の部屋で、二組に分かれての勉強会が始まった。

　ただ、丸テーブルは一人か二人で使うならともかく、四人で囲むとちょっと狭せまい。なので虎太郎の部屋からテーブルとクッションを追加で持って来て、机を二つ並べる形でそれぞれ使うことに。

　ちなみに『片方は場所を移せばいいんじゃ』という虎太郎の意見は、あっさりと他の三人に却きやつ下かされた。

　空は『いいじゃん、イベントっぽくて』と言うし、セリスは『あんなに機き嫌げんの悪い雛は見たことないわ……場を和なごませる為ためにも残って！』と懇こん願がんされるし。おまけに雛ひな姫きからは『二人きりの勉強会だなんて……そんな卑ひ猥わいなこと許可しません！』と鏡を見てから言って欲しいセリフがくるし。

　そんな訳で、四人が密みつ集しゆうしての勉強会になったが──始まってたぶん三十分も経たたない頃ころに、ある人物の口からこんな言葉が出た。

「……そろそろ気分転てん換かんの休きゆう憩けいが必要だと思うわ！」

　言ったのは一番真ま面じ目めに勉強しないといけないはずのセリスで、当然他の三人から冷たい視線が飛ぶ。

　特に雛姫はいつも以上に冷たい目をして、

「セリスさん、まだ全然終わってません。自分が望んで勉強しようと来たのでしょう？」

「そ、それはそうだけど……妙みように息が詰つまるっていうか、プレッシャーが半はん端ぱ無いっていうかね……！　とにかく、このままじゃちっとも頭に入って来ないの！」

「集中力が足りないだけです。正座して、体勢が崩くずれる度たびに肩を叩たたくシステムを導入しましょうか？」

「そんなマゾ育成システムいらないったら！　今日の雛、なんか怖こわいわよ……?!」

　その意見は尤もつともだけど、座ざ禅ぜんの時によく見かける警きよう策さくを変な言い方しない方がいいとも思う。お坊ぼうさんに聞かれたら説教だけじゃ済まないかもだし。

　虎こ太た郎ろうとしては真面目に勉強をしたいところではあるものの、セリスの言葉も分からなくもないから、リアクションに困る。

　たまに聞こえてくる声とか、つい気になって見てしまった時の雰ふん囲い気きは、確かにちょっと重苦しかった。

　特に雛姫が全ての感情を殺したような声で「違ちがいます。ちゃんと話を聞いてましたか？」とか「先程説明したばかりですが？」とか言っている時なんて、怒おこっているようには見えないのにやたらとピリついた空気が生まれていて……そりゃあ会長も涙なみだ目めになってタイムを入れたくなる。

　当然、近くにそんな二人組がいたら、虎太郎も気になる。正直そこまで勉強に身が入っていなかった。というか、この環境で集中しろって方が無理。

　我われ関かんせずでマイペースな空そらだけが吞のん気きで、シャーペンの尻しり側を軽く嚙かんで、ただ座っていることに飽あきたらしく寝ね転ころんで足をパタパタさせていた。

　まだ五月なのに黒のタンクトップにホットパンツなんて夏真っ盛りな格好だから、下手へたをすると誘さそっているようにも見える。緩ゆるんだ首回りや捲まくれた裾すそからちらちらと魅み惑わくの谷間やおへその辺りが見えちゃってて、しかもベッドの上にいるし。でも人のシャーペンを咥くわえるのはちょっと止やめて欲しい。

　そんな空が咥えていたペンを離はなして、気楽な調子で言ってきた。

「あたしは遊んじゃってもいいよー。トラがちっとも質問してこなくて暇ひまだし」

「空そらが感覚的にしか言わないから、熟じゆつ考こうしてからじゃないとノーヒントと変わらないからだよ。それに……」

「ん？　それに、何よ？」

「……や、何でもない」

　うっかり言いそうになった内容がアレだと気付き、虎こ太た郎ろうは言葉を濁にごした。だって『質問しようとする度たびに雛ひな姫きさんが見てくるから』なんて、いくら事実でも言える訳がない。

　別に睨にらんでくるとかじゃないけど、あからさまに寂さびしそうというか、『私がするはずだったのに……』みたいな目をしているのを見ると、そりゃあ迂う闊かつに質問も出来なくなるって話だよ。不必要な罪悪感で胸むねが痛くなるし。

　口くち籠ごもるこちらに対して「変なの」と感想を漏もらした空は体を起こし、ベッドの上で胡座あぐらを搔かいてセリスの方へ向き直る。

「で、どうすんの？　リーダーは何かプランあんの？」

「えっ？　そ、そうね。この際、気分転てん換かんになるならゲームでもＤＶＤを見るのでも何でもいいわ」

「下リビングに降りればテレビあるけど、ここでやるならゲームになっちゃうね。ヒナっち、何かそれっぽいの持ってる？」

　空の問いかけに、それまで暗黒面に堕おちてしまいそうなオーラを纏まとっていた雛姫は、

「は、はいっ。いくつかあります！」

「そなんだ。でも、どうして急にやる気になったの？」

「別にやる気になんてなってません！　ただ、その、仰おつしやる通り気分転換も必要かな、と思いまして……だから他意はないです！」

　さっきまでとは別人のように弾はずんだ声に、空とセリスが驚おどろくような不思議そうな表情になるけど、虎太郎は特に驚かない。

　二人は知らないはずだけど、雛姫にとって多人数で遊ぶなんて機会、そうそうないはずだ。だって現状だと友達は自分だけしかいないし、不器用だからクラスメイトの輪の中に入って一いつ緒しよに遊んだりも出来なかったっぽいし。

　つまり勉強イベント以上に楽しみで、すぐには叶かなわないと思っていた催もよおしが不意打ちで開かれることになった訳だから、これでテンションが上がらないはずがない。

　中ちゆう途と半はん端ぱに事情を知っている虎太郎が何とも言えない気分になっていると、やや舞まい上がり気味の雛姫は指を折りながら、

「ええと、携けい帯たいゲーム機は持ってますが、残念ながら一台で皆みんなで出来るソフトはなくて……他にあるのはトランプにジェンガに……それと一つだけですが、ボードゲームが──」

「ボードゲームは時間掛かかっちゃいそうだからまた今度にしよう！　ねっ?!　他のがいいと僕ぼくは思うな！」

「どうしたの、虎こ太た郎ろう？　そんなに全力で拒きよ否ひするなんて」

　訝いぶかしげにセリスが訊きいてくるけど、敢あえてノーコメントで通す。だって雛ひな姫きが持っているボードゲームといえば不毛すぎて苦笑いも出ないと評判のヤツなので、タイトルすら言わせたらまずい。下手へたしたらその瞬しゆん間かんにドン引きされてしまうかもだ。

　必死のブロックを試みた虎太郎は、不ふ審しんな目が自分に集まっている事態に焦あせりながら、

「試験勉強の続きもあるから、やるならパッと済ませられるやつがいいよね。分かり易やすいし、ジェンガでいいんじゃないかな？」

「ジェンガ、ね。随ずい分ぶん前にやったことがあるくらいだわ」

「あたしも二、三回しかやったことないや。あれでしょ、ブロックを抜ぬいて上に乗せ直して、崩くずした人が負けだよね？」

「そうそう、そんな感じだったわ。地味で、そこまで盛り上がらなかったような──」

「いえっ、皆みんなでやればきっと楽しいですよ！　集中力も養えますし、いいリフレッシュになると思います！」

　ネガティヴな感想を言いかけていたセリスの言葉を遮さえぎった雛姫は、いつの間に取り出したのやら既すでにジェンガの箱を持っていた。行動速すぎ。あと、箱がどう見ても新品同様なのが、玩具おもちやなのに悲しみを誘さそう。

　早速箱を開けて中からジェンガを取り出す雛姫だけど、そこに水を差すように空そらの声が。

「ジェンガかー。リーダーもちらっと言ってたけど、普ふ通つうにやってもあんまり盛り上がらないんだよね」

「そう……なんですか？」

「前にやった時は罰ばつゲーム制を導入したけど、それでも途と中ちゆうまでは緊きん張ちよう感がなくて……って、そっか。その辺をどうにかすれば面白いかな～」

「空、一人で自己完結してないで説明を……って、僕ぼくの筆箱を漁あさってどうする気？」

「ちょっとペン借りるね。あ、ヒナっち、そのジェンガも貸して！」

「えっ？　は、はい……？」

　訳も分からずといった感じの雛姫は、箱から出したばかりのジェンガを、崩してしまわないよう慎しん重ちように空へと渡わたす。

　受け取った空がどうするのか見守っていると──躊ちゆう躇ちよなくベッドの上でジェンガを崩して、バラバラになったブロックの一つを摘つまみ上げた。

「これさ、一個ずつ取って、上に乗せてってやるじゃん？　でも崩したらアウトってだけじゃスリルが足りないから、もう一つ要素を追加しようと思って」

　言いながらペンのキャップを口に咥くわえて外し、持ったままだったブロックに小さく丸印を付ける。人の持ち物だっていうのにノータイムでやる辺りが空だ。

「……一応言っておくけど、それ油性だからね？」

「ん、おっけー。今度新しいの買って、持って来るよ」

「いえ、気持ちだけで十分ですが……それより、何を……？」

　次から次へとブロックを持っては同じ印を付けていく空そらに、雛ひな姫きは皆みんなを代表しての疑問を投げる。

　作業の手を止めないまま空は楽しげに笑みを浮うかべて、

「前にテレビで見たんだけど、ブロックに色々と指令が書いてあって、抜ぬいた人はそれをやってから上に乗せないといけないってヤツがあったんだよね。だからそれを真似まねてみようかなー、って」

「それは面白そうね。でも、一々やっていたら時間が掛かかるんじゃない？」

「だから全部には印つけないよ。大体三分の一くらいかな」

「や、多くない？　もっと少なくても──」

「いえ、それくらいが丁度いいのかもしれません。印が見えないように積むとしても、ゲームが進んでいけば角度を変えれば印の有無が分かる可能性も出て来ます。それで上手うまく避さけながらチャレンジしていけば、難なん易い度も上がって面白いですし」

　肯こう定てい的な意見を言う雛姫に、虎こ太た郎ろうはセリスと一いつ緒しよに「なるほど」と相あい槌づちを打つ。

　パーティーゲームなんて少なくともここ数年はやったことないはずなのに、この適応力。凄すごいなと思って虎太郎は雛姫の隣となりへ行き、こそっと耳打ちする。

「雛姫さん、よく分かるね？　似たような番組を見たとか？」

「いえ、単なる想像です。この手の遊びをシミュレートするのは慣れてますから」

　……訊きくんじゃなかった、と一いつ瞬しゆんで後こう悔かいしたくなる返事が来た。ちょっと考えれば分かったはずなのに、何故なぜうっかり地じ雷らいを踏ふみに行ってしまったのか。

　そっと虎太郎が悲ひ惨さんな友人から目を逸そらすと、セリスがハイハイをしてベッドの近くへ行く姿が見えた。

　小さな丸印が書かれたブロックを手に取ったセリスは、それを目の高さまで持ち上げてしげしげと眺ながめ、

「これを引いたら何かやらなきゃいけないってことね。でも、具体的に何をやるの？」

「それはこれから決めればいいじゃん。皆でさ」

「皆でって……相談して決めるの？」

「それぞれ罰ばつゲームっぽい内容の指令を書いて、くじ引きみたいにそれを引くって感じにしようと思ってるんだけど、リーダー的にはどう？」

「まあ、いいんじゃない？　自分が引くことも考えれば、そこまで酷ひどい内容にしなくなるでしょうしね」

「そうそう、そんな意図も有りで。そーいうのにはすぐに気付くのに、どうして勉強は出来ないかなぁ？」

「急に現実の過か酷こくさを突き付けるのは止やめてよ!?　わ、わたしだって好きで赤点取ってる訳じゃないんだから……！」

　ふるふると震ふるえ始めた会長に「や、ただの疑問だって」と言いながら謝る空そら……というやり取りを見て、虎こ太た郎ろうは小さくため息を吐つく。本当にあの幼おさな馴な染じみは、気が回る癖くせにデリカシーがない。困ったもんだと思う。

「皆みんなで相談してルールを決める中に混ざっているだなんて、夢にまで見たシチュエーションです……しかもこれからゲームで、多人数プレイを……！」

「ひ、雛ひな姫きさん……？」

「指令の中身は私達で設定を……これなら、あれを……」

　……困った人は空だけじゃなかった。

　どちらかというとこっちの方が深刻にまずい雛姫さんサイドは、目を輝かがやかせながら不ふ穏おんなセリフを吐はきまくっていて、もう普ふ通つうに怖こわい。

　自分以外は女の子で、しかも学校でもトップクラスの美人三人……のはずなのに、一いつ緒しよに遊べてもまるで嬉うれしさが込こみ上げてこない。

　むしろこれからどうなるんだろうと、虎太郎は不安に駆かられ──

　数十分後、それが杞き憂ゆうじゃなかったことを痛感する羽目になった。










　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　話し合いとジャンケンの結果、順番は『セリス[image: →]雛姫[image: →]空[image: →]虎太郎』と決まった。

　そしてジェンガを置いた丸テーブルを全員で囲む形で、右回りで順に進むように座る。

「それじゃあ始めるわよ！　皆、心の準備はいいわね?!」

「はいっ」

「いつでもオッケー」

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　気合いの入ったセリスの言葉にそれぞれ違ちがうテンションで返す。わくわくを抑おさえ切れない雛姫の声が虎太郎の不安を煽あおってくれるけど、今は始まってしまったゲームに集中しないと、と自分に言い聞かせる。

　気分よさげなセリスは綺き麗れいに積まれたジェンガからブロックの一つに狙ねらいを定め、サイドから指で挟はさんで慎しん重ちように抜ぬき取った。

　最初だから危なげなく、かなりあっさり抜けた……ものの。

　ブロックを持ち直したセリスは手の中のそれを見て、「げっ」と小さな声を漏もらした。

「やだもう、いきなり印が入ったの引いちゃったわ……ついてないわね」

「まー、三分の一くらいに印つけたから、一回りする間に誰だれかが引いておかしくない確率だもん。一発で引くこともあるんじゃない？」

「空そらが多く印付けすぎなのよっ。全く……雛ひな、さっさと済ましちゃうから缶を貸して」

　そう言ったセリスが受け取ったのは雛ひな姫きの部屋にあった円筒形のクッキーの缶で、中には折り畳たたまれた紙片が入っている。当然、指令内容が書かれたものだ。

　簡かん潔けつにルールを決めた後、ノートを切り取って作った単語帳サイズの紙に、一人十個のノルマでそれぞれ罰ばつゲームっぽいものを書き込こんだ。

　どうしようか迷ったものの、虎こ太た郎ろうはなるべく簡単ですぐ終わるものにした。自分が引いてもいいように……というよりは、キツめの内容が思い浮うかばなかったのと、自分以外は全員女性だからっていうのが主な理由だ。

　今なら四分の一の確率で自分が書いた緩ゆるい指令を引けるはずだけど……と思いながら動向を見守っていると、赤毛の生徒会長はクッキーの缶から折り畳まれた一枚の紙片を取り上げ、皆みんなの前でそれを広げ、

「えっと、何々……『腕うで立たて伏ふせを五回する』？　随ずい分ぶん簡単ね！」

　見事に虎太郎の指令を引き当てた。この人、良くも悪くも引きが良いらしい。

　ただ、特に反応無しの雛姫はともかく、空はあからさまに不満顔で、

「えー、ぬっるいなー。同じような内容ならあたしの書いた『スクワット百回』の方が盛り上がるのにさー」

「そんなの出来ないわよっ?!　ぜ、絶対に引かない……空の指令だけは絶対に引かないと決めたわ……！」

　おぞましい物を見る目つきで空を見た後で、セリスはキョロキョロと部屋の中を見み渡わたし、

「物が少ない部屋とはいえ、四人いると腕立てするにはちょっとスペースが厳しいわね……雛、ベッドを借りるわよ」

「どうぞ、好きに使って下さい」

「ん、分かったわ。よいしょっ、と」

　掛かけ声と共にベッドに乗った会長は、腕立て伏せをする体勢になり──飛び込んできたその光景に、虎太郎は思わず声を漏もらしてしまいそうになった。

　セリスが着ているのは淡あわく黄色に染まった七分袖そでのロングティーシャツにハーフパンツ、という楽な部屋着なのだけれど……家の中ではぶかっとした大きめサイズを着ることが多くて、今日もそうだ。

　それが腕立て伏せの体勢になることで、首回りがだらんとなって隙すき間まが出来て……しかもどんな神様の悪戯いたずらなのか、虎太郎の位置からだと真っ白い肌はだが覗のぞいてしまっている。

　これはまずい、と思ったものの、ほんのり膨ふくらんだ胸むな元もとが微かすかに見えるだけで、そこまで際どい光景にはなっていない。残念だけど、同じくらいホッとした。だってここで少年向け雑誌なら修整食らいそうな部分まで見えてたら、これからジェンガしている間中、会長を意識しすぎて落ち着かなくなるのは間ま違ちがいない。

　これくらいなら騒さわぎ立てず、ただ単に見て見ぬ振ふりをしていればいいかな、と思い直して、虎こ太た郎ろうは本能を釘くぎ付づけにしようとする魅み惑わくの光景から目を逸そらし──

「それじゃ、やるわよ。いーち、にー……ぃっ」

「……………………ぅわ」

　顔を背そむけようとした矢先に腕うで立たてが始まり、もう目が離はなせなくなってしまった。

　だって緩ゆるいシャツの首回りから、ほんの少し、あともうちょっとで、見えてはいけない部分が見えそうになっている。

　しかも揺ゆれるほどの大きさはないけど、それでも腕立ての動作に合わせて微かすかに形を変えていて……柔やわらかそうだなー、と思ってしまう。もう駄だ目めだ、これは完全に覗のぞきをしている変態と変わりない。

　見ちゃ駄目だ、と分かってはいるのに目は逸らせなくて、おまけにセリスはたった五回の腕立てなのに手間取り、ちょっと苦しげに眉み間けんに皺しわを寄せて、顔を赤くして……なんか妙みような想像力が働いてしまう……！



「……さんっ…………し、ぃ………………くうぅ……！」

「ほらほらリーダー、あと一回だよー。頑がん張ばって、ファイトファイト！」

　激げき励れいの声に応こたえるように、セリスはぷるぷると腕うでを震ふるわせながら、十秒くらいかけて何とか最後の一回を終え、

「ごっ……！　これでクリア、ねっ」

　言い終わるとセリスはすぐに崩くずれ落ち、ペタンとベッドで俯うつぶせになる。

　と同時に、虎こ太た郎ろうに掛かかっていた呪じゆ縛ばくも解けて、微かすかに息を荒あらげている会長から慌あわてて目を逸そらす。危ない、もう少しあの素晴らしい光景を見続けていたら、何か良くないもやもや衝しよう動どうが生まれてしまうところだった……！

　危き機き一いつ髪ぱつな状じよう況きようから抜ぬけ出せたと虎太郎が胸むねを撫なで下ろしていると──不意に、視線を感じてそちらを向く。

　するとにまにま笑って頰ほお杖づえをつき、こちらを見ている幼おさな馴な染じみの姿が。……これは、間ま違ちがいなくバレてる。もう完全に何を見ていたか把は握あくされてしまってる。

　俄にわかに嫌いやな汗が出てくるが、空そらはそれ以上のアクションは起こさない。

　どうやら黙だまっていてくれるらしいけど……これは後で高くつくパターン。前にうっかり階段で先を歩く妹の下着が見えてしまったのを目もく撃げきされた時は、確かカツカレー大盛りにダブルのアイスを奢おごらされる羽目になったはず。またあの時と同じ、もしくはそれ以上のダメージが財布に……！

　虎太郎が搾さく取しゆされる側の気分になってガックリきている間に、セリスが引き抜ぬいていたブロックを上に乗せて、雛ひな姫きの番になっていた。

　普ふ通つうのゲームなら持ち主が有利だけど、流石さすがに孤こ高こうのソロプレイヤー雛姫でもジェンガを繰くり返しやっていた訳ではないみたいで、真しん剣けんな顔つきでゆっくりとブロックを引き……崩くずさずに抜けると、ホッと安あん堵どしたように表情を和やわらげる。

　ブロックに印も入ってなかったので、そっと上に積んで、口元に仄ほのかな笑みを浮うかべた。自じ虐ぎやくモードに入っていないと、本当に一々可愛かわいい。

「んじゃ、次はあたしだね。これにしようかな……っと」

　一方、前の二人と違ってあっさりブロックを引き抜いた空は、

「これも印はないね。ほら、ないっしょ？」

「うん、ないない。見せてこなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「あら、確認は必要よ。本人がないと言い張っているだけで実際には上手うまいこと隠かくしているだけって可能性もありえるもの！　こそっと親指でとか、すぐに乗せようとするとか！」

「……会長の時はちゃんとチェックするようにしますね」

「どうしてそうなるのよっ?!」

　そりゃああんな発言すれば自然とそうしたくなる。今の発想は実際に企たくらんでいた人のものだもの。

　顔を真っ赤にして異議を唱となえるセリスから睨にらまれるけど、気付かない振ふりをして虎太郎はジェンガの前に移動する。

　まだ三つしかブロックが抜ぬかれていないので、どこを抜いてもそう簡単に崩くずれることはないと思う。だから問題は、どのブロックに印があるのかだ。

　間近でよく見てみるけど、ちゃんと表からは分からないように積まれているので、どれがどれだか。書いた空そらにだって分からないはずだから、いくら見たって分かりそうもない。

　やっぱり運試しになるなぁ、と諦あきらめがついたところで、虎こ太た郎ろうは一つのブロックに狙ねらいを付ける。一呼吸おいてから、それを右手の親指と中指で挟はさんでゆっくりと引く。

　意外とあっさりブロックは抜けたので、すぐに印が付いているかどうかを確認すると、

「ありゃ、トラもセーフなの？　おっかしいなー、トラの不運っぷりなら一発でアウトでもおかしくないはずなのに」

「不吉なこと言うの止やめてくれないかな?!　大体、僕ぼくのどこが不運だって──」

「一人暮らし始めてすぐに火事で焼け出された時点で不運なのは確定でしょ？」

「………………」

　これっぽっちも否ひ定てい出来ない言葉が来たので、もう黙だまるしかない。不幸中の幸いって返しも思いついたけど、なんかこう、自分で傷口に塩を塗ぬることになりそうな気がしたので、大人しくヘコんでおく。

　ただ、空以外にももう一人、この結果をあまりよく思っていない人物が。

「もうっ、どうして虎太郎もセーフなのよ！　わたしだけって不公平じゃない！」

「えっ？　や、あの、そんなこと言われても……」

「こうなったら次よ！　次のターンこそわたし以外の全員がアウトな展開が待っているに違ちがいないんだから……！」

　まだ一周しかしていないのにクライマックスみたいなテンションになったセリスは、鼻はな息いき荒あらくジェンガの前に座り込こみ、狙い澄すましてさっとブロックを引き抜き──

「う、噓うそでしょ?!　どうして二回連続で印が付いてるのなのよっ!?」

　……無む駄だに引きの強さを発はつ揮きしていた。そういうこともなくはないだろうけど……うん、凄すごい。この展開は見事すぎる。

　思わず感心してしまうけど、当人は不満を爆ばく発はつさせていてブロックを持った手を勢い良く振ふり回していた。

「も──────！　どうしてなのよっ?!　おかしいでしょ、こんなのっ！」

「確率はほぼ三分の一ですから、普ふ通つうに有り得ることです」

「雛ひなっ、そんな数字だけで世の中は出来てないのよ！　問題はわたしがっ、わたしだけが二回連続でアウトって事態が間違えてるってことなの！」

「流石さすがリーダー、神様に愛されてるねー」

「えっ……ちょっと空、止めてよ。そんな風に褒ほめたって誤ご魔ま化かされないんだからっ」

　そうは言うけど顔は怒いかりから隠かくしきれない喜びに変わっていて、にこにこしながら指令の紙が入ったクッキーの缶に手を突つっ込こむ。

　ノーコメントを貫つらぬいている虎こ太た郎ろうだけど、簡単に操られているセリスの姿に居たたまれないものもある。だって空そらが言っているのは、たぶん幸運の神様とか美の女神様とかじゃなくて、ネタの神様のことだろうし。

　そしてネタの神様に愛されている会長は缶の中をごそごそと漁あさり、ややあってから一枚の紙を取り上げて、

「『恥はずかしいポーズをする』……って、わたしが書いたやつじゃない！　全く、自分でやることになるとは思わなかったわよ……」

「あー、あるある。なんだかんだで自分は大だい丈じよう夫ぶって思っちゃうんだよねー」

「空か雛ひなが引いたら面白いと思ってたのに……いい、やるわよ？　折せつ角かくやるんだから、ちゃんと見てなさいよね？」

　そう言うとセリスは再びベッドに上がり、どうするのかと眺ながめる虎太郎達の前で俯うつぶせになって、這はいつくばる体勢からくいっとお尻しりを持ち上げるようにして膝ひざを曲げ……

「さぁ、どうっ?!」

「…………え、あの、どうって……なんですか、それ？」

　他二人が何も言わないので代表して虎太郎が訊たずねると、セリスは顔だけをこちらに向けて、不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「分からないの？　ほら、女め豹ひようのポーズよ！　グラビアとかでよく見るでしょう？」

「見ます、けど…………えーっと……」

「リーダーリーダー、トラが言いたいのはそういうんじゃなくって、どうしてそんなポーズ取ってるのって意味だよ」

「えっ？　だって『恥ずかしいポーズ』って指令の紙を引いたの、見たでしょ？」

　キョトンとして疑問を返してくる会長に、雛ひな姫きの冷静な言葉が投げられる。

「普ふ通つうは『恥ずかしいポーズ』というと、笑われてしまうタイプのものを連想しますから。ちなみに私は、ラジオ体操第二のがに股またみたいなポーズを取るのかと思ってました」

「じゃあ……じゃあわたしは、急にセクシーアピールし始めた、盛ったメス猫ねこみたいに思われたってこと?!　ち、違ちがうわよっ、これは単なる認識の違いで……！」

　誰だれもそこまで思ってなかっただろうけど、盛大にやらかした感があったのは間違いない。

　実際、空なんかは楽しげに笑っていて、

「あたし達の想像とは違ったけど、結果的に恥ずかしい感じになったからオッケーだって」

「そうですね。確かに、これは恥ずかしいです」

「……会長、強く生きてください」

「ああもうっ、慰なぐさめないでよ！　優しくされたら泣ないちゃうじゃない！」

　言いながら、もう既すでにちょっと涙なみだ目めになっていた。

　精神的ダメージを受けたセリスはブンブンと腕うでを振ふり回し、八つ当たりみたいな大声で、

「やることはやったし、次に行くわよ、次にっ！　今度こそわたし以外の誰だれかが不幸を引き当ててしまえばいいわっ！」

　生徒会長とは思えない発言だけど、とても彼女らしいセリフだった。

　ともあれ、要望通りゲームを進行することになり、

「……はい、私は大だい丈じよう夫ぶでした」

「ん、取れた取れた。でもって、またノーマーク！」

「僕ぼくは……っと、良かった。セーフだね」

「ええいっ、運の良い子達ね！　でも次こそは……って、どうしてわたしのにはまた印が付いてるのよぉ?!」

　──見事なまでにネタの神様に愛されていることを証明する会長に、虎こ太た郎ろうはある種の尊そん敬けいを覚えてしまった。




　よもやの三連続アウトという快挙を成し遂とげたセリスが、指令を終えて虚うつろな目でブロックを置いた後。

　雛ひな姫き、空そらと二人が連続セーフとなって順番が回ってきた虎太郎は、そろそろ揺ゆれが気になりだしたので慎しん重ちように、ゆっくりとブロックを押おし抜ぬいた。

　あまりぐらつくことなく抜けたので、まだもう一周か二周はすることになりそうだな……なんて思いながらブロックを拾ひろい上げ、

「あっちゃ……アウトのやつだ」

「っ、ついに?!　虎太郎もこっち側の住人になったってことね！」

　物もの凄すごく嬉うれしそうなセリスがクッキーの缶を両手に持って差し出してきた。ちなみにそんな会長の頭には、猫ねこ耳みみという素す敵てきアイテムが装着されている。

　さっきの指令で『猫耳装備』を引き、「そんなもの無いからこれは出来ないわね！」と得意満面だったセリスが、空が自分の部屋から猫耳のヘアバンドを持ってきた時の表情変化はしばらく忘れられないと思う。あの落差はとんでもなかった。

　そんな出来事はもうなかったことみたいに期待に満ちたセリスの声に急せかされ、虎太郎は缶の中に手を突つっ込こんで、指先で適当な紙片を探す。

　自分の書いたものなら大たい抵ていは緩ゆるい内容だけど、それがどれかなんて分かるはずもないので、適当に取るしかない。そんなに勘かんも良くないし、迷ったって仕方ないし。

　これかな、と人差し指に触ふれていたやつを摘つまみ上げて、広げてみた。

　肝心の、単語帳サイズの紙に書かれていた内容はというと、

「ええっと……『昔の写真を見せる』？」

「っし、わたしのだわ！　完全に流れはきてるわね！」

「何の流れなのか全然分からないですけど……でもこれ、無理ですよ」

「あら、どうして？　人様に見せられないような恥はずかしい写真しか無いってこと？」

「じゃなくて、持っていた写真やアルバムは火事で燃えちゃいましたから。海外にいる家族の所には残ってますけど……」

　当然、今すぐは手に入らない。送って貰もらうにしても数日はかかる。

　だからこの指令は物理的に無理──な、はずだったのに。

「トラの昔の写真？　ちょっと待ってて！」

　そう言って、軽やかな動きで部屋を出て行く人物が。

　虎こ太た郎ろうを含ふくめて誰だれも止める間もなく行ってしまった空そらは、さっき猫ねこ耳みみのアクセサリーを持って来た時同様、一分足らずで戻もどって来た。

　そしてその手に持っていたものを両手に持って掲かかげ、

「じゃーん、マイアルバム！」

「空のアルバムを持って来てどうするのよっ。わたし達が求めているのは──」

「だからトラの小さい時の写真もあるんだって。これは小学生の時のだったかな？」

「……あ、そういえば幼おさな馴な染じみだったわね。でかしたわ！」

　褒ほめ称たたえる声が聞こえてきたけど、虎太郎はちっとも喜べない。あの幼馴染みさん、本当に余計なことをしてくれるよ。しかもどんな写真が載のってるか分からないってところが最悪だ。

　ハラハラしながら虎太郎は見み易やすいようにと床ゆかに置かれたアルバムを囲み、どうか変な写真が混じっていませんようにと祈いのり……その最中、隣となりからやけに強い気配を感じて、何だろうと不思議に思って右を向く。

　するとそこには真しん剣けんな眼まな差ざしでアルバムを見つめる雛ひな姫きの姿があって、

「……虎太郎くんの、子供の頃ころの……まさかこんな形で……」

　何やらぶつぶつ呟つぶやいていて、傍はたから見ると結構怖こわい。これはもしかすると、あれかも。前に『友達と互たがいのアルバムを見せ合う』みたいなイベントをやりたいって言ってたから、意外なところで半分叶かなうことになったのが複雑な心境なのかもだ。

「こういうのって何だかドキドキするわねぇ。空っ、早く見せなさいよ」

「オッケー。でもそこまで枚数はないはずだから……どの辺にあるかなー」

　ペラペラとアルバムを捲めくりながら空は貼はられた写真を確認していく。かなり速いので虎太郎はどの写真かちゃんと確認出来ないけど、たぶん十歳前後の頃のアルバムだと思う。

　空のアルバムにある写真となると、学校の行事か一いつ緒しよに遊びに行った時の写真だろうけど、その頃に何か変な写真を撮られたことはあったかどうか真剣に考えていると、

「あはっ、何よこれ！　虎太郎ってば情けない姿を晒さらしてるわねぇ」

「どっ、どれですか?!　まさか山でやらかした時の写真とか……！」

「違ちがうよ、トラ。ほらあれ、皆みんなで盆ぼん踊おどりに行った時の」

　慌あわてて確認した写真は、空そらの言う通り盆踊りの一場面だった。確か初めて浴衣ゆかたを着て、空達と一いつ緒しよに近所の神社に行った時のもののはず。

　で、肝かん心じんの内容はというと、

「……どうして虎こ太た郎ろうくんは、こんなに大だい胆たんに浴衣をはだけているんですか？」

「んー、確か悪代官ごっこをやりたくなって、帯を引っ張ったからだったかな。ほら、あの『あーれー』ってヤツ！」

「……いくら悪代官でも外でそんなことやらなかったと思うけどね……」

　アルバムの中で、子供の頃ころの自分は帯を取られて半はん泣なきで崩くずれ落ちていた。しかもこの後、空が『よいではないかー』って言いながらジャイアントスイングをやろうとして、流石さすがに写真を撮とっていた親連中が止めてくれたはず。もっと早く止めろと言いたい。

　当時のことを思い出して虎太郎が地味に落ち込こんでいる間も、他の三人のアルバム観賞は続いていて、

「あら、川で水遊びっていいわね。でも虎太郎の隣となりにいる女の子は誰だれなの？」

「それはトラの妹のあかりんだよ。可愛かわいいっしょ？」

「……どうして兄はどこにでもいそうな顔なのに、妹は美少女なのかしらねぇ。このレベルって業界でもそうはいないわよ」

「それよりも、どうして虎太郎くんはスイカを頭に被かぶってるんですか？」

「スイカ割りしたんだけどさー。食べ終えた後で『帽子みたい』って、トラがなんか気に入っちゃって」

「……帰りの車の中がスイカ臭くさくなって、大変だったよね……」

　何が大変って、疲つかれと車酔よいに合わさってのスイカの匂においに、妹が吐はいてしまったから。申し訳なくて、家に帰ってからも謝りっぱなしだった覚えがある。

　他にも遊園地に行った時の写真や、空が助っ人参戦した少年野球に一緒に駆かり出されている写真やら、色々と出て来た。こうして改めて見ると、本当によく一緒に遊んでいたんだと実感して、ちょっと感かん慨がい深い。

　しばし過去の思い出に浸ひたっていた虎太郎だが、不意に隣となりで見ている雛ひな姫きの表情に気付いてしまい、そちらに気を取られる。

　教室では見たことがないような真しん剣けんな表情をしていた雛姫は、今は物もの凄すごく羨うらやましそうな目をしていた。前にプリクラを一緒に撮った時の感激ぶりからすると、たぶん友達との思い出写真がたくさんあるのが羨ましいんだと思う。だってギリギリと歯は軋ぎしりしててもおかしくない迫はく力りよくあるし。

　妬ねたみでうっかり呪じゆ殺さつでもしかねない雰ふん囲い気きの雛姫から目を逸そらすと、楽しげなセリスの声が聞こえてきた。

「これは運動会ね。こっちは……何かの発表会？」

「あー、それはウミと出たヤツかな。ピアノの発表会だよ」

「空そらってばピアノやってたの？　随ずい分ぶんと意外ね」

「ウミがやってて楽しそうだったから、ちょっとだけね。姉妹で出たのはそれだけだよ」

「ふぅん……って、え？　じゃあ、もしかしてこの子は蒼海うみなの？」

　驚おどろきながら会長が指差した写真には、市民ホールを前に珍めずらしくワンピースを着ている小さな空がいて、その隣となりに──

「見れば分かるじゃん。ウミだよ、ウミ」

「…………随分と、印象が違ちがうわね」

「…………本当ですね」

　目を丸くしているのはセリスだけでなく、写真を覗のぞき込こんだ雛ひな姫きも驚きを隠かくせない様子で、さっきまでの負の雰ふん囲い気きが綺き麗れいさっぱり抜ぬけ落ちている。

　そこまで驚くことかなぁ、と昔から知っている虎こ太た郎ろうは思ってしまったが、改めて現在の蒼海と写真の中の小学生時代の蒼海を比べると……まあ確かに、多少の変化はあるけど。

　皆みんなが見ている写真の蒼海は、動物園のお土産で虎太郎がプレゼントした小さな莵うさぎのぬいぐるみを括くくり付けた小さなバッグを持って、姉と違って発表会らしいフリルのたくさん付いた可愛かわいい服を着ていて、

「この頃ころのウミは丸っこくて可愛かったなー。今は今ですっごく可愛いけど、ほっぺたとかぷにぷにしてて抱き心地も良くってさー」

　──全体的にふっくらしていて、背は隣の空より小さいけど、倍は体重がありそうな感じだった。

　緊きん張ちようしきった様子も含ふくめて可愛いなー、と思いはするものの、虎太郎はちゃんと節度を持って空に忠告する。

「だいぶ前にも言ったと思うけど、それ本人に言ったら怒おこられるからね？　結構気にしてたんだからさ」

「ええー。可愛いのになぁ」

「駄だ目めだよ。禁句だからね」

　ぶつぶつと文句を言うけど、これは言われる側の問題なので言い訳も譲じよう歩ほも受け付けない。この場で聞いている雛姫とセリスが『あ、別に大だい丈じよう夫ぶなんだ』と思ってしまったら大変だし。普ふ通つうならまずないことだが……この二人、どこか抜ぬけてるから。万が一ってことが有り得るかもしれないので。

「大体、指令の内容は僕ぼくの写真を見せるってことだったはずだよ。もう何枚も見せたし、十分だよね」

「ん……まあ、そうね。正直、虎太郎の昔の写真なんて、そこまで興きよう味みが無いもの。というか、インパクトがなさ過ぎてもうどんなだったか覚えてないし」

「リーダーってば素直すぎ。確かにトラの子供の頃ころって今以上にどこにでもいそうな感じで印象に残りづらいけどさー」

「……あのね、事実なら何を言っても許されるって訳じゃないこと、二人共知っておいた方がいいよ？」

　今いま更さらなので傷つきはしないけど、だからといってノーダメージって訳でもないので、虎こ太た郎ろうは一言釘くぎを刺さしておく。思いっきり糠ぬかに釘な結果になるんだろうけど。

　……と、何故なぜかそこに雛ひな姫きがそっと顔を寄せて来て、

「……あの、私はちゃんと興きよう味み深く見てましたからっ」

「えっ……あ、うん、ありがとう……？」

　物もの凄すごく対応に困る言葉をこそこそ呟つぶやいてくれた。励はげましてくれているのかもしれないけど、それはそれでなんかちょっと怖こわいものを感じさせてくれるセリフなので、素直に喜べない。そろそろ百合ゆり姫ひめさんに言葉の重みをどうにかする術すべを覚えて貰もらいたいです。

　ともあれ──さっさと次に進ませようと、虎太郎はブロックをそっとジェンガの一番上に置いて、次の番になるセリスを促うながす。

「これで会長の番ですよ。ほら、終わったら勉強に戻もどらないといけないんですから、テンポ良く進めていかないと」

「うっ……現実に引き戻す嫌いやなことを言うわね……！」

　予想以上の効果があったようで、苦い顔をしてからセリスはジェンガをじっくり見つめ始めた。というかこの人、自分から勉強教えてって言ってきたはずなのに、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろーか……？

　不安な眼まな差ざしで虎太郎が見ている中、セリスは『そこちょっと厳しいんじゃないか？』と思ってしまう場所のブロックに狙ねらいを定め、慎しん重ちように人差し指だけで押おして、上手うまい具合にブロックを落とした。

　そして肝かん心じんの印が付いているかどうかを確認し、パッと花咲くような笑顔になる。

「やったわ、セーフよ！　苦難の時代は終わったのよ！」

「むしろリーダーは引きすぎなんだけど。それに四連続アウトの方が面白かったのに」

「あなた達は面白いかもしれないけどわたしはちっとも面白くないわよ?!　まあいいわ、気分が良いから許してあげる！　さあっ、次は雛よ、雛がアウトになる番なんだからっ」

　期待に満ちた表情で親しん戚せきとは思えない発言をする会長だけど、雛姫はそれを全く気にした様子もなくジェンガの前に移動する。

　そして何度か角度を変えて観察した後、ゆっくりと下の方のブロックを抜ぬき取り……手の中に落ちたそれを見て、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……残念ですが、印があります」

「やたっ！　わたしの祈いのりが届いたのね！」

「会長、そんな全力で喜ばなくても……はい、雛ひな姫きさん。指令の紙を引いてね」

　大人おとな気げないなぁ、と思いながら虎こ太た郎ろうがクッキーの缶を差し出すと、雛姫は真しん剣けんな眼まな差ざしで缶の中を見ながら恐おそる恐る手を入れた。

　この手の罰ばつゲームっぽいことをやるのは初めてみたいだから緊きん張ちようした面持ちで、初めにセリスが選んだ時よりたっぷり倍は時間を掛かけて、指令の書かれた紙を引く。

　細い指で折り畳たたまれた紙片を開けるのを、虎太郎は何とはなしに覗のぞき込こみ……そこに書かれている内容を目もく撃げきしてしまい、思わず目を瞬しばたたかせた。

「……え。なに、これ？」

「どうしたの、虎太郎？　いやらしい指令だったの？」

「いや最初にその発想がくるってことがまず無いですけど……そうじゃなくて、変な内容で」

　まじまじと見るけど、やっぱり読み間ま違ちがいじゃない。でも、どうしてこんな指令が混ざっているのか、いまいち意味が分からない。

　だって、指令の内容が、

「『全員が好きだと告白された経験の有無と、直近の時期を話す』、って……」

「えっ？　告白って……しかも全員なの?!　巻き添ぞえ!?」

「そうっぽいね。にしても、全員かー。その発想は無かったなー」

「ちょっと空、何を感心してるの!?　もうっ、誰だれよこんなの入れたの！」

　予想外の展開に怒おこる会長だけど、視線は明らかに虎太郎に向けられていて、ちょっと待てと言いたくなる。この流れなら誰が書いたかは丸分かりなはずなのに、どうして疑いをこっちに持って来るのか。

　ただ、虎太郎としてもどうしてこんなことになったのかは分からないので、最有力容疑者の顔色をちらりと窺うかがうと……澄すました表情をしているけど、少しだけ頰ほおが紅こう潮ちようしていて、何だか恥はずかしがっているみたいな感じだった。

　それを見て、虎太郎は『もしかして』と思う。この手のゲームに参加すること自体初めてだから、どういう感じで指令を書いていいのか分からずに『全員』なんて余計なものを混ぜてしまったのかも。で、ここまでの流れで自分の間違いに気付いて、恥ずかしくなっているのかもしれない。

　そもそも内容自体がアレなのは、もう今いま更さらなのでそこまで気にならない。だって雛姫だし。僅わずか一ヶ月に満たない友達生活の中で、かなり知識の偏かたよりがあるってことは十分過ぎるくらいに分かってるので。

　ただ……理解はしていても、もう少し違うものにしてくれれば有り難がたかったのになぁ、という思いは捨てきれない。

　なのでほんの少し、スイカにかける塩くらいの量の恨うらみを込めて事態の張本人を見続けていると、視線に気付いたのか雛ひな姫きはやや慌あわてた様子で口を開き、

「そ、それでは仕方ありませんので、引いた私から言っていきますねっ」

「えっ……雛ひな、本気？　本気でやるの？　わたし達もっ?!」

「だって引いてしまったんですから、やむを得ません。泣なく泣くです。嫌いや々いやです」

　……あんまり嫌そうな感じがしないのは、果たしてこちらの気のせいなのかどうなのか。

　ともあれ、焦あせった様子だった雛姫は一度小さく息を吐はき、たったそれだけで完全に気持ちの切り替かえが出来たのか普ふ段だん通りの真ま面じ目めでクールな顔つきになり、

「相手等の詳しよう細さいは伏ふせますが、一番最近のものというと……そうですね、ゴールデンウィーク前でしょうか」

「あら、ちょっと前のことじゃない。で、返事はどうしたの？」

「申し訳ないですが、お断りさせて頂いただきました。今は、その……よく知らない人と付き合う気にはなれないので」

「ふぅん。まあ、雛は美人だしモテるものね。その気になったらすぐに大たい抵ていの男と付き合えるでしょうし」

　問題はその『その気になる』ってハードルが物もの凄すごく高いことで、ある程度の事情を知っている身としては簡単に口を挟はさめない。

　おまけに……雛姫から最近告白されたって事実を聞いて、もやっとした気分になってしまったので、余計に会話に入っていける状態じゃなかった。こういうのは、たぶんあんまり良くない。友達に対しても嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくが生まれることがあるって知ってはいるけど、だとしても良くない傾けい向こうだ。

　彼女と友達付き合いしていくならその辺りの感情は出来るだけ抱かないよう、意識しすぎないよう、注意しないと。

　そうやって密ひそかに気を引き締しめる虎こ太た郎ろうだったが、

「告白っていうと、『好きです』とか『付き合ってください』ってあれでしょ？　だとしたら、あたしは三日前かなー」

　……聞こえてきた幼おさな馴な染じみの声に、すぐに心を搔かき乱されることになった。

　えっ、と思ったのは虎太郎だけではなかったみたいで、特にセリスは勢い良くその場で立ち上がり、

「雛だけならともかく、空そらまでっ?!　ど、どういうことよ、誰だれの仕し業わざよ!?」

「えー。あたし、割とよく告られるけど？」

「噓うそっ、そんなの噓だわ！　そりゃあ確かに顔はいいしスタイルは憎にくらしいほどだけど、付き合いたいってタイプじゃないはずだもの！」

　大声でとんでもないバッシングをするけど、大体同意ではあるので、虎太郎はここでも黙だんまりモードのまま。

　驚おどろいてしまったのは、三日前という時期が凄すごく最近だったから、ってだけだ。告白されたこと自体にはそこまで驚いていない。去年も、それから中学生の時も合わせると、空そらが告白されたって話を聞いたのは両手足の指の数じゃ足りないくらいだから。

　むしろ気になるのはセリスの反応だ。あの動どう揺ようっぷりは、ちょっとおかしい。

　これはひょっとして……と思った虎こ太た郎ろうは、好こう奇き心しんに負けて恐おそる恐る訊たずねる。

「あの、会長。気を悪くしないで聞いて貰もらいたいんですけど……」

「な、何よ？　まさかあなたまで告白自じ慢まんを始めるつもりじゃ……!?」

「や、違ちがいますけど……もしかして会長、告白されたことないんですか？」

　そんなはずはないよね、と胸むねの内で否ひ定ていしながらの質問に、何故なぜか虎太郎は既き視し感を覚える。この展開、前にどこかでやったような……と、小首を傾かしげそうになったところで、ハッと思い出す。

　これは生徒会室で、雛ひな姫きと友達になる切っ掛かけになった会話をしていた時と同じだ。

　となると、普ふ通つうに考えればまず有り得ないはずだけど、この後の展開は──

「あの、あれよっ、『好きです』って手紙を貰ったのならセーフでしょ?!　それなら先月末に事務所に行った時に貰ったもの！」

「リーダー、それファンレターじゃん」

「別にいいじゃない、ファンに告白されたって！」

「いいけどさー、それって『付き合ってください』って書いてあった？　単純に応おう援えんしてます的な雰ふん囲い気きならノーカンだよ」

「ううっ…………だって、芸能人ってハードル高いんだから、告白してくる勇気のある人なんて殆ほとんどいないわよ……だからっ、わたしが悪いわけじゃないのよ！」

　キッ、と顔を上げて強い眼まな差ざしで断言する会長に、虎太郎は何とも言えない。たぶんそれだけじゃない様々な要因があるように思えるけど、それを口にしてしまうと戦争になりかねないので、ここは黙だまっておくのが賢けん明めいだ。

　ただ、セリスの方には触ふれないでおく代わりに、空にはちゃんと突つっ込こんでおくことにする。会長の精神的ダメージを軽くする意味でも。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、会長。空がされた告白って、たぶん女の子からですから」

「えっ……ええぇっ?!　ほ、本当？　そんなことってあるの？」

「意外と多いよ？　あたし、そっちの趣しゆ味みは無いからごめんねって断るけど」

「じゃ、じゃあその、こないだされたっていうのも?!」

「うん、下級生の女の子から」

「何よそれ！　じゃあそれもノーカンだわ！」

「えー、だってあたしさえオッケーしたら付き合うことになってたんだよ？　なら普通に告白って言えるじゃん」

　どこも普ふ通つうではないけど、虎こ太た郎ろうがそこを突つっ込こむ前に、空そらは面めん倒どう臭くさそうに続ける。

「男からってなると、思い出すのが面倒なんだよねー。高校に入ってからもあったけど……あれっていつだったっけかなー。確か夏休みに入る前くらいだったと……あれ？　冬休み前にもあったっけ？」

「どうして忘れるんだよ……あったよ、少なくとも冬休みの前のは。僕ぼくのクラスのヤツだったから、間ま違ちがいないよ」

　直接空から聞いた訳じゃないけど、さっぱりしたスポーツマンで、振ふられてしまったことを隠かくさず『駄だ目めだったわー』と残念そうに言っていたので覚えている。

「空はどちらかというと女の子にモテるけど、男にも少なからずモテるからね。話し易やすいし、すぐ友達になるし」

「だからかなー、『試しに付き合ってみてくれ』って簡単に言われるの。好こう奇き心しん旺おう盛せいなあたしでも、流石さすがに試しで付き合うってチャレンジ精神は無いんだけど」

「そこは知らないよ……とにかく、会長。残念ですけど、そういうことなんで……」

　傷を軽く済ませてあげるつもりで言ったのに、結果としてダメージを再認識させることになってしまい、申し訳なく思いながら虎太郎がちらりと顔を見ると……案の定というか、絶望と屈くつ辱じよくがいい具合にブレンドされた表情になっていた。

　しかも不思議なことに矛ほこ先さきは空じゃなくてこちらに向いていて、

「わたしのことはもういいわよっ！　虎太郎、あなたはどうなの?!　まさかあなたまで裏切り者の一員なんじゃないでしょうねっ!?」

「裏切り者って……まあ、大体想像はつくでしょうけど、僕は会長と一いつ緒しよで告白されたことなんてないですよ」

「やった！　それは本と──」

「本当ですかっ？　虎太郎くん、誤ご魔ま化かしとか優しい噓うそとか、そういうのは無しでいいんですよっ?!」

　何故なぜだか知らないけど、会長以上に強い語気で雛ひな姫きから確認が飛んで来た。

　正座したまま身を乗り出している雛姫がどうしてこんなにテンションを上げているのか分からないものの、虎太郎は小さく首を横に振ふって、

「そういうんじゃないよ。普通にないだけだから」

「……隠し立てをすると、後々不利になりますよ？」

「え、何の裁判なの、これ……？」

　ここまで疑われるのはどういうことなのか。ひょっとして雛姫には自分がモテるように見えて──いやそれは無いだろうから、可能性から除じよ外がい。悲しいけど現実とは向き合わないと。

　しかもその悲しい現実を後あと押おしする発言が、幼おさな馴な染じみの口から楽しげに聞こえてきた。

「トラはお年寄りと子供にはそこそこ受けがいいけど、あんまり同年代には好かれないタイプだもんねー。影かげ薄うすいし。いるのかいないのかよく分かんないし」

「………………」

　反論したいけど何一つ否ひ定てい出来る要素がなくて、虎こ太た郎ろうは無言のままがっくり項うな垂だれる。

　……と、その拍ひよう子しに、視界の隅すみで雛ひな姫きが真しん剣けんな表情で俯うつむいているのが見えた。

「無しですか…………情報が正しければ、つまり……安心してもいいということに……」

　ぶつぶつと呟つぶやいている内容は意味不明で、ちょっと怖こわい。ヤのつく職業の人だって迂う闊かつには声を掛かけられないんじゃないかって雰ふん囲い気きがある。

　ただしここには、そんな状態の雛姫にあっさりと話しかける勇者がいた。

「リーダーとトラは答えようがないし、これで全員だよね。ヒナっち、もう十分っしょ？」

「………………ええ……そうですね」

　空気を読もうとしない空そらの問いかけに、いくらかの間を開けて雛姫が頷うなずいた。まだ何やら蟠わだかまりは残っている感じだけど、突つっ込こんで訊きくのは憚はばかられるし、この手の話題が早く終わってくれるのは虎太郎にとっても有り難がたい。

　ホッとしつつ、次に進むのを待とう──と、思っていたが。

　雛姫がブロックを持ち直したところで、予想外の声が待ったを掛けてきた。

「ちょっと待ちなさい！　どうして虎太郎とわたしが同じ扱あつかいなの!?」

「えっ？　だってリーダー、告白されたことないんじゃん？」

「だからっ、ファンレターは貰もらってるの！　それこそ百や二百じゃきかないわよ！　なのに虎太郎と同じ……?!」

　言いながらセリスはわなわなと震ふるえ、ギラッと虎太郎を睨にらみつけてくる。

「雛や空に負けてるっていうのも納得いかないけど、虎太郎と同格っていうのはもっと納得いかないわよ！　玖く臥がセレスティアの名が廃すたるわ！」

「でも会長、それを言ったら留年しちゃった時点で……」

「あああっ、言ったわね!?　絶対に出したらいけないカードを出してきたわね!?　つまりわたしに喧けん嘩かを売ってるってことね……?!」

「えええっ!?　ぜ、全然違ちがいますけど！　そんなつもりはこれっぽっちも──」

「もう遅おそいわ！　コップに入れた水は飲んじゃったらお終しまいなのよ！」

　覆ふく水すい盆ぼんに返らずみたいな意味らしいことを言うと、セリスはバンッと強くテーブルを叩たたいて立ち上がる。

　その目には闘とう争そう心しんが溢あふれていて、今すぐにでも飛びかかって来そうに見えた……けど、それよりも先に。

　会長が叩いた振しん動どうがテーブルを伝い、ジェンガがぐらっと大きく揺ゆれて──ガシャラッ、と音を立てて崩くずれた。

「……………………ぁ」

「あーあ」

「……崩くずれましたね」

「まあ、あれだけ強く叩たたいたらね……」

　崩ほう壊かいしたブロックの山を見た後で、虎こ太た郎ろう達はこの結果を招まねいた張本人に視線を送る。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたセリスは自分に注目が集まっているのに気付いたのか、両腕うでを忙せわしなくばたつかせて、

「こ、これはあれね！　雛ひなの番で崩れたから、雛の負けってことよね?!」

「そんな訳ないじゃん。普ふ通つうにリーダーの負けだって」

「くぅっ……わ、わざとじゃないのに……！」

　悔くやしげに歯を剝むき出しにして、セリスはテーブルを叩たたいてしまった自分の手を、悪の権化でも見るみたいに睨にらみつける。

　そこに、ぽつりと雛ひな姫きの声が落ちた。

「セリスさんの負けということは、これで終了ですか？」

「駄だ目めよ、こんな終わり方だなんて不完全燃焼すぎるわ！　次よ次、もう一度やるわよっ」

「別にいいけど、負けたんだから罰ばつゲームしようよ。決めてなかったけど、何にしよっかなー。やっぱリーダーはコスプレ系にしとく？」

「変なキャラ付けしようとするの、止やめてよっ?!　罰ゲームは決めてなかったんだから、今回は無しでいいじゃない！」

「……そうですね。後決めでは不公平ですから」

「じゃ、それでいーよ。次からは負けたら罰ゲームってことで、指令の紙を三回引くことにしない？　折せつ角かく書いたんだしさー」

「──ちょっと待って！　これ、まだやるのっ？」

　わいわいと会話を進める女性陣じんに対し、一人蚊帳かやの外状態だった虎太郎は、慌あわててその輪に入って行く。

「明日から試験だよ?!　勉強しないといけないのに……！」

「ん、あたしは別にいいよ。どうせ勉強なんてしないし」

「……私も、準備は出来ていますから。セリスさんがどうしてもというのなら、構いません」

「絶対にやるわ！　負けっ放しで終われるはずがないもの！」

「会長が一番勉強しないとまずいんですよっ?!」

「大だい丈じよう夫ぶ、勝ってスッキリしてからでも遅おそくないわよ。むしろこのままだと全く勉強に集中出来ないから、急がば回れというやつよ……！」

　その諺ことわざ、絶対に使い道を間ま違ちがってると思う。勉強って大事なんだな、と強く感じさせてくれる、素晴らしい反面教師っぷりだ。

　でも虎太郎としては、そこに感心していられない。確かに一回やるくらいなら大して時間は掛かからないはずだ。けど、この妙みような盛り上がりを見ていると、次だけで終わるだなんてとても思えない……！

　空そらは元々遊ぶ気で来たし、セリスも遊ぶのは好きな上に負けず嫌ぎらいでヒートアップしてるし、本来なら止める役割の肝かん心じんの雛ひな姫きも複数人での遊びという殆ほとんど経験していない憧あこがれの状じよう況きように吞のまれてるし。

　最も早はやまともに勉強をする気なのは虎こ太た郎ろうだけしかいないという、完全に孤こ立りつ無む援えん状態だった。しかも女三人男一人で、意見もバッチリ封ふう殺さつされるフォーメーション。この状況で『なら僕ぼくは勉強があるので抜ぬけます』と言って押おし通せるだけの胆たん力りよくも無い。

「さあ、次のゲームに入るわよっ。もう負けないし、アウトブロックも引かないわ！」

「あ、始める前に指令の紙を足さない？　ちょっと面白いの考えたんだー」

「いいかもしれません。次はどんな内容で、探さぐりを……」

　……結果、やる気満々の三人にこれ以上の抵てい抗こうも出来ず。

　反対の言葉を言う代わり、虎太郎は深々とため息を吐ついた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「ええと……その、何と言いますか…………すみませんでした！」

「……や、もういいよ。こうなるんじゃないかなー、って途と中ちゆうで思ったから」

　項うなじが見えるくらいに深々と頭を下げて謝る雛姫にそう言って、虎太郎は苦笑を浮うかべた。

　当たらなくていい予想ほど当たるのはなんでだろう……と、ちっとも嬉うれしくない不思議現象が起きてしまい、もう色々と諦あきらめた後だ。

　ジェンガが二回戦に突とつ入にゆうし、順当にセリスが崩くずしてしまい泣なきの一回が入った辺りで、『あ、やっぱり』と思ったので、この結果はある程度見えていた。

　……ただ、よもや七回戦までやる羽目になるとは思ってなかったけど。最終的に虎太郎が負けたことで、六連敗していたセリスもようやく満足してくれた。こんなことになるなら早く負けておけば良かったが、わざと崩すっていうのは意外に難しいし、真しん剣けんにやっている他の三人を見てしまうと手を抜くのも憚はばかられた。

　その代だい償しようとしてゲーム終了時には夜の十一時を回ってしまい、空はさっさと『んじゃ、あたしもう眠ねむいから。おやすみー』と言って自室に帰り、会長は負けまくった罰ばつゲームとしてジェンガと途中で持ち込こまれたお菓か子し等の片付け中。

　なので虎太郎は雛姫と一いつ緒しよに廊ろう下かで、迷めい惑わくにならないよう小声で会話をしていた。

　顔を上げたものの雛姫はしゅんとしてしまい、

「元はといえば虎太郎くんにはさほど必要もないのに、私が勉強を教えたいと言ったのが発ほつ端たんなのに、こんなことを……つい調子に乗ってしまって……」

「や、だからもういいって。強く止めなかった僕ぼくも悪いし」

「ですが私の余計な一言のせいで、虎こ太た郎ろうくんにも猫ねこ耳みみを着けて貰もらう羽目になりましたし……あんなに嫌いやがっていたのに……」

「あれは……まあでも、ゲームのノリでやったことだしさ」

「……それに、空気の読めない変な指令を引かせてしまったことも……」

「うん、そこは真ま面じ目めに反省しようね？　改かい善ぜんしないと皆みんなで遊ぶ機会があっても、僕が強制ストップかけるから」

　孫に激げき甘あまなお爺じいちゃんくらいの寛かん容ような気持ちで許していたけど、そこだけは流せないので虎太郎はガチで説教する。

　雛ひな姫きの書いた指令は奇き跡せき的な確率で殆ほとんど引かれなかったものの、内容が酷ひどすぎて必ず『これを書いたのは誰だれだ』という空気になった。

　そもそも何をどう考えれば友達同士の緩ゆるいゲームで『一人を指名して胸むねを触さわる』とか『代表して誰かが耳に息を吹きかける』とか『その場で服を一枚脱ぬぐ（靴くつ下した以外）』みたいな指令を入れようって発想になるのか。噂うわさに聞く、王様ゲームでひたすらエロい命令を出す厄やつ介かいな人が混ざっているみたいだった。

　しかも空そらはともかく、セリスは完全に虎太郎が仕し込こんだものだと思い込んでたし。違ちがうと声を大にしたけど、たぶんあれはあんまり信じて貰もらえてないはず。

　……というか、うっかり引き当てなくて本当に良かったと思う。もし自分が引いて実行することになったら、一時の喜びの為ために物もの凄すごい犠ぎ牲せいを払はらう羽目になっていたはずだから。

　こちらが本気で苦情を訴うつたえていると悟さとってくれたようで、雛姫は肩かたを窄すぼめて俯うつむき、

「……後から、ちょっと変だなとは思ったんです。私が書いたやつだけ、少しノリが違うような気がすると……」

「出来れば最初の段階で気付いて欲しかったよ……」

「あの……やはりこの場合、お仕置きされてしまうんですか？　縛しばられたり盛られたり」

「いやしないよ!?　しかも縛るのも大たい概がいだけど、盛るって何?!　何を盛るっていうの?!」

「それは…………恥はずかしくて説明出来ません……！」

　赤面してそんなことを言うけど、そもそもの発想がおかしいから。

　やっぱりこの人、駄だ目めだ。リハビリも矯きよう正せいもそう簡単にはいかないに違いない。

　諦あきらめの気持ちでしばし雛姫を見つめた虎太郎は、くしゃっと軽く頭を搔かいて、

「……とにかく！　次はもっと上手うまくやれるように、試験が終わった後にでも話をしないと駄目かな」

「え……次のチャンスを貰えるんですかっ？　呆あきれて二度と勉強も遊びも付き合って貰えなくなるんじゃ……」

　相変わらず雛姫は考え方が大おお袈げ裟さで、虎太郎はさっきとは違う意味で苦笑してしまう。だからこそ放ほうっておけない、っていうのもあるんだけど。

「時間がある時ならいつだって付き合うって。たぶん僕ぼくだけじゃなくて、空そらやセリスさんだって同じだと思うよ」

「ほ、本当にですか？　期待させておいてやっぱり駄だ目めだと、落ち込こみ方が半はん端ぱ無いことになりますよ？」

「そんなこと言われると断定しづらいよ?!　や、でも、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫なはず！　普ふ通つうに暇ひまなら付き合ってくれるはず……だよ？」

「……微び妙みように自分に言い聞かせてませんか？」

「うっ…………す、少なくとも僕は大丈夫だからっ。ちょっと忙いそがしいくらいだったら時間を空あけてでも付き合うからさ！」

　図星を突つかれて、半ば自棄やけになって宣言する。どうしてここまで言ってあげているのか、自分でもよく分からないから……やっぱり完全に自棄なのかもだ。

　でも、おかげでというべきか効果は抜ばつ群ぐんだったみたいで、雛ひな姫きのそれまで不安と期待で半々だった表情が、安あん堵どするように和やわらぐ。

　湯船に浸つかった時みたいにゆっくりと色白の頰ほおに赤みが差して、瞳ひとみもキラキラと輝かがやいて……こんな顔を見てしまうから、彼女のことをフォローしてあげなきゃ、って気持ちになってしまうんだと思う。

　もじもじと指先を合わせた雛姫は抜群の可愛かわいさで、やや上目遣づかいになって小さな唇くちびるを躊躇ためらいがちに開き、

「それでは……お言葉に甘あまえてしまってもいいですか？」

「うん。全然構わな──」

「ありがとうございます。この後の勉強もよろしくお願いしますねっ」

「そうだね、頑がん張ばろ……え？　この、後？」

　全く予想していなかった雛姫の言葉に、虎太郎は思わず耳を疑う。……何だか今、聞き捨てならない、えらく厄やつ介かいな発言があった気が。

「えっと……この後って、今後もってことだよね？」

　言い間ま違ちがいか聞き間違いのどっちかだろうなー……というか、頼たのむからどっちかであって欲しいという願望で訊たずねると、雛姫はにこりと誰だれもが見み惚とれる微笑ほほえみを浮うかべて、

「いいえ、これからですよ」

　……期待を完全に裏切る返事をしてくれた。

　一いつ瞬しゆん呆ほうけてしまいそうになった虎太郎はすぐに頭を振ふって現実に復帰し、慌あわてて雛姫に詰つめ寄り、

「や、えっ、ちょっと待って！　これからって、もう日付けが変わる時間だよ?!」

「大丈夫です。早く済めば、全教科やっても一時間程で終わるはずですから」

「いやでも、こんな時間に二人きりで勉強なんて、会長が許さないんじゃ……！」

　むしろ今ばかりは倫りん理り観かんを前面に押おし出して、断固拒きよ絶ぜつの姿勢でいて欲しい。大正時代の頑がん固こ親父おやじくらいの貞てい操そう観念で。

　そんな虎こ太た郎ろうの願いを他所よそに、雛ひな姫きはやんわりと笑って、

「平気ですよ。……というより、少し残念ですが二人きりではなくて、セリスさんにも参加して貰もらいますから」

「あら？　今、わたしのこと呼んだ？」

　タイミングがいいのか悪いのか、ドアを開けて会長が顔を出す。少し目が充血しているのは、最後に食らった指令が『三分間ひたすら擽くすぐられる』というもので、超ちよう絶ぜつテクニシャンの空そらに泣なき叫さけぶ声も掠かすれてしまうくらいにやられた影えい響きようがまだ残っているからだ。

　そんなセリスに雛姫はクラスで見せる真ま面じ目めな表情になり、

「セリスさん、片付けは終わりましたか？」

「ええ、バッチリよ。わたしの部屋と違ちがって雛の所は物が少ないから簡単だったわ」

「お疲つかれ様でした。それでは、ようやく勉強が再開出来ますね」

「…………えっ？　あれ、あの……ねぇ虎太郎、この子何を言ってるの？」

　新しい謎なぞの文化体系に触ふれた人みたいに信じ難がたい顔つきをするセリスだけど、残念ながら虎太郎には訊きかれても答えられない。

　その代わり、雛姫が優ゆう秀しゆうな秘ひ書しよのように理知的な口調で話してくれる。

「肝かん心じんのお勉強が終わってません。追試になったら困るのはセリスさんです」

「そ、それはそうだけど……でもほら、もうこんな時間よ？　夜よ更ふかしは美容の大敵だし、もう眠ねむいし……」

「一日くらい我が慢まんして下さい。それとも、修学旅行は不参加でいいんですか？」

「絶対嫌いやよ！　マネージャーにも社長にも怒おこられちゃうでしょうし……駄だ目めよ、追試は本当に駄目だわ！」

　悲ひ惨さんな未来を想像したのか青ざめて震ふるえる会長に、優しくも厳しい言葉が掛かけられる。

「ならやるしかないですね。幸い、虎太郎くんも一いつ緒しよに勉強してくれるとのことですから、一人ではないですよ」

「そうなの？　虎太郎がいても大差はないけれど……まあ、いないよりはマシね。苦しいのは自分だけじゃないって実感出来るもの」

「………………」

　物もの凄すごく雑な扱あつかいを受けている虎太郎だが、展開についていけなくて意見するどころじゃない。というか、会長の順応が早すぎる。流石さすがは芸能界という千せん変ぺん万ばん化かの業界を幼い頃ころから生き抜ぬいている人だと思う。

　ただし、こっちとしてはそのスキルが全然喜べない。

　一いつ緒しよに反対してくれる仲間が生まれかけてすぐに消えるという虚むなしい出来事に戸と惑まどってしまった虎こ太た郎ろうは、何とか食い下がろうと雛ひな姫きの腕うでをそっと摑つかみ、

「ね、ねえ、やっぱり今日は止やめにしておいて、朝早起きしてやった方が……」

「駄だ目めです。寝ねることによって記き憶おくが定着するという話を聞いたことがありますから、しっかりと覚えるには夜の内にやった方が効果的です。第一、セリスさんが朝からまともに頭を動かせるとは思えません」

「後者には全面的に同意だけど……じゃあ、せめて一通り簡単にさらって済ませるとか……」

「……そう、ですね。では、セリスさんが半分以上正解したら終了ということにしましょう。その間、虎太郎くんは付き合って下さいね？」

「あら、たった半分でいいの？　わたしも舐なめられたものね……！」

　無む駄だに格好を付けて不敵に腕うで組ぐみをする会長だけど、忘れてはいけない。この人は学力がヤバすぎて留年してしまったという、とんでもない実績の持ち主だということを。

　当然、そのことをバッチリ覚えている虎太郎は、すぐさま抗こう議ぎの声を上げようと──

「……良かったです、私の作った試験対策をちゃんと活いかすことが出来て。殆ほとんど使われないまま焼しよう却きやくの運命になるのかとばかり……」

　ぽつりと、たぶん独り言のつもりで呟つぶやかれた雛姫の言葉が耳に入ってしまい……結局、開きかけた口はそのまま閉ざし。

　がっくりと項うな垂だれて、再び雛姫の部屋に戻もどる羽目になった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──予想通りセリスが駄目駄目で、勉強に費ついやされた時間はたっぷり数時間にわたった。

　その間に虎太郎は全教科のノートに目を通し、問題も満点とはいかないまでも八割方は取れるようになり、試験ではかなりのプラスになりそうだった。

　……ただ、その代だい償しようとしてひたすら眠ねむい。力尽つきたセリスはふらふらになって自室に戻っていたし、送り出した雛姫も流石さすがに眠そうだった。

　虎太郎もさっさと眠ってしまいたい……けど、入浴の順番が最後なので、今日はまだ風呂に入っていない。とっくにお湯は冷めているだろうし、追い焚だきして沸わくのを待つだけの体力も残ってないが、せめてシャワーを浴びてから眠りたかった。

　なので自分の部屋に戻っても布団に潜もぐり込こみたい誘ゆう惑わくをなんとか堪こらえ、着き替がえを持って一階に下りる。

「はぁ……疲つかれたぁ……」

　ため息混じりに呟き、落ちそうになる重たい瞼まぶたを擦こすりながら、虎太郎は風呂場へ繫つながる脱だつ衣い所じよのドアを開けて──




　中に、タオルで濡ぬれた髪かみを拭ふいている蒼海うみがいた。




「…………えっ？」

「………………ぁ」

　……一いつ瞬しゆん、何がどうしてどうなっているのか分からなくなる。ひょっとしたらもう寝ねてしまっていて、これは夢なのかなとも思う。

　ただそれにしては映像がリアルで、普ふ段だんは眼鏡めがねで隠かくれている大きな瞳ひとみが丸く見開かれていて、ふっくらとした唇くちびるやまだ濡れている髪から伝った雫しずくが首筋から鎖さ骨こつの窪くぼみへ落ちていくのが何だかとても色っぽくて、

「…………虎とら兄にい……？」



　──名前を呼ばれ、虎太郎はやっとで自分がとんでもない状じよう況きようにいると気が付いた。

　慌あわてて手と首を横に振ふり、

「やっ、違ちがくて！　僕ぼくはただ、そのっ、シャワーを……じゃない、ごめんっ！」

　言い訳する前にいつまで見ているつもりなんだとハッとして、すぐに身を引いて脱だつ衣い所じよのドアを閉める。

　そしてそのまま数歩後ずさり、膝ひざから崩くずれ落ちた。

「…………やらかしたぁ……」

　ここ最近、この手のハプニングの無いよう、ずっと気を張っていたのに。選よりに選って疲つかれ果てたこのタイミングで鉢はち合あわせるとか、神様の悪戯いたずらにしても意地悪すぎだ。

　小学生の頃ころ一いつ緒しよにお風呂に入ったこともある相手とはいえ……この歳としでやると、もう完全に犯罪扱あつかいだと思う。

　──というわけで、廊ろう下かにへたり込こんだままだった虎こ太た郎ろうは居住まいを正し、脱だつ衣い所じよのドアが開くのをひたすら待つ。

　たぶん二分は経たっていない頃、カチャッという、ドアが開く静かな音が聞こえてきた。

　そしてたっぷり十数秒経ってから、

「…………虎とら兄にい、何してるの？」

　上から、冷めているのか呆あきれているのか判別し難がたい声が降ってくる。

　それに対し虎太郎はずっと続けていた土下座スタイルのまま、顔を上げずに答えた。

「……その、誠せい意いと謝罪を態度で示そうかと」

「……もういい。早く立ってよ」

「や、でも、好きに罵ば声せいを浴びせるなり蹴けるなりして貰もらってからでないと……」

「虎兄、そういう趣しゆ味みだったの？」

「いや違ちがうよ?!　この場面で自分の趣味に走って欲を満たしにかかるって、どれだけフリーダムな人間なの!?」

　慌あわてて否定しながら顔を上げると、やっぱりというか、蒼海うみは呆れ顔だった。

　さっきは外していた眼鏡めがねを装着した蒼海は、黒の柄がらティーシャツに短パンという姉と似た服装で、首にはタオルが掛かかっている。一緒のアパートで暮らしているから何度も同じような格好を見たことがあるけど……風呂上がり直後でシャツが水分を吸ったせいか、密みつ着ちやく度どが高くて体のラインが結構出てしまっていた。

　……こうして改めて見ると、やっぱり胸むねのボリュームと迫はく力りよくが半はん端ぱ無い。下から見上げている形なので、もうちょっとで顔が隠かくれてしまいそうになってるし。

　本能でガン見してしまいそうになるけど、謝罪する側なので虎太郎は無理矢理に視線を引き剝はがして、言われた通り立ち上がる。

　すると蒼海はちらりと脱衣所のドアを確認し、

「……鍵かぎを掛けてなかった上に、入浴中の札を掛けておかなかったのは蒼海の不ふ手て際ぎわだから。虎兄は悪くないよ」

「や、でもさ、僕ぼくもノックをしなかったし……」

「誰だれも使ってないと思ったら普ふ通つうはノックなんてしないじゃん。それとも、気付いてた？」

「そこは噓うそ偽いつわりなく気付いてなかったけど……」

「なら、事故だし。虎兄に過失はないから。何も無かったってことにしよ」

　素っ気なく言った蒼海うみは、視線を虎こ太た郎ろうから外して、

「……第一、空そら姉ねえや副会長とかならともかく、わざわざ蒼海を覗のぞきに来るとか思ってないし。デブってるの見たって意味ないじゃん」

「えっ？　や、全然太ってなんてなかったっていうか、むしろ凄すごい──」

「…………虎とら兄にい？」

「ごめん何も無かったんだよね！　蒼海ちゃんの裸はだかなんて見てない！」

「は、裸じゃないし！　パンツは穿はいてたじゃん！」

　顔を真っ赤にしてそう言うと、怒おこった蒼海は首に提さげていたタオルを摑つかんで虎太郎に投げつけ、「虎兄の馬ば鹿かっ！」と叫さけんで二階へと上がって行く。

　思いっきりやらかしたと悟さとった虎太郎はすぐに追いかけようとしたものの、どう考えても逆効果にしかなりそうにない。

　おろおろしながら迷った末に出た結論は──

「……とりあえず、シャワー浴びて寝ねないと……」

　改めて蒼海に謝るにしても、今日はもう無理だ。早くシャワーを済まして眠ねむらないと、明日の試験にも差し支つかえてしまう。

　なので虎太郎は脱だつ衣い所じよのドアに『入浴中』の札を掛かけ、のろのろと服を脱ぬいで風呂場に入った。明らかにさっきまで使われていた温度と湿度の高い空気が、普ふ段だんは気にならなくなっていた『数分前までの光景』を想像してしまいそうになるのを、強引にシャワーで洗い流そうと試みる。

　色々ありすぎて体力的にも精神的にも限界に近かったので、手早くシャワーを済ませると、ざっと体を拭ふいて服を着た虎太郎は自分の部屋へと戻もどった。

　そして部屋の電気を消して布団に潜もぐり込こみ、疲つかれてしょぼしょぼになった目を閉じて、深い眠りに就つき……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

「──いや寝ねれるわけないって……！」

　ガバッと起きて思わず叫さけぶ。

　あんな刺し激げき的でサプライズな光景を見て、そう簡単に『じゃあおやすみー』って眠れるほど男子高校生は達観した生き物じゃないです。

　体も頭も疲れ果てているはずなのに、脳裏に焼き付いてしまった脱衣所での蒼海の姿が、完全に眠気をブロックしている。しかも相手は妹みたいに接してきた年下の幼おさな馴な染じみだから、思い返してしまう度たびにとてつもない罪悪感が。

　枕まくらに顔を押おしつけて煩ぼん悩のうを追い出そうとするけど、ちっとも上手うまくいってくれず。

　虎太郎はそのまま悶もん々もんと、眠れない時間を過ごす羽目になってしまった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──で、中間テストはどうなったかというと。

　朝になるまで眠ねむることが出来なかった影えい響きようで肝かん心じんの試験中に眠くてふらふらしてしまった虎こ太た郎ろうは、勉強した分のプラスが殆ほとんど消えてしまうくらいのミス解答を連発。二日目にも後を引いてしまい、散々な状態だった。

　結果、高校二年生になって初めての定期テストは、普ふ段だんよりほんの少しだけいい成績……という、微び妙みよう極まりないものに終わった。

　ちなみに雛ひな姫きは学年二位、空そらも二十位以内という好成績で、蒼海うみも一年の中ではかなり良い部類だったそうな。

　そして全校生徒が注目のセリスは、超低空飛行ながらギリギリで赤点は免まぬがれるという奇き跡せき的な点数を取った。

　追試にならなかったのがあまりに嬉うれしかったのか、生徒会室でも夕食の間もずっとテストの話をしていたけれど……

　もしかしたら、そのせいで皆みんなに伝えないといけない『あの件』のことをうっかり忘れてしまったのかもと、後にして思うことになった。

　──そして、もう一つ。

　中間テスト初日の朝から蒼海とちっとも目が合わず、あからさまに避さけられる気まずい状じよう況きようがしばらく続いてしまい。

　虎太郎はテストの結果と合わせてダブルでヘコみ、一週間近くため息の多い日々を過ごすことになった。










　　　二




　もう五月も半ばを過ぎたのに制服のブレザー無しだと少し肌はだ寒ざむく感じる、とある雨の日の昼休み。

　雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうは教室で買って来たパンを食べながら、向かいの席を陣じん取どった友人の瀬せ戸と佑ゆう樹きの話に耳を傾かたむけていた。

「──だからよ、俺おれはヘッドホンしてたんだよ。前に音がうるさいって言って怒ど鳴なり散らされたから、気を遣つかったんだぜ？　なのに怒おこられるって、意味分からないっつーの」

「夕飯だって呼ばれて降りていかなかっただけでそうなったの？」

「さあな。あー、あと、部屋まで乗り込こんできた母親が急に視界に入り込んで来たから『うぎゃあぁぁっ、鬼おにババアが?!』って驚おどろいたらぶち切れてた」

「それは怒るよ……というか、間ま違ちがいなくそっちが原因だよ……」

　やっぱりこいつ駄だ目めだなぁ、といういつもの感想に落ち着いたけど、どうやら佑樹は納得がいかないらしくて、不満そうにコロッケパンに食らいついていた。

　いつもは弁当持参の友人が珍めずらしくパンだったから理由を訊たずねてみた結果がこれだ。ある程度予想していた通り、ろくでもない原因だった。

　ハムとレタスのサンドイッチを食べていた虎太郎は、ストローの刺ささった紙パックのカフェオレを飲んで、改めて佑樹に訊きいてみる。

「でもヘッドホンって、音楽でも聴きいてたの？　それともパソコンでゲーム？」

「パソコンで音楽……っつーか、演奏してる動画を見てたんだよ。ゲームは十八禁のエロいヤツを売ってくれる店がないから出来ねー」

「十八禁の意味をお前は何だと思ってるんだよ……それで、音楽の動画？　珍しくエロいのじゃなかったんだね」

「おう、流石さすがに時間帯が早かったからな。親が寝ね静しずまるか出で掛かけた時じゃないと、そんなリスキーな真似まねは出来ないぜ！」

「堂々と言うことじゃない上に声が大きいからっ。クラスの皆みんなに僕ぼくまで仲間だと思われたらどうするんだよ、勘かん弁べんしてよ」

「……コタローは時々、素で酷ひどいことを言うなぁ」

　どうしてか傷ついた様子の佑樹は、それでもすぐに「まあいいけどよ」と呟つぶやき、

「パソコン持ってないコタローは知らないかもしれないけど、最近ちょいと注目されてる動画があるんだよ。オリジナルの曲を女の子が演奏してるヤツな。ギターやりながら歌ってて、他の音は打ち込こみっぽいぞ」

「打ち込みとか言われてもイマイチ理解出来ないんだけど……注目されてるってことは、良い歌なんだ？」

「歌もいいけど演奏がエロくて素晴らしいんだよ！　ギター弾ひく時、たまにボディが胸むねに押おしつけられて、こう、むにょっとだな……！」

「あ、もういいや。お腹なか一いつ杯ぱいだから」

「まあ待て、最後まで聞けよ。黒のニーソックスとショートパンツの組み合わせで太ふと腿ももの絶対領りよう域いきが眩まぶしいし、顔出ししてないのが逆に想像力を搔かき立てられるしで、とにかく凄すごいんだぜ！　あと歌も上手うまい」

「最後におまけみたいに付け足したのがメインだと思うよ？」

　常識的に突つっ込こんでみるけど、ある程度予想した通り、佑ゆう樹きは全く聞いてない様子で興こう奮ふん気味に捲まくし立ててくる。

「ギターが上手いかどうかは分からんが、動画コメントを見る限り結構なもんらしいぞ。俺おれもついついリピートしたんだけどよ、何度見ても胸はでかくて柔やわらかそうだし太腿も良い感じだし……母親が乗り込んでくるのがもう少し遅おそかったら、もしかしたら家出したくなる展開が待ち受けていたかもしれないな……」

「よくもまあ遠い目をして最低な発言出来るね……それで、なんて名前の人なの？」

「読み方は分からんけど、『藍あい』に『玉』って書いてあったぞ。名前訊きくってことは、コタローも暴力的なおっぱいに興きよう味みが出たな？」

　違ちがうよ、とキッパリ言いたいところだけど、実際にそれもなくはないので、虎こ太た郎ろうはスルーを決め込む。

「携けい帯たいでも見れるかなぁ。生徒会室のパソコンを私用で使うのはまずいだろうし……パソコン、安いのでいいから欲しいな」

「そうだな。一台あってネットに繫つなぐだけで快適エロライフが保証されるしな」

「僕ぼくの想像しているのと用よう途とが全然違う……まあいいや、そろそろ行かないと」

「お？　なんか用でもあんのか？」

「生徒会室にね。放課後に文化祭の件で会議があるらしいから、今のうちにその資料を用意しておこうかなって」

　ビニール袋にゴミをまとめて虎太郎が立ち上がると、佑樹があからさまに怪け訝げんな顔を向けてくる。

「資料って、もう昼休みも半分過ぎてるぜ？　今からやって間に合うのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、何枚かあるプリントを束ねてまとめるだけだから。本当は昨日のうちに終わらせたかったんだけど、印刷トラブルがあって、あとちょっとのところで下校の時刻になっちゃったんだよね」

「へー。んで、今からやると？」

「うん。放課後すぐに必要になるからね。朝早くに来てまとめようかとも思ったんだけど、すぐ終わるだろうから昼休みでいいやって」

　本当は昼食も生徒会室で摂とるつもりだったものの、購こう買ばいで佑ゆう樹きに声を掛かけられたので、こうして一いつ緒しよに食べることにした。

「なるほどなー。んじゃ、頑がん張ばってこい！　そうやって生徒会に従順な面を見せて取り入り、そしていつか会長や副会長の私物をゲットして俺おれに横流しするんだぞ?!」

「やらないよ馬ば鹿か。それじゃ、また」

　まだ食べ終わっていない佑樹を残し、虎こ太た郎ろうは教室を出て生徒会室へ向かう。……どうでもいいけど、佑樹は他所よそのクラスなのに、よくもまあ平然と送り出せたものだと思う。自分なら居づらくてご飯の途と中ちゆうでも出て行くのは確実だ。

　まあ、そんなヤツだって友人のことを理解しているから、多少悪いとは思いつつ残したんだけど。たぶん今いま頃ごろ、近くの席の川かわ崎さきくん辺りとナチュラルに会話しているに違ちがいない。

　なので無用な心配はしないで、自分の仕事を優先しておこう。

　そう思いながら校舎を跨またいで生徒会室に来た虎太郎は、中に入る前に、とりあえずいつもの習慣で廊ろう下かに設置された木製の郵ゆう便びん箱ばこをチェックする。

『お願いＢＯＸ』と書かれているこの箱は今年度から設置された、ラブらん宛あての手紙を入れてもらうものだ。ただし今のところ入っていたのは悪戯いたずらだったり応おう援えんメッセージだったり生徒会役員への質問だったりで、本来の用途内容が入っていたことは一度もない。

　だからまあ、別に見なくてもいいかなー、なんて思ってしまうけれど、放ほうっておくとすぐ一いつ杯ぱいになってしまって見み栄ばえも良くないので回収しておく。初めの頃ころは会長が嬉き々きとして毎日チェックしていたけど、期待していた成果が上がらなかったからか、一週間もしないうちに飽あきてしまったので、自然と虎太郎の役回りになっていた。

　四桁けたの暗証番号制の鍵かぎを外して郵便箱を開けて、今日もそれなりの数の手紙が入っていたのでそれを取って、ようやくで生徒会室のドアに手を掛ける。

　たぶんそうだろうなー、と思っていた通り施せ錠じようはされてなくてあっさりとドアは開き、音に反応したのか中にいた人物がこちらを振ふり向くのが見えた。

　生徒会室でひっそりと一人で購買部のおにぎりセットを広げていた百合ゆり川かわ雛ひな姫きは、いつも教室で見せる他人を寄せ付けない毅き然ぜんとした表情で、

「あ……虎太郎くんでしたか。ご飯を食べに来たにしては、随ずい分ぶんと遅おそいですね？」

　……それが、入って来たのが自分だと分かったら柔やわらかく微笑ほほえんでくれるものだから、なんかもうぐらぐらくる。普ふ段だんとのギャップもあるし、特別な相手だと思われているって感じるのが余計にヤバい。

　とはいえ、それはあくまでも雛姫にとって『友達』が特別なだけで、それ以上の好意ではないと知っているので、虎太郎はぬか喜びすら出来ない複雑な心境だ。

　なので曖あい昧まいな笑みを浮うかべてドアを閉め、いつもの席に座って、

「思いがけず誘さそわれちゃったから、昼ご飯は教室で食べた後なんだ。今日の会議で使う資料をまとめに来たんだよ」

「…………そう、ですか……」

「えっ？　どうしてそこで切なげな顔……?!」

　何故なぜか俯うつむき加減になって表情を曇くもらせる雛ひな姫きに慌あわてて訊きくと、彼女は小さく首を横に振ふり、

「いえ……その、お昼に誘ってくれるお友達がいていいな、と思っただけです」

　現在、目の前にいる自分しか友達がいない雛姫ならではの感想がきた。

「や、でも、クラスの女子が雛姫さんを誘ってるの、見たことあるよ？　一度や二度じゃなく、何回も」

「ですから、私には羨うらやむ資格がないと嚙かみ締しめていたんです。いきなりよく知らないクラスメイトと一いつ緒しよにご飯を食べるだなんてハードルの高いこと、とても出来なくて……でも、勇気を出せば今いま頃ごろは……」

「うーん……でもさ、もう中間テストも終わったし、あと一週間で五月も終わるしさ。そろそろクラスの皆みんながどういう人達か、ちょっとは分かったんじゃ？」

「はい、特に近くの席の人達のことは。ですが、彼女達の会話を聞いていると……とてもじゃないですけど、上手うまくコミュニケーションが取れる自信がなくて」

「そう？　そんなに取っ付きにくい話をしてるの？」

　妹や異性の幼おさな馴な染じみがいるとはいえ、女子同士の会話となるとあまりピンと来ないので、虎こ太た郎ろうはやや興きよう味みを持って訊たずねてみた。

　すると雛姫は困ったような笑みを浮うかべ、

「普ふ通つうだとは思いますよ。ただ……私が化け粧しよう品ひんや音楽の話に疎うとい上に、話題に上がる個人の情報にも通じていないので、話に入っていけないんです」

「あー、そういうのはあるかもね。僕ぼくの妹も話を合わせるのが結構大変だって言ってたよ」

「はい。それに……私がいるだけで会話が滞とどこおりがちになってしまうんです。無理をして話を振ってくれるんですが、上手く応じられませんし……」

　……確かに、雛姫が輪の中にいたら、緊きん張ちようして上手いこと会話が回らないかもだ。その微び妙みように硬かたい空気の中で話を弾はずませるなんて高等技、コミュニケーション能力が酷ひどく低い『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』さんに出来るはずもない、と。

　そうは思うものの『まあ雛姫さんじゃ無理だよねー』なんて心ないセリフは言えないので、虎太郎は話題を変えようと手に持っていた紙束を掲かかげ、

「あっ、そうだ！　表の箱にまたこんなに手紙が入ってたんだけどさ！」

　ちょっと無理矢理かなー、と思いはしたものの、雛姫の視線が掲げた紙束に移ってくれたので、そのまま続行。

「数はともかく、一つ珍めずらしいのが混ざってて。まだ中は読んでないんだけど」

「珍めずらしいって……読んでないのにですか？」

「うん。ほら、いつも通り殆ほとんどはルーズリーフや要らないプリントの裏を使ってる手紙なんだけど、一つだけちゃんと封ふう筒とうに入ってるヤツがあるんだ」

　言いながら紙束を長机に置いて、話題の封筒だけ手に取る。薄うすい黄色のハガキサイズの封筒で、星型のキラキラ光る綺き麗れいなシールが貼はられていた。

　表と裏を交こう互ごに見てみるけど、

「差出人は……中に書いてあるのかな？」

「じゃあ、開けてみます？」

「そうだね。会長の許可が必要って訳でもないし、手が込こんだ悪戯いたずらって可能性もあるし」

　虎こ太た郎ろうが丁てい寧ねいにシールを剝はがしていると、雛ひな姫きも机を回り込こんで隣となりへやってくる。

　二人で肩かたを並べる形になって、開けた封筒から出て来た便びん箋せんを広げてみると──

「………………これって……」

「…………はい。間ま違ちがいないと思います」

　文面をまじまじと見て呟つぶやいたこちらの言葉に、雛姫も頷うなずき返してくれる。

　肝かん心じんの便箋に書かれていた内容は、こんな出だしの一文から始まっていた。




『いきなりですみませんが、生徒会とラブらんにお願いしたいことがあるんです』




　……つまり。悪戯でなければ、という前ぜん提てい付きにはなるけど。

　これが初めての──ラブらんという生徒会マスコットキャラを作ってから一ヶ月ちょっと経たってようやくきた、初めての依い頼らいだった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「お待ちしていましたよ！　生徒会の皆みなさんが来てくれるの、ずぅーーーっと待ってたんですからねっ!?」

「あら、そうなの？　モテる女は辛つらいわね！」

　こっちがついて行けないくらいのハイテンションで歓かん迎げいしてくれた軽音楽部の部長に対し、先頭に立つセリスは余よ裕ゆうの笑みで応こたえていた。このやり取りに、虎太郎は改めて彼女が特別だって思い知る。流石さすがは芸能人、ってとこだろーか。

　──放課後に入り、文化祭の会議が無事に終わった後。

　休み時間の内に投書についてセリスに報告した結果、会議が終わったら手の空あいている皆で向かうと即そつ決けつが下されたので、図書委員の仕事で来ていなかった蒼海うみを除のぞいた生徒会役員全員で音楽室の隣の音楽準備室に来たのだけど……いきなりこれだ。

　普ふ段だん使っている教室と同じ広さのはずなのに、大きいものから小さいものまで楽器が並び、更さらに楽がく譜ふやらＣＤやらが収納された棚たなが複数、譜面台がたくさんと色々あって、実際に感じられるスペースは虎こ太た郎ろうの部屋よりも狭せまいくらい。しかも自分はラブらんの着ぐるみを装着しているから、気を付けないとちょっと動くだけで物に当たって倒たおしてしまいそうになる。それくらい物で溢あふれていた。

　そんな中で、セリスの前にいる笑顔の女生徒はベースギターを肩かた掛がけにしていた。彼女以外には二人いて、それぞれキーボードとドラムセットの後ろから興きよう味み深げにことの運びを眺ながめている。三人とも女の子だから、ガールズバンドってヤツなのかもしれない。

「あなた達が軽音楽部ね。随ずい分ぶんと人数が少ないみたいだけれど、これで全員？」

　腕うで組ぐみをして威い厳げんたっぷり──というよりは背せ伸のびして威い張ばっている子供みたいな感じの会長に対し、カチューシャとおさげという組み合わせのベーシストさんは、笑いながら首を横に振ふった。

「ううん、もう一組いるんだけど、今日はあたしらの練習日なの。見ての通り狭いし、ドラムセットは一つしかないから、交こう互ごに使ってるんです」

「そうなの？　代表者に話があるのだけれど……あなたでいいの？」

「あ、はいっ。一応、部長やらせて貰もらってますんで」

「じゃあ話を進めても大だい丈じよう夫ぶね。わたし達の力を借りたいってことだけど──」

「そうっ、そうなんですよ！」

　力強く頷うなずいて、ぐわっとセリスに詰つめ寄った部長は興こう奮ふん気味に捲まくし立てる。

「文化祭でライブやるんですけど、インパクトが足りないかなー、って！　あたしらはスリーピースでやることになってて。ギターはいなくて音は軽いし、あたしはボーカル兼かねると演奏ミス多くなるしで、出来たら助っ人が欲しいんです！」

「ギターがいないって、随分と珍めずらしい構成だね？」

　後ろから空そらが突つっ込こむと、部長はピンと指を立ててみせ、

「別グループからヘルプでギターやって貰う、ってのがいつものパターンなの。向こうはキーボードがいないから交こう換かん条件で。でも、折せつ角かくだから生徒会の人達に頼たのみたいかなー、って」

「ふむふむ、なるほどねぇ。生徒会に目をつけるだなんて、良い発想だわ。文化祭で生徒会がやることは事前の仕切りまでだから、当日の参加は可能だしね」

「…………」

　セリスの発言に雛ひな姫きが物言いたげな視線を送るのが見えたけど、意図が分かってしまったので虎太郎は敢あえて触ふれないことにする。今のところ文化祭関係で仕事らしい仕事をしているのは副会長の雛姫で、セリスは会議で寝ねてたりよく内容も確認しないまま判子を押おしたりしただけだ。普ふ通つうなら文句も出るはずだけど、この場で追つい及きゆうしてしまうと会長の体面が保てなくなるので、余計な発言はまずい。

　ちなみに愛まな杜もり学園の文化祭は、出店系一切無しの、文化部の発表会的なイベントだ。土曜日の一日だけで、外部客も入れはするものの、去年はあまり人が来ていなかった気がする。生徒会の手伝いをして他の年の入場者数を調べてみたら、やっぱり少なかった。

　やるのは演奏とか展示とかだけだから……っていうだけでなく、秋に学園祭があるからっていうのも大きいと思う。そっちは出店有り、各種イベント有りのお祭りだし。

　なので文化祭は、あまり盛り上がらないこともある。音楽の演奏は体育館と校舎前の野外ステージの二箇か所しよあるけど、フルで使われた年は少ない。今年もちょこちょこ空あき時間があったはずだ。

　せめて劇や自主製作映画みたいな注目され易やすい出し物があれば別かもしれないけど、演劇部もなければ、有志でやろうという企き画かくもなし。クラス単位での参加義務はないので、中間テストから二週間と空けずに開かれる文化祭に、そこまで気合いを入れて頑がん張ばろうって考える一いつ般ぱん生徒がいないのも無理はない。

　だから出演が決まっている文化部サイドで、なんとか盛り上げようと生徒会に投書する気持ちも分かる。

　ただまあ、いきなり楽器演奏っていうのはちょっと厳しい気もするけど、

「必要なのはギターとボーカル？　どんな曲をやるかは決まっているの？」

「あ、はいっ。大体こんな感じで……」

「ふぅん、これなら分かるわ。メジャーな歌だし、そこまで高音って訳でもないしね。わたしでも歌えるわ」

「ええっ?!　あの、会長さんがボーカルやってくれるんですか!?」

「任まかせて頂ちよう戴だい。残念ながら歌手デビューはしていないけど、ボイトレは今でも受けているから大だい丈じよう夫ぶよ！」

　自信満々に胸むねを叩たたくセリスだけど、たぶん相手の部長が言いたかったのは『芸能人がそんなに簡単にやってくれるんだ!?』って方だと思う。こういうの、営業とかでやって貰もらうとしたらそれなりにお金が掛かかるものじゃないんだろうか？　それを入場無料の文化祭でやるって。しかもタダで。

　途と端たんに普ふ通つうの文化祭レベルから一転して豪ごう華かな催もよおしになりつつあるけど、張本人のセリスは全く気付いた様子なく生徒会メンバーを見回して、

「他に楽器演奏出来るのは……空そら、どう？　ピアノやってたんだから、そのノリで演奏出来たりしないの？」

　どういう理り屈くつかまるで分からないけど、ピンポイントでいいところを当てていく。

　指名を受けた空は軽く頭を搔かいてポニーテールを揺ゆらし、

「んー、普通にギターくらいなら弾ひけるよ。あんま上手うまくないし、忘れてるコードもあるから練習しないと無理っぽいけど」

「十分よ。ほら、枯かれ木も山の賑にぎわいっていうでしょう？」

　そう言うセリスは『わたしも賢かしこそうな言葉、知ってるのよ！』と得意気な表情で語ってるけど、微び妙みように使い方を間ま違ちがえてる。あと、手伝ってくれるってのに失礼だし。

　着ぐるみの中で表情がバレないので虎こ太た郎ろうが思う存分げんなりしていると、はしゃいだ感じで部長さんが両手を挙げて万ばん歳ざいするのが見えた。

「ヤバイヤバイっ、生徒会長だけでなくて体育会系ナンバーワン人気の空そらさんまで?!　これは全体投票の一位も見えてくるね……！」

「そういえばそんなものもあったかー。リーダー、賞品とか出るの？」

「一応出るけど、大したものじゃないわよ。購こう買ばいで使える引き換かえチケットとか、文ぶん房ぼう具ぐ一式とか……マシなのはわたしが写っているポストカード五枚セットくらいね」

「あたし的にはそれが一番要らないなー」

「なっ?!　この玖く臥がセレスティアのポストカードよ!?　今ではレアな子役時代の写真も一枚混ぜてあるのに、それでも文房具以下だっていうのっ？」

「だって文房具やチケットなら節約になるじゃん。浮ういたお金で遊べるし……あっ、リーダーのサインと私物付けるってのはどう？　それならネットオークションで売れるかも」

「売らせないわよ！　しかも身内の犯行とか、バレたらわたしが事務所に怒おこられちゃうじゃないっ！」

　憤ふん慨がいするセリスに明るく笑う空そらといういつもの光景だけど……着ぐるみの狭せまい視界からよく見れば、軽音楽部の皆みなさんは目を輝かがやかせていた。



　確かに、面子メンツ的には盛り上がりそうだ。主役が誰だれなのか微び妙みように分からなくなるけど、当の軽音楽部がいいって言うなら、こっちがそこに突つっ込こむのは野や暮ぼだろうし。

　と、そんなことを思っていると、不意にセリスがこちらを指差してきた。

　正確にいうと虎こ太た郎ろうではなくて、ラブらんを。

「それで、うちのスーパーマスコットのラブらんは何をするの？　後ろでダンサー役？」

「……ガールズバンドに着ぐるみとはシュールですね」

　黙だまっていた雛ひな姫きが思わずそう言ってしまうのも無理はない。自分もそう思うし。

　でも着ぐるみで演奏は流石さすがに厳し過ぎるから、きっとやれるとしたら踊おどるか宣伝くらいだろうなー……、と考える。

　部長の意向はどうなんだろうと彼女を見てみると……どういう訳か、きょとんとした表情をしていた。

「えっ、ラブらんも参加してくれるんですか？　嬉うれしいけど、何かやれるものあるかな」

　その言葉に、今度は生徒会メンバーが顔にはてなマークを浮うかべる羽目に。

　今の部長の発言は、虎太郎達からすれば明らかにおかしい。

「……あの、お願いＢＯＸにはラブらんに助けて欲しいと書かれていましたが？」

　代表して訊たずねた雛姫に対して部長はというと、不思議なものを見たみたいに目をパチクリさせて、

「はい？　そんなの出してませんけど？」

「んー？　じゃあさっきのはどういうこと？」

「あれは前々から、生徒会に協力をオファーしてたじゃないですか。手が空あいたからようやく来てくれたんだと思ってたんだけど……えっ？　違ちがうんですか？」

　いきなり聞き捨てならない初耳な情報が飛び込んできて、虎太郎は思わず雛姫の方を見る。着ぐるみ越ごしだから意思の疎そ通つうが出来るか不安だったけど、振ふり向く動作でどうにか分かってくれたのか、首を横に振って応こたえてくれた。

　つまり、副会長の雛姫も知らなかった、と。なら空や蒼海うみも知らないかもしれない。

　だとしたら当然、聞いていた可能性があるのは会長のセリスだけになるけど……

「…………うーん…………そんな話、聞いた覚え………………あっ、もしかして……!?」

「あの、会長さん？」

「えっ?!　あっ、ん、勿もち論ろんそうよあなたの言う通りよ！　ちょおーっと多た忙ぼうすぎて後回しにしちゃってたけど、何とか間に合うように来たの！」

　……この反応で確定だ。犯人は会長、動機はうっかり。何日か前もモデルの仕事の入り時間を勘かん違ちがいして遅ち刻こくしそうになっていたし、よくあることなのでもう驚おどろけない。

　とはいえ、そうなると疑問が一つ残ってしまう。

《あのぉ～、結局ボクに手紙を出したのは誰だれなんですか～？》

「ちょっと待ちなさい！　確かにここには軽音楽部と……」

　挙手をしての質問に、セリスは制服のポケットから折り畳たたまれた便びん箋せんを取り出し、広げたそれをまじまじと見る。

　それを横から空そらも覗のぞき……すぐにピクンと太めの眉まゆを跳はねさせた。

「ね、ここに『軽音楽会』ってあるんだけどさ」

「んんん？　どこにそんな……って、本当ね。書き間ま違ちがえたのかしら？」

　便箋の最後の方、差出人が書かれた部分を指でなぞるセリスの言葉に、『軽音楽部』の部長が小さく「あっ」と声を上げた。

「あの、もしかしたらその手紙──」




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「……それで、『軽音楽部』に行ってたっつーのね」

　どこか疲つかれた響ひびきで漏もらした彼女に、着ぐるみ姿の虎こ太た郎ろうは雛ひな姫きと並んで頭を下げた。

　いるのは他の教室とは違い絨じゆう毯たんの敷しかれた視し聴ちよう覚かく室で、自分達の前に立つのは例の手紙の差出人だ。

　セリスと空そらは音楽準備室に残って打ち合わせをしているので、来れたのは二人だけ。なので、まずはそこの説明と謝罪からになった。

「確認が不十分で申し訳ありません。ですが、そもそも先約はあちらでしたので、同じ結果になっていたと思います」

　ちょっと言い訳っぽい説明を雛姫がするけど、それは事実だ。セリスが忘ぼう却きやくの彼方かなたに放置していなければ、ずっと前から生徒会にオファーしていたっていう軽音楽部が優先されるのは道理のはず。

　そのことを理解してくれたのか、虎太郎と雛姫の前で腕うで組ぐみをしていた『軽音楽会』の会長は微かすかに笑い、

「謝んなくてもいいさ。駄だ目め元もとで出したんだし、あんたら二人が来て話を聞いてくれるってだけでも御おんの字だ。それに実際、軽音部とは別に軽音会があるなんて全然知らない人が多いってのは分かってる」

「……そう言って貰えると助かります」

「そうかい。そんじゃ、前置きが終わったところでそろそろ本題に入ろうか」

　言うと、軽音会の会長は腕組みを解くと胸むねに手を当て、

「改めて自己紹介から──あたしは軽音楽会の会長をやっている三年の環たまきね。担当はボーカル兼けんベース。今は誰だれもいないけど、他に三年と二年が一人ずつ在ざい籍せきしてる。どっちも女子で、ギターとドラム……なんだけどさ」

「何かトラブルでも？」

「ああ。ギターの三年が、一昨日おとといに入院した。急性虫ちゆう垂すい炎えんだと」

《うわぁ……盲もう腸ちようだと、すぐに退院は無理なんじゃ～……？》

「だね。つーことで、代わりのメンバーが必要なのさ。ドラムの子は声掛かけに奔ほん走そうして貰もらってるけども……厳しいだろうね」

　環たまきの渋しぶい顔を見ると、もうかなり断られた後っぽい感じがする。そりゃあ生徒会のマスコットキャラ宛あてにヘルプを出すくらいだから、かなりの追い込こまれっぷりだろう。通常の判断能力があるならまず頼たよらない枠わくだと思うもの。

　本人にもその自覚はあるのか環は苦笑いを浮うかべ、

「で、駄だ目め元もとで噂うわさのラブらんに登場願ったんだけどさ。どうだい、良い案はある？」

「……失礼ですが、出演を辞退するという選せん択たく肢しは？」

「今のままだと最悪そうなるかね。けどさ、文化祭での活動実績がないと、うちみたいな小さな同好会は存続が危ぶまれちまう。つーことで、そいつは避さけたい」

「分かりました。では次に、メンバー集めに協力するというものになりますが……申し訳ないですが、恐らく厳しいかと」

　たぶん本命のお願いはこれのはずだけど、雛ひな姫きはあっさりそう言った。

「ふうん？　どうしてさ？」

「土日を除のぞけば文化祭まで一週間足らずしかありません。どうにか楽器演奏が出来る人を見つけても、時間の無さを理由に断られる可能性が高いはずです。演奏するのが簡単な曲ならば話は別になりますが……」

「……かなり音を削けずってるからそこまで難しくはないはずだけど、始めて一年も経たってないレベルの相手には難しいだろうね」

《あのぅ、軽音楽部の人に頼たのんでみたらどうでしょうか～？》

　おずおずと手を上げ、変声機を通して甘あまったるい声で提案してみる。これが一番確実だと思うのに、どうしてこの意見が出ないんだろうって疑問も浮かべつつ。

　すると環は渋い表情で首を横に振ふり、

「ああ、そいつは無理さ。出来ない相談、ってヤツだね」

《それは～……どうしてぇ？》

「元々、あたしらは去年の夏まで軽音楽部にいたのさ。で、そこから袂たもとを分かって同好会を立ち上げたんだ」

「……プライドの問題、でしょうか？」

「それもなくはないけどね、ちょっと違ちがうよ。やりたい音楽に決定的な違いがあったから分かれたの。あっちは流行はやりの可愛かわいい曲がやりたくて、こっちはロック」

《音楽性の違ちがい、ってやつですかぁ～？》

「そうさ。あと、向こうの部長やってる佐さ々さと好きな男性ミュージシャンの話で互たがいにボロクソな言い合いしちゃったから、ってのもあるけど」

　……どう考えても決定打はそれです。完全に根深い私し怨えんが原因だよ。

　でも、おかげで分かった。だから向こうの部長も軽音会にヘルプを頼たのまなかったんだろう。三人と二人だから、パート被かぶりがあるにしても、合体すれば上手うまいことやれそうなのに。

　ただしそれが分かったところでどうにか出来る気がしないので、虎こ太た郎ろうは着ぐるみの中でこっそりため息を吐つき……改めて、環たまきに問いかける。

　といっても、質問の意味がこれまでとは少し違うけど。

《だったら、具体的にボクに出来ることはありますか～？》

「うん？　ラブらんに、か……そうだね……」

　顎あごのラインに指を這はわせて環が考え込こんでいると、さっと雛ひな姫きが身を寄せてきた。

　そして着ぐるみの垂たれた耳に、ぼそりと囁ささやいてくる。

「……あの、積極的に協力するつもりなんですか？」

《……向こうにはセリスさんと空そらが参加するんだし、バランスを取る意味も含ふくめてね～。それにやっぱり、初めての依い頼らいだから～》

「……地味に張り切っていたんですね」

　少し驚おどろいて言われた通り、虎太郎はかなりやる気でこの依頼に臨のぞんでいた。

　だってこれまでやってきたのは生徒会の手伝いだったり、絡からまれて巻まき込まれたりで、始めから『ラブらん』として望まれての仕事っていうのは初めてだ。

　なので当然、モチベーションは高い。具体的に言うと『一等賞を取ったら好きなゲームを買ってあげる』と運動会で発はつ破ぱをかけられた小学生くらいのやる気だった。変声機越ごしで顔も見えないからこれっぽっちも伝わってなかったみたいだけど。

　ともあれ、虎太郎はグッと両手を胸むねの辺りまで持ち上げて気合いのポーズを取り、

《……とにかく～。折せつ角かく頼たよって貰もらったんだからぁ、何とかしてあげたいんだ～》

「……そういうことなら……分かりました」

《……はぃ？　分かったって、何が～……？》

　話しているうちに何故なぜかキリッと凜り々りしい顔つきになった雛姫に、虎太郎は疑問の声を投げかけるけど、

「──よし、アレでいこう」

　答えてくれる前に環の声が飛び込んできたので、突つっ込んで訊きくのは後回し。

　何やら頷うなずいていた彼女は虎太郎の方に近付いて来ると、遠えん慮りよ無く着ぐるみに包まれた手を取り、肉球のついた掌てのひらをしげしげと観察する。

「思っていたより丁てい寧ねいな造つくりしてんのね。これならいけそうだ」

「ラブらんに何をさせるつもりなんですか？」

「あたしの兄貴が改造したギターがあるのさ。子供用に、コードを押おさえなくてもついているボタンを押しながら弾ひけば、設定してある音が出るって玩具おもちやが」

《それならボクにも出来る、かなぁ～。でもぉ、ピックは持てないと思いますけど～》

「細かい技は無しでいいんだ、大きめの物なら持つか、もしくはその手に付けられるね？　その形で鳴らしてくれればハッタリとしては十分だよ。……ちゃんとしたギターも別に欲しいけどね」

「やっぱり、ギターが無いと違ちがうんですか？」

　かなり初歩的な質問なんだろうけど、それは虎こ太た郎ろうも訊ききたかった。普ふ段だん聴きいている曲はそれが完成型のものだから、ギターの音がなかったとしても違い和わ感なんてあるはずがないし。

　なのでギターだけすっぽり抜ぬけている曲がどんな感じになるか、あんまり想像がつかない。……というか、ギターとベースの音だって同時に鳴ったら聞き分け出来ないかも。そんなレベルだから、ちょっとピンと来ない。

　でも、訊かれた環たまきの渋しぶい表情を見れば、どれくらいの問題かは少しだけ分かった。

「かなり違うね。肉とじゃがいも抜きの肉じゃがになるっつーか、スープに塩以外使ってないラーメンになるっつーか……」

《……それじゃ別物っていうかぁ、味気ないものになるんじゃ～……》

「そうなるよ。ただでさえコピーする曲の方は、本当はキーボードが入るのを抜きにしてるんだから。ご飯抜きのチャーハンみたいな音になりかねんね」

　一々例たとえが食事っていうのにやや突つっ込こみたくはなるけど、言いたいことは何となく分かった。乾かん燥そうしたヘチマみたいにスカスカな音になるのかもだ。

　ただ、それが分かったところで虎太郎にはどうにも──

「でしたら、私がキーボードを弾きます」

《ええっ？　雛ひな姫きさんがぁ？》

「へえ？　あんた、弾けんの？」

「ピアノなら六年間やっていました。少しブランクもありますし大して上手でもありませんが、譜ふ面めんさえあれば弾けると思います。ただ、数曲となるといくらか簡略化しないとこなせないかもしれません」

　懐かい疑ぎ的、というよりただの確認といった口調の環に雛姫は小さく頷うなずくけど、虎太郎としては驚おどろくポイントはそこじゃない。

　あまりこの手のイベントで舞ぶ台たいに上がる立場を好まない控ひかえめな性格をしているのに、自分から進んで協力を申し出た……っていうのが、びっくりだ。

　そんな雛姫を環は上から下までじっくり眺ながめ、

「やってくれるならそれだけでもありがたいよ。それでもギターの手は欲しいけど……しかしそうなると、男は入れられないか」

「それは、どうしてでしょうか？」

「あんた目当てで参加したがる男はいそうだ。そんなのがいると邪じや魔まなだけだろ？」

「……そう、ですね。申し訳ありません」

「いんや、協力してくれるのは物もの凄すごく助かる。キーボードが入ればそこそこ聴きかせられるものになるだろうし、最悪ギターは無しでもいけるよ。勿もち論ろん、いてくれたら最高だけど……って、そうか」

　話している途と中ちゆうで、環たまきは何かに気付いたように顔を上げると、虎こ太た郎ろうの方をちらりと見てきた。ただしそれはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐに雛ひな姫きの方を向き、

「あんたらの生徒会にさ、相あい羽ば蒼海うみがいたよね？　あの子に頼たのめない？」

「……蒼海さんに、ですか？　それはどうしてです？」

「あたしは中等部からの内部進学組なんだよ。で、中等部で軽音楽部に入ってたんだけど、その時に相羽蒼海が入部してきたのを思い出したのさ。尤もつとも、半年もしないうちに来なくなったけどね」

「顔見知りの後こう輩はい、ということですか」

「そんで、今年の春休みだったか。小こ杜もり駅の近くで偶ぐう然ぜんあの子を見つけてね。ギターケースを背負ってたけどすぐには分からなくて、声は掛かけられなかったけどさ」

　話しながらまた虎太郎の方をちらりと見てきて……そこでようやく、視線の意味を理解した。

　──この人、ラブらんの中身が蒼海ちゃんだと勘かん違ちがいしてる……！

　生徒会の役員は四人で、セリスと空そらは軽音部に、雛ひな姫きは目の前にいる。とすると、消去法で残っているのは蒼海だけだから、そんな思い違いをしたんだろうけど……

　実際はもう一人、いつの間にやらひっそりと加わった雑用要員がいて、それがラブらんの中にいるだなんて、たぶんこれっぽっちも考えていないに違いない。

　普ふ段だんなら別にどうってことない勘違いだけど……『相羽蒼海』として答えを求められている今だけは違う。環からの、視線は向いてないけどひしひしと感じるプレッシャーが凄すごくて、着ぐるみの中で変な汗が吹き出てきた。

　どうしようと焦あせる虎太郎だが、結局のところ、本人じゃない以上は言えることなんて決まってる。

　なので虎太郎は着ぐるみに包まれた右腕うでをゆるゆると挙げて、

《そのぉ……と、当人に訊きいてみます～……》

「……ああ。そんじゃ、頼んだよ。くれぐれもよろしく」

　強い視線に込こめられた色々な言葉が刺ささるようで、虎太郎は物凄く気まずい思いをしながら、大きく何度も頷うなずいた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「嫌やだ。他を当たって」

　──学校から帰った後。

　既すでに帰宅してキッチンで夕食の準備をしていた蒼海うみに、虎こ太た郎ろうが事の成り行きを一通り話して返って来たのが、これだった。

　ある程度こうなる予想はしていたものの、ここまで直球で断られるとは思わなかったので、虎太郎は気まずげに頰ほおを搔かき、

「えーっと……出来ればもう少し検けん討とうして貰もらいたいかなー、って思うんだけど……」

「蒼海はやらない。それで終わりでいいじゃん」

「……うーん…………その、理由は？」

「誰だれかと合わせてやる気がないから。バンドで弾ひきたいなら軽音部に入ってたし」

　淡たん々たんと言いながら、もう視線は手元に落ちていて、中断していたサヤエンドウの下ごしらえを再開し出した。慣れた手つきでヘタを折っては筋を取り、終わったものをまな板の上に放ほうっていく。

「あー……手伝おっか？」

「いい。話が終わったなら虎とら兄にいはリビングか自分の部屋に行ってて」

　この拒きよ絶ぜつっぷりは、流石さすがにちょっと参る。けど簡単には退ひかないつもりでいたので、どうにか落としどころを探さないと。

　どうしようとかなり言葉に迷いながら、虎太郎は制服の上からエプロンを付けた蒼海の横顔に話しかけようと、

「ギターなら空そら姉ねえに頼たのめば。掛かけ持ちになっても、虎兄が言えばやってくれるよ」

　──こちらが口を開きかけたタイミングで向こうからそう言ってきた。

　他の人に当たってという意味ではあるものの、完全にシャットアウトされてしまうより千倍マシだ。

　ただしゆっくり安あん堵どしている状じよう況きようではないので、虎太郎はすぐに首を横に振ふり、

「帰る前に音楽準備室に寄って、報告がてら話してきたんだけどね。流石の空もブランクがあるから、向こうでやる曲を弾ひけるようになるだけで手て一いつ杯ぱいらしいよ。普ふ通つうに柔道部の方も出るみたいだし……それにさ」

「……それに？」

「僕ぼくとしては、蒼海ちゃんと一いつ緒しよにやれると嬉うれしいかな。中等部では途と中ちゆうで退部したみたいだけど、ギターは続けてるんだよね？」

　同じアパートで暮らしているから、ギターケースを持っている姿を見たのは一度や二度じゃない。

　だから確認というより、本人の口から聞く為ためにそう訊たずねる。

　夕食の準備をする手を止めないまま眼鏡めがね越ごしに視線だけくれた蒼海うみは、どこかつまらなそうな表情で、

「……やってるけど。別に大して上手うまくもないし」

「上手い下手へたはあんまり気にしなくていいと思うよ。僕ぼく……っていうか、ラブらんには玩具おもちやで音を鳴らさせようってくらいだから」

「……それより、どうして虎とら兄にいが中等部の時に部活入ってたの知ってるの？　話した覚え、ないよ。空そら姉ねえが？」

「や、軽音会の会長さんがね、中等部の時に同じ部だったから知ってたんだって。三年の環たまきさんだけど、分かる？」

「…………部長？　環裕ゆ実み先せん輩ぱい？」

「あ、あの人が部長だったんだ」

　言われてみれば確かに、雰ふん囲い気きのある人だった。軽音部を辞やめて同好会を作った辺り、リーダーシップもあるんだろうし。

　蒼海もどこか納得したように小さく息を吐つき、

「あの人が……それじゃ、演奏する曲も流行はやりのポップなものとは全然違ちがう曲になったんじゃないの？」

「それが、タイトルだけ聞いてもちょっと僕は分からなくて。『ドレスパーク』って人達の有名な曲みたいだけど……って、あれ？　蒼海ちゃん知ってるの？」

　バンド名を告げた瞬しゆん間かん、下ごしらえをしていた手が止まったのを見て虎こ太た郎ろうは訊ねる。

　すると蒼海はやや眉み間けんに皺しわを寄せて、呆あきれた風にこちらを見やり、

「虎兄、知らないの？　何年か前に解散したけど、蒼海達が小学生の時に結構流行った曲を歌ってた女性ロックバンドだよ」

「そうなんだ？　じゃ、タイトル知らないだけで聞いたことある曲をやるのかな」

「……一いつ般ぱん的に有名なのは一曲だけで、他にも良い曲はたくさんあるけど知名度はそんなに高くないから。分からないと思う」

「そっかぁ。あ、でも、蒼海ちゃんは詳くわしいっぽいね？」

「……別に。有名だから、知ってるだけ」

　素っ気なくそう言うと、蒼海は再び下ごしらえ作業に戻もどる。

　一応、幼よう稚ち園えん時代から彼女のことを知っている虎太郎からすれば、今のはただ『知っているだけ』って感じじゃなかったけど……同時に、ここで突つっ込こんで訊きいても話してくれない、っていうのも経験則で分かる。

　なので「そっか」と呟つぶやいて、

「とりあえず、僕ぼくはラブらんとして手伝うから。雛ひな姫きさんも協力してくれるし」

「え……副会長も？」

　まだ伝えていなかった助っ人の存在を明かすと、またしても蒼海うみの手が止まりこちらを振ふり向いた。それも、さっきより早く。

「……副会長って、そういうのに積極的なタイプじゃないと思ってたけど。何か音楽経験、あるの？」

「ピアノを弾ひけるって言ってたよ。他にもバイオリンの経験もあるって言ってたかな」

　帰り道に聞いた話も追加して伝えると、蒼海は益ます々ます訝いぶかしげな目つきになり、

「……ふうん。誰だれかとセッションするの好きじゃなさそうなのに、意外」

　物もの凄すごく的確な感想がきた。仰おつしやる通り、セッションだけじゃなく人と絡からむのが不得意で、友達すら殆ほとんどいない状じよう況きようです。

　ただしそんな事実を言う訳にはいかないので、虎こ太た郎ろうは半笑いで誤ご魔ま化かす。

「会長の環たまきさんも駄だ目め元もとでラブらん宛あてに頼たのんだみたいだから、上手うまく演奏出来なくてもいいって。とりあえず形になれば、って」

「形にすらならないかもしれないよ。コピーするバンドがバンドだから」

「あー……でも、かなり音を削けずってるって言ってたよ。だから音がスカスカになるからどうにかしたい、っていうのも」

　あちらを立てればこちらが立たず、みたいな問題なんだと思う。両方を解決する一番の方法がちゃんとした経験者を入れるってことだけど、それも難しい。

　だから蒼海が手伝ってくれれば本当に助かる。

　……とはいえ。

「とりあえず、もう少し考えてみてくれるかな。駄目なら仕方ないから諦あきらめるけど」

「……虎とら兄にいらしくない。そんなに諦めがいいのって」

「だってさ、バンド演奏だもん。出来るからって無理矢理にやって貰もらうのは良くないよ。ちゃんと納得して、皆みんなで楽しくやれないとさ。環さんも同じ意見のはずだよ」

　それは喧けん嘩か別れする形になった軽音部に頼まなかったことで分かった。無理してやって貰うよりは、質が落ちてしまってもやりたい人達でやるべきだって思ってるんだろう。

　それでいてラブらんに頼たよるくらいには追い込こまれているんだから、やっぱり協力してあげたい。たぶん雛姫もそう思うから手伝おうって決めてくれたんだろうし。発はつ揮きする機会はあんまり無いけど優しい子だから。他に思い当たる節も無いし。

　ともあれだ。無理に誘さそうのは、ちょっと違ちがう。

　本音としてはギターがどの程度弾けるのかは関係無しに蒼海には一いつ緒しよにやって貰いたいけど、それはこっちの勝手な希望。相手が嫌いやなら、諦めるしかない。

　なので虎太郎としては、

「蒼海うみちゃんと一いつ緒しよにやれたら嬉うれしいから、今度もう一回だけ誘さそうね。それまでちょっとだけ考えておいて貰もらえないかな？」

　こうして自分の気持ちを伝えるのが精せい一いつ杯ぱいだ。語ご彙いが少ないから、あんまり上手うまく言えないけど。

　こちらの言葉をちゃんと聞いてくれていた蒼海は、じっと虎こ太た郎ろうの顔を見つめてくる。ただし眉まゆ根ねを寄せて、どこか不満そうな、むず痒がゆいのを堪こらえるような表情で。……これ、どういう感想なんだろう？

　判断に困る様子の蒼海は、ややあってからプイと顔を正面に戻もどし、

「…………考えとく」

　短くそれだけ答えて、料理に戻った。

　あまり良い返事とはいえないかもだけど、今はこれで十分だ。

「うん、それじゃよろしくね」

　ホッとしながらの声にはもう反応せずに黙もく々もくと下ごしらえを続ける蒼海に、「夕飯の支度、頑がん張ばって」と告げて、虎太郎は自室に戻るべくキッチンを出た。手伝おうかと思ったけど、前に何度も断られている経験から、それは無しで。

　とりあえず部屋に戻って、自分に出来ることをやっておくべきだ。

　宿題とか明日の準備とかそういうのもだけど、今はやっぱり、自分が演奏する『ドレスパーク』ってバンドの曲について調べないと。

　明日になれば環たまきがＣＤを貸してくれることになっているが、早い方が良い。

「携けい帯たい電話で調べられる、かな？」

　無理なら駅前のレンタルショップに行ってＣＤを借りてこよう、と考えながら二階に上がり、自分の部屋に入る。

　ひとまず制服を脱ぬいで部屋着に着き替がえてから、充電ケーブルに繫つないだ携帯電話を手に取り、曲名で検けん索さくしてみた。

　するとたくさんの候補が出て来たので、そこから更さらに『演奏、動画』で絞しぼり込こんでみる……けど、それでもかなりの数がヒットする。

　蒼海の言っていた通り有名なんだなぁ……と思いながら、虎太郎はそれらしい動画の置いてあるサイトに行ってみた。

　そこは投とう稿こう型の動画サイトで、携帯でも動画が見れるみたいなので、一安心だ。まあ画面は小さいし、処理落ちして動きもちょっと悪くなるけど、とりあえずっていうなら十分。

　目当ての動画はどれだろうと探してみると、どうやら本人達が演奏している公認動画はないみたいだった。その代わり、ファンなのか素人しろうとの人が演奏している動画はいくつもある。

「うーん……ちょっと聞いてみて、ピンと来なかったらレンタルしに行こうかな……？」

　ぽつぽつと操作しながら呟つぶやき、とりあえず再生数が多いどれかを聞いてみようと決めたところで、虎こ太た郎ろうはあることに気付く。

　再生数で上位にある動画に、『藍玉』というどこかで聞き覚えのある投とう稿こう者しや名のものがあった。ただ、それがどこでなのか、すぐに思い浮うかばない。

　有名人の名前じゃないはずだし、知り合いにもそんな名前の人はいない。けど、確かにどこかで聞いている。それもかなり最近のような、

「あっ、あれだ！　佑ゆう樹きが言っていた──」

　今日の昼休みに話題に出た、噂うわさのギター少女の名前だと思い出す。

　たぶんこれ、演奏している本人が投稿しているんだろう。そうじゃなかったら流石さすがに著作権……というより、プライバシーの侵しん害がいになりそうだから。

「佑樹はかなり褒ほめてた気がするし、聞いてみようかな？」

　思い出してみると胸むねが大きいってことばかり言ってた気もするけど、演奏もいいって言ってたはず。それに再生数が一万以上いってるんだから、少なくとも『こういうのが注目される』って参考にはなるし。……や、ギターのネックで変へん幻げん自在に動きまくるっていう噂のものが見たいって気持ちもあるけど。少なからずあるけども。

　わくわくして携けい帯たいを操作すると、携帯の画面一いつ杯ぱいに動画の再生が始まった。

　椅い子すに座っている黒いティーシャツ姿の女の子が、見切れて顔が映うつらない形で、ギターを構えていた。

　ただし携帯の小さな画面なので、噂の抜ばつ群ぐんスタイルはあんまり伝わって来ない。

「…………まあうん、予想はしてた。予想はしてたよ……」

　それでもガッカリしてしまう気持ちは抑おさえきれず虎太郎がヘコんでいると、演奏が始まったようで携帯からギター音が流れてきて、思わずハッとする。

「……違ちがう、本命は曲だった……！」

　ちゃんと聞かないと、と虎太郎は携帯電話を右手に、座ったまま姿勢を正す。

　携帯の、しかも最新とは程遠い機種だから、画像だけじゃなくて音質もあんまり良くない。それでも淀よどみなく曲が聞こえるので、とりあえずは問題なさそうだ。

　テンポが速くちょっと激しいギター音で、かなり大きく搔かき鳴らしているみたいだった。小学生低学年くらいの頃ころによく流れていた気がして、少し懐なつかしい。

　音楽にはそんなに詳くわしくないから上手うまいのかどうかは分からないけど、これを女の子が弾ひいてると思うと、凄すごいなー、と感心してしまう。

　同時に、ギターだけでこれだけの演奏が出来るのを聞いてしまうと、この音が無いバンド演奏を『スカスカ』と表現した環たまきの気持ちも分かる気がする。

　──と、考えていた虎太郎の耳に、ギター以外の音が飛び込こんできた。

　それは歌声で、映ってはいないけどギターを弾いている彼女が歌っているらしかった。その歌詞にもやっぱりどこか聞き覚えがあって、さらに懐かしさが膨ふくれ上がり…………同時に少しだけ、『あれ？』と思ってしまう。

　聞き覚えがあるのは曲だけじゃないような、そんな気がしたからだ。

　妙みような引っ掛かかりを覚えた虎こ太た郎ろうは、まじまじと携けい帯たいの画面を見つめ、そこで演奏している女の子の姿を凝ぎよう視しして……ふと、ある物に気付く。

　顔の映うつっていない彼女の弾ひくギターの、ベルト部分。そこに括くくり付けられている小さなぬいぐるみが、なんだか見覚えがあるような感じがする。

　どこでだろう、と画面を見ながら考えて──

　そこに、ドアをノックする音が曲に混ざって聞こえてきた。

『虎とら兄にい、ちょっといい？』

「ええっ？　いいけど、あのっ、あれっ……?!」

「……何を焦あせってるの？」

　怪け訝げんな声と共に入って来たのはやっぱり蒼海うみで、それはドア越ごしの声でとっくに分かっていたから驚おどろきはない。

　だから分かっていたのに虎太郎が動どう揺ようしてしまったのは、相手が蒼海だから……というのもあるけど、もう一つ。なぞなぞみたいに解けそうで解けなかった疑問が、思わぬ形でスラッと分かってしまったからだ。

　理解したはずなのに急展開過ぎてフリーズする虎太郎が振ふり向いた先で、開けたドアから半身だけ部屋に入っている蒼海は眉まゆを顰ひそめ、

「取り込こんでるなら後にするけど？」

「……あ、や、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから」

「そう？　……じゃあ、これ。要らないかもしれないけど、『ドレスパーク』のＣＤ。ベスト盤ばんだから、知名度がそれなり以上のは全部入ってるよ」

　そう言って、手に持っていたＣＤをこちらから見やすい位置に持ち上げる。夕飯を作っていたはずなのに、わざわざ持って来てくれたらしかった。

　相変わらず気が利きく蒼海の優しさに、本来なら感動して胸むねが熱くなるところだけど……まださっきのショックが丸々残っていて、上手うまく反応することも出来ない。

　そんなこちらの様子を見てこれは本格的におかしいと思ったのか、蒼海は眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せながら虎太郎の方へと近付いて来て、

「虎兄、さっきからどうしたの？　それに、何だかうるさ──」

　手を伸のばせば届く距きよ離りまで近付いたところで、ピタリと蒼海が動きを止めた。

　彼女の視線は虎太郎の手の中に──正確に言うと、手に持っている携帯電話に釘くぎ付づけになっていた。

　そこではサビに突とつ入にゆうしてさらに激しくギターを鳴らしながら歌う、顔の見えない『藍玉』という女の子が映っていて……

「あのさ、これなんだけど──蒼海うみちゃん、だよね？」

　レンズの向こうで目を見開いて硬こう直ちよくしてしまっている年下の幼おさな馴な染じみに、ほぼ確信を持ってそう訊たずねた。

　声を張っている歌声とは大分印象が違ちがうからすぐには気付けなかったものの、こうして当人の声をリアルタイムで聞けば、流石さすがに一発で分かる。間違いなく、動画再生しているギター少女『藍玉』の正体は、相あい羽ば蒼海だ。

　ただ、虎こ太た郎ろうとしては気付いてしまった以上は確認を……という、思い付きというか、殆ほとんど条件反射みたいなものだった。

　なので質問に対して相手がどう出るかなんて、全く予想しておらず──

「やっ……ど、どうして?!」

「どうしてって……ぅわあっ!?」

　血相を変えた蒼海がいきなり飛びかかって来て、座っていた虎太郎は避さけようがなく、そのままぶつかってしまった。

　姉と違ってそこまで運動は得意じゃない蒼海だから突とつ撃げきの破は壊かい力りよくはそんなになくて、ギリギリで後頭部はぶつけずに済んだ。床ゆかに打ってしまった背中も痛くはない。

　突然のことに驚おどろいた虎太郎は、仰あお向むけで万ばん歳ざいをするみたいな体勢からどうにか起き上がろうと頭を上げ、

「それっ、ひとまず止めて！　こっちに寄よ越こしてっ」

　──飛び込んできた光景に、そのまま硬直してしまった。

　何故なぜかというと、のし掛かかって来た蒼海がこちらの体の上を這はうようにして、携けい帯たい電話を奪うばおうと手を伸のばしている。

　すると虎太郎の目の前には、小こ柄がらな体にはアンバランスな、ボリュームに溢あふれて零こぼれ落ちちゃうんじゃないかってサイズのシロモノがくる訳で。どアップで、揺ゆれた拍ひよう子しに鼻はなか顎あごに触ふれてしまいそうな距きよ離りで、迫はく力りよくが半はん端ぱ無い。

　しかも制服の上着とエプロンを外しているものだから、大きな胸むねに引っ張られたシャツの隙すき間まからちらちらと肌はだと水色の布地が見えてしまっていて……非常にまずい、緊きん急きゆうに離はなれないと本当にまずい……！

「ちょっ、蒼海ちゃん?!　分かったからどいてっ、一いつ旦たん落ち着いて!?」

　焦あせった虎太郎はどうにかどいて貰もらおうと声を上げるが、テンパってるのか、蒼海は全く聞いてくれない。藻も搔がくように体を動かすからたゆんふゆんと目の前で揺れるし、密みつ着ちやくしている他の部分が擦こすれるしで、状じよう況きようはどんどん悪くなる。

　それにしても厄やつ介かいなことに、蒼海の体は柔やわらかすぎだ。空そらによく抱きつかれる……というかプロレス技や柔じゆう道どうの寝ね技わざをかけられてきたけど、あの完かん璧ぺきボディでもここまで柔らかくなかった。何というか、空と違って全身が柔らかくて、突つついたら埋うもれてしまいそうな感かん触しよくで……前に雛ひな姫きにも押おし倒たおされたけど、もう比べるのが残ざん酷こくなくらいに違ちがう。

　なのに虎こ太た郎ろうは、これぽっちもこの状じよう況きようを喜べない。いや本能でしっかり喜んでる部分はあるんだけど、少なくとも理性としてはまるで喜べていない。

　理由は二つで、一つは例の、セリスが定めたルールに触ふれてしまうから。こんな場面を誰だれかに見られたら、ふしだらな行こう為いとされてアウト判定を食らい、アパートからの強制退居にリーチがかかる。

　そしてもう一つは──こっちの方が気持ちの面では大きいけど──相手が妹みたいに可愛かわいがってきた蒼海うみだってことだ。小さい頃ころから知っているし、時には面めん倒どうを見てあげたりもしていた相手なのに、ここでうっかり疚やましい気持ちを抱いてしまうと、後で確実に罪悪感で死にたくなる……！

　だから最悪の事態になる前に、一刻も早く蒼海にどいて貰もらわないとまずい。

　なのに肝かん心じんの彼女は聞く耳もたずで、自分の持つ携けい帯たい電話へと手を伸のばしていて──

「っ、分かった！　ほら、これでっ」

　これだと閃ひらめいた瞬しゆん間かん、虎太郎はパッと右手に持っていた携帯を、手首のスナップだけで投げ捨てた。

「あっ……！」



　案の定、それまでちっともどく気配の無かった蒼海の体がすぐに離はなれてくれて、虎太郎はどうにかなったと深々と安あん堵どの息を吐ついた。

　ややあってから流れ続けていた動画の音楽も止まり、曲と同じく慌あわただしかった部屋にようやく静けさが訪れる。

　起き上がりながら虎こ太た郎ろうは自分が放った携けい帯たいの方を見てみると、充電ケーブルに繫つながれていたからか、すぐ近くに転がっていた。それを拾ひろい上げようと蒼海うみが蹲うずくまっていて──急いでそこから目を逸そらす。余程慌てていたのか制服のスカートが完全に捲めくれ上がっていて、かなり危うい状態だったので。

　予想外過ぎる展開にまだ頭の中は軽くパニクッているけど、たぶんそれはこっちよりも相手の方が上だと思う。

　現に蒼海は涙なみだ目めになって、キッとこちらを睨にらみ付けてきた。

「……どうして、虎とら兄にいがこんなの聴いてるの？　全然興きよう味みないはずなのに」

「や、その、参考に誰だれかがあの曲を演奏しているのを聴きこうと思って……」

「じゃあ偶ぐう然ぜんなの？　こんな酷ひどい偶然……」

「……あ、半分くらいは偶然じゃないよ。今日、クラスメイトに流行はやってるって聞いたばかりの名前だったから、それで気になって」

　虎太郎の説明に、蒼海は困ったような顔で、むず痒がゆいのを堪こらえるように身を捩よじる。

　そしてじっとこちらを見つめ、

「……蒼海だって分かったのは、何で？」

「何でって、聞けば分かるよ。や、すぐには気付かなかったけど、蒼海ちゃんの声だし」

　この場に蒼海が現れなくても、正直時間の問題だったと思う。夕飯の席で顔を合わせたら、そこで気付いたはずだ。

　それに声だけでなく、もう一つ大きなヒントがあったんだから、虎太郎からすれば気付かない方がおかしい。

「あと、ギターに付けてる莵うさぎのぬいぐるみ、昔僕ぼくがあげたヤツだよね？　動物園に行った時のお土産みやげで」

「……………………」

　無言のまま、蒼海はこくりと頷うなずく。

　画像が少し粗あらいから気付くのが遅おくれたけど、小学生の時とはいえ自分があげたものがそこにあれば、流石さすがにピンとくる。

　話しているうちに自分だけでなく向こうも落ち着きを取り戻もどしたようで、蒼海は座ったままさっと衣服の乱れを直し、おずおずと携帯をこちらへ差し出してきた。

「……取り乱してごめんなさい。虎兄に聴かれるとは思ってなかったから」

「や、うん、気にしないでいいから。僕もびっくりしてて、急に訊きいちゃってごめんね」

「…………驚おどろく、よね」

　少し弱々しい響ひびきでそう言うと、蒼海うみは俯うつむいてしまう。

　どうしてそんな反応になるのかよく分からず、虎こ太た郎ろうは返す言葉に迷い…………けれどこのまま黙だまったままじゃまずいということだけは分かるので、会話だけでも続けないとと無理にでも話題を探し、

「ええと……夕飯の準備は大だい丈じよう夫ぶ？　鍋なべを火に掛かけたまま放置とかしてない？」

「……それは大丈夫。下した拵ごしらえは終わって、後は軽く火を通すのと揚あげるのだけだから」

「そっか、ならいいんだ。そういえばエプロンもしてないし……って、ベストやセーター着てないのも珍めずらしいね？」

　五月に入ってから少し暑い日もあったけど、基本的に蒼海はシャツの上に何かを重ねてから上着を着ていた。私服の時もパーカーを羽織ったりしているから、シャツだけの姿っていうのはなかなか見ないから新しん鮮せんだ。……まあ、だからこそさっきあんな際きわどい光景が成立してしまった訳だけど。

　またちょっと罪悪感が湧わいてくるが、それで気まずくなる前に返答が来た。

「エプロンして火を使うと、流石さすがに暑いから。それに……家の中だと、ジロジロ見てくる人もいないし」

「…………」

　少し訂てい正せい。重い空気で、一気に気まずくなりました。

　蒼海の言うところの『ジロジロ見てくる人』は、たぶん不特定多数の男子、もしくは街中とかですれ違ちがう男性のことを指しているんだと思う。かなり無防備な空そらなんかよく見られてるし、間違いないはず。

　……で、家の中なら平気っていうのはつまり、自分は信用されているってことで。

　……なのにさっき、もろにガン見してしまいそうになっていたという…………その信用、逆に心が痛い……！

　唯ゆい一いつの救いは虎太郎にも悪気はなく、『幼おさな馴な染じみのお兄さん』というピュアな存在のままでいたいみたいなちょっとキモいことを考えていたから、ギリギリで裏切らずに済んだってことだ。これでうっかり欲望丸出しになっていたら、今いま頃ごろ首を括くくる場所を探しに部屋を飛び出しているはず。

「虎とら兄にい？　どうしたの？」

「や、大丈夫、何でもないよ。それより、ああいう……えーっと、なんて言えばいいのかな？　発表というか投とう稿こうというか、やってるなら教えてくれれば良かったのに」

「……嫌やだよ。虎兄や空そら姉ねえみたいに蒼海のこと知ってる人に聴かれるの、恥はずかしいし」

「あ、空も知らなかったんだ？」

「そう。空姉には内ない緒しよだよ？　絶対だからね」

　ジロッ、と眼鏡めがねの奥おくで睨にらみを利きかせてくる蒼海だけど、しょんぼり雰ふん囲い気きが残っているからちっとも怖こわくない。可愛かわいいなぁ、って思うくらいだ。

　ともあれ、あの妹大好きな空そらに秘ひ密みつにしておきたいって気持ちはそれなりに分かるので、虎こ太た郎ろうは苦笑しながら頷うなずいた。

「空に知られると、全校生徒に触ふれ回るくらいしそうだもんね。三日もしたら町内中に知れ渡わたってそうだし」

「……大おお袈げ裟さじゃなく有り得るから嫌やなの。そんな形で知られても嬉うれしくないし」

「あ、だから顔を隠かくして投とう稿こうしてたの？」

　納得してそう言うと、何故なぜか蒼海うみは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめて、

「顔出しなんてしたらマイナスにしかならないじゃん。何言ってるの？」

「えっ？　でもほら、蒼海ちゃんなら人気出そうだよ？」

「なっ……それこそ何言ってるの？　そんなの目的じゃないし、そもそも蒼海なんかじゃ話にならないし……それに、今時ギター弾ひける女ってだけで人気出る程、甘あまくないんだから。虎とら兄にい、緩ゆるく考えすぎ」

「…………えー……？」

　シニカルな返しをされて、虎太郎は思わず首を捻ひねってしまう。

　小さい頃ころから知っているので贔屓ひいき目めもあるとは思うけど、その分を差し引いても、普ふ通つうに可愛く見える。姉の空やセリスみたいな明るい美人とは違ちがうし、雛ひな姫きみたいに精せい緻ちに作られた芸術作品のような美しさとも違うけど、クラス単位で考えると間違いなく上位に入る容姿なんじゃないだろうか？

　ちょっと地味めなのも文化系の感じでいいと思うし、眼鏡めがねを外せば姉に似て意志の強そうな顔立ちだし。それにあの胸むねは、正直反則だと思う。半分くらい雛姫やセリスに分けてあげても問題ないんじゃ、ってくらいのボリュームだし。空もかなり大きいけど、小こ柄がらな分だけ蒼海の方がより大きく見えて、男からすればかなり魅み力りよく的なはず。

　……まあ、そこを口に出してしまうような、デリカシーの無い真似まねはしないけど。

　代わりの言葉がすぐに思い浮うかばず虎太郎が困っていると、小さく息を吐ついた蒼海は持って来たＣＤをテーブルに置き、視線をＣＤジャケットに落としたまま話す。

「学校のテストみたいに点数が出る訳じゃないから、自分がどのレベルにいるか分からなくて、意見を参考にしようと思って投稿してるの。歌わずにギターだけ弾いてるのもあるし、コピーじゃなくてオリジナルのも。……下手へたすぎて聴きけたものじゃないのばっかだけど」

「そう、かな？　今聴いたの、かなり上手だったけど……」

「虎兄、あんまり音楽聴かないんでしょ？　なのに分かるの？」

　それは『適当なこと言わないで』というよりは、『無理して褒ほめてくれなくていいよ』ってニュアンスで、素っ気なさが蒼海らしい。姉と違って褒められるのは恥はずかしくて苦手みたいだから、こんな言い方になるんだろう。

　とはいえ、虎こ太た郎ろうとしても別にお世辞で言った訳じゃないから、ちゃんと伝わるように改めて話す。

「普ふ段だんから音楽を聴きく習性はないけどさ、それでもちょっとは分かるよ。少なくとも、記き憶おくの中の曲と一いつ致ちして思い出せるくらいには上手だったし」

「……ただ弾ひけてるだけだから。上手うまくはないよ」

「でも、ちらっと見た動画のコメントも、褒ほめてる人たくさんいるよ？」

「演奏に関係の無いコメントの方が、もっと多いじゃん」

　途と中ちゆうまでしか見てない虎太郎には、そう言われてしまうと返す言葉に困る。

「やらしい見方してる人のコメントばっかだし。音源だけよりも実際に弾いている動画の方が再生数が多くなり易やすくてアドバイスも貰もらい易いって聞いてたけど、実際は胸むねがどうとか太ふと腿ももがどうとか言ってる人ばっかで、あんなの──」

「ちゃんと技術的に良いって言ってくれている人もいたよ。確かに全体からみたら少ないのかもしれないけど、そこは素直に受け止めよう？　せっかく褒めてくれてるんだからさ」

「………………」

　そっぽを向いたままなので、蒼海うみの表情は窺うかがえない。怒おこったかもしれないし、うざいと思われたかもしれない。でも、これはちゃんと言わないといけないことだから、長い付き合いの年長者としては嫌きらわれてでも話しておくべきだ。

　……まあ、本当に嫌われたら猛もう烈れつにヘコむけど。何日かろくに眠ねむれないくらいはヘコみそうだけど。実際、妹を怒おこらせて一週間くらい無視された時は、寝ね不ぶ足そくが原因で体育の時間に倒たおれちゃったし。

　良くない想像が働いて先行入力でヘコみ始めた虎太郎だったが、蒼海が顔を上げてこちらを向くのが見えたので、暗い表情はしていられない。

　一度こちらを見て視線が合ったものの、すぐに蒼海はすっと目を逸そらし、

「まだまだ全然下手へただけど……虎とら兄にいの言うのも尤もつともだと思う」

「……うん。ごめんね、偉えらそうに説教なんてしちゃって」

「別に。虎兄がお節介で小言多いのとか、今いま更さらだし」

　酷ひどい言われようだけど、そういう風に受け止めてくれるなら、虎太郎としても嬉うれしい。同時に、やっぱり良い子だなー、とも思う。口調はちょっと皮肉めいた感じだけど、あれって要はありがとうとか、気にしなくていいよの代わりだし。

　出来たばかりの不安が一つ解消されたところで、もう一つ──放課後に抱えてしまった方の問題もどうにかならないものかと思い、虎太郎は再度問いかけてみた。

「ね、蒼海ちゃん。やっぱり僕ぼくらと一いつ緒しよに、軽音会のバンドに参加しない？」

「それは嫌やだ。人と合わせるの、苦手なの」

　あっさりとにべもなく断られ、手て応ごたえのなさに愕がく然ぜんとしつつ虎太郎はどうにか口元に笑みを浮うかべて、

「えーっと……み、皆みんなでやるのも楽しいと思うよ？」

「人と合わせるのが嫌やって訳じゃないの。人前に出て注目されるのが嫌だ」

「あー……」

　すっかり失念していたけど、そうだった。この子は結構な人見知りの、しかも若干男嫌ぎらいなところがある子だった。

　そんな蒼海うみに文化祭のステージに立てっていうのは……流石さすがに無理がある、かも。

　こうなると説得するのは厳しいだろうなぁ、と虎こ太た郎ろうは心の中で白旗を挙げる。あの動画を見て一いつ緒しよにやって欲しい気持ちはさらに膨ふくらんだものの、嫌いやなのを無理矢理、っていうのは違ちがうし。

　わざわざＣＤを貸しに来てくれたってだけでも有り難がたいし、これ以上は望まない方が……

「──練習なら」

「…………え？」

「虎とら兄にいの練習に付き合うだけなら、手伝ってあげてもいいよ」

「え、本当にっ？」

　諦あきらめかけていたところに思ってもみなかったまさかの申し出が来て、虎太郎は喜色ばんで身を乗り出す。

　そんなこちらの様子を見てか、何故なぜか更さらに無愛想な表情になってしまった蒼海が持って来たＣＤを指でなぞり、

「……知ってる曲だし。虎兄がどんな風にやるのか知らないから、役に立つかどうか分からないけど」

「や、凄すごく助かるよ！　誰だれかと合わすだけでも練習になるだろうし」

「……そ。ならいいんだけどね」

　相も変わらず素っ気ない口くち振ぶりでそう言うと、蒼海はすっくと立ち上がった。

「放課後は軽音会の練習があるだろうから、こっちは夜ね。夕ご飯を早めにするから、その後でいい？」

「うん、蒼海ちゃんがそれで大だい丈じよう夫ぶなら」

「……ん。それじゃ、宿題あるから」

　これで話は終わりということらしく、蒼海は部屋から出て行ってしまった。

　残された虎太郎は、妹分が消えていったドアと置いていってくれたＣＤとを交こう互ごに見やり、たった今起きたばかりの出来事を何度も思い返す。予想外のことが起きすぎて、まだ少し混乱している。

　ややぼーっとしてしまったまま、ふと蒼海に返して貰もらった携けい帯たい電話に視線をやり、待ち受け画面に戻もどっているそれを持ち上げて、

「……あの蒼海うみちゃんが、あんなことしてるなんてなぁ……」

　改めて考えてみると、これはかなり凄すごいことだ。

　小さい頃ころは引っ込こみ思案で、空そらや自分に付いて来る時も遠えん慮りよがちで、あまり自己アピールをするタイプじゃなかった。いくらかは今も同じだろうけど、ピアノの演奏会で緊きん張ちようして真っ青になっていた顔を思い出してしまうと、信じられない気分になる。

　ともあれ──全くの予想外ではあるけれど、自分としては喜ばしい予想外だ。

　中学に入って違ちがう学校になってから少し距きよ離りが出来てしまった妹分の幼おさな馴な染じみと、また仲良くやれる切っ掛かけになるかもしれない。……いやまあ、同じアパートに住んでいて縮ちぢまっていない距離がそう簡単に埋うまるような好都合展開は、まず無いだろうけど。

「……よし。どれだけのことをやるのかイマイチ分からないけど、頑がん張ばろう」

　それでも虎こ太た郎ろうは期待に胸むねを膨ふくらませ、翌日から始まる文化祭に向けての練習に、モチベーションを高めていた。










　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「そういえば、昨日は訊きけなかったんだけどさ」

「……何？」

　もうすっかり日が落ちて暗い中、街がい灯とうの明かりに照らされた道を、虎太郎達はそれぞれの楽器を持って歩いていた。

　昨日の約束通り、一いつ緒しよに演奏の練習をする為ために駅から程近いスタジオに行く途と中ちゆうで、虎太郎は少しだけ前を歩く蒼海へと問いかける。

「あの名前──ハンドルネームか芸名か分からないけどさ。あれ、どう読むのが正解なの？　『あいたま』でいいのかな？」

「……『藍あい玉ぎよく』が正解」

「あ、そうなんだ。どうしてその名前にしたの？」

　虎太郎としては、目的地に着くまでのちょっとしたコミュニケーションのつもりで、特に考えての質問じゃない。何となく格好いいからとか、そんな理由かもしれないし。

　それが意外なことに、

「アクアマリンの和名ですね。だからでしょう」

　答えてくれたのは蒼海じゃなくて、後ろからの声だった。

「え？　だからって……何で？」

　振ふり返って訊たずねると、虎太郎達から二歩離はなれて歩いていた雛ひな姫きは事務仕事をこなしている時と同じ淡たん白ぱくな表情で、

「アクアマリンという響ひびきと宝石の色が、蒼海さんの名前から連想出来ます。知らない人なら気付くことはまずないでしょうが」

「へー、なるほど。蒼海うみちゃん、そうなの？」

「……間ま違ちがってはない、けど…………それより」

　答えてくれたもののどこか不ふ機き嫌げんさも感じさせる声音で、足は止めずに振ふり返った蒼海が虎こ太た郎ろうを睨にらんできた。

　何故なぜそんな目をされるのか分からず動どう揺ようしていると、

「どうして、副会長も来る訳？」

　それをなんでこっちに言うのか。出来れば雛ひな姫きに直接訊きいて貰もらいたい。

　ただ、蒼海の疑問も尤もつともなので、虎太郎は数時間前のアパートへの帰宅途中に交わされた会話を思い出しながら答える。

「えっと、蒼海ちゃんに練習に付き合って貰うって話をしたらさ。雛姫さんも、それなら一いつ緒しよにやるって」

「実際に本番でも一緒に演奏する私もいた方が、合わせるのにいいと思いまして。個人的にも練習しておきたいですし」

「……そ。別にいいけど」

　それだけ言うと、また前を向いてしまう。心の弱い人ならあっさりと精神バランスを崩くずしてしまいそうな、含ふくみのある行動だった。

　現にメンタル面にはかなりの不安がある雛姫はあからさまに色を失い、そそっと近付いて来て虎太郎のシャツの裾すそを引き、

「あの……私、やっぱり邪じや魔までしょうか？　今すぐ帰った方が……」

「や、そんなに気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。蒼海ちゃんにとっては予想外だったから、確認の為ために訊いておきたかっただけじゃないかな。……たぶん」

　自分で言いながら多少の違い和わ感があったのは否いなめなかったので、最後に小声で付け足しておく。虎太郎としても、やや不機嫌そうな気配は感じていたので。

　それに蒼海の性格を考えると、何らかの理由で雛姫がいることをそんなに良く思ってなかったとしても、帰らせてしまうと自分の言動を物もの凄すごく後こう悔かいして、練習どころじゃないくらいヘコむ気がする。

　だから多少の方便を織り交ぜてでも、ネガティヴクイーンの称しよう号ごうを手に出来そうな雛姫を引き留めないと。ここで帰られたら皆みんなが精神に大ダメージ食らうことになるし。

　フォローを入れたおかげか雛姫が来た道をダッシュで戻もどる展開は避さけられたものの、ちょっと空気は重くなり会話は生まれないまま黙もく々もくと歩く羽目になった。

　夜も八時が近くなってきたせいか、学生よりもスーツ姿の社会人が増えた駅周辺を、商店街から少し外れた路地を行き、やがて一階に楽器屋の入ったビルに辿たどり着く。

　蒼海が迷わず入って行ったので続くと、入り口のすぐ右に地下への階段があって、そちらへ進む。どうやら上は楽器を取り扱あつかっていて、地下にスタジオ施し設せつを併へい設せつしている形になっているみたいだった。

　この手の場所に来るのは初めてで虎太郎が物もの珍めずらしげにキョロキョロしている内に、蒼海うみは手慣れた様子でカウンターに立つ女性店員に話しかける。そして何かの用紙に名前を書くと、すぐに「こっちだから」とスタジオの一室に先導してくれた。

「ここ、結構来るの？」

「それなりに。店長の趣しゆ味みで、使用者に女性がいると割引されるから」

　その言葉を聞いてここを利用して本当に大だい丈じよう夫ぶなのかと一気に不安になるが、虎こ太た郎ろうはその気持ちを吞のみ込こむ。常連みたいだし、店員も女性だったし、ただの考えすぎに違ちがいない。

　……とは思うものの、やっぱりもにょっとした蟠わだかまりは綺き麗れいに消えてくれなくて、さり気なく蒼海に訊きいてみた。

「あのさ、店長さんってどんな人か知ってる？」

「……？　さっき見たじゃん」

「へっ？　あの女の人？」

　間の抜ぬけた声が出てしまったけど、虎太郎はホッと安あん堵どの息を吐つく。

　良かった、やっぱりただの考えすぎで、同性に優しいタイプの──

「自称バイセクシャルなんだけど、いっつも女の子にばかり声掛かけてる。好みの可愛かわいい男はなかなかいないって」

「──やっぱりここは危険だ、早く出よう！」

　何も安心出来なかった。可愛くもなんともない自分はともかく、他の二人が危ない……！

　そんなこちらの危き惧ぐが伝わったのか、蒼海はちらりと雛ひな姫きを見て、

「終わったら副会長は声掛けられるだろうけど、別に大丈夫だよ。無理強じいはしないタイプだし、本気で口説くのはお酒の席だから未成年には手を出せないって」

「……それ、本当に安心出来るの？　むしろ不安要素が増えたよ？」

「二年くらいここ使ってるけど被害者は見たことないから、大丈夫だと思う」

「…………ならいいけど、ちゃんと注意しないと駄だ目めだよ？　雛姫さんだけじゃなくて蒼海ちゃんも可愛いんだから」

「…………」

　心配になってつい言ってしまうけど、蒼海は返事をしないまま重そうなドアの取っ手を引いて中へと入って行ってしまう。口うるさく言い過ぎたかもしれないが、これも兄心みたいなものだと思う。いや本当の妹じゃないし、向こうには実の兄もちゃんといるけど。兄以上にパワフルで頼たよりになる姉も。

　空そらに注意して貰もらった方が良いのかなぁ、などと虎太郎が思っている間に、蒼海は防音の為ためにもう一つ設置されているドアも開けて中へと移動する。

　その後に続くと、

「うわ……スタジオって、こんな風になってるんだ……！」

　思わず感想をそのまま口にしてしまったが、雛ひな姫きも少しだけ目を丸くしているので、やっぱり初見だと驚おどろくみたいだった。

　ドラムセットにいくつも置かれているアンプ、それに繫つながれている大きな箱型の機械は音を調整する為ためのものっぽい。譜ふ面めん台だいやらマイクスタンドやらと色々置かれているのでちょっと手て狭ぜまだけど、左手の壁かべが一面鏡張りになっているからか、実際より広く感じられる。

　学校の音楽室や視し聴ちよう覚かく室とは明らかに違ちがう設備に、虎こ太た郎ろうは初めて行く外国の土地に目を奪うばわれた人のようにぼーっとしてしまう。

　そこに、譜面台を引っ張ってきた蒼海うみが話しかけてきた。

「虎とら兄にい、あんまり時間無いから。すぐに始めるよ」

「あっ、ごめん！　すぐ用意するからっ」

　ハッとして慌あわてて荷を下ろし、放課後に軽音会の会長から渡わたされたギターを取り出す。

　基本的には普ふ通つうのエレキギターと変わらない……ように見えて、ネックの部分にボタンが五つ、縦たてに並んでいた。これを押おさえながら弾ひくと、そのボタンに対応した音が出るように改造されている。

「……これ、良く出来てるね。本物のギターを改造したんだ？」

「環たまき会長のお兄さん、十歳さい近く年が離はなれてて子供もいるんだって。それで子供にも簡単にギターが弾けるようにって、使ってなかったギターを改造して作ったらしいよ」

「試し弾きはしたんでしょ。どうだったの？」

「あー……それが、情けないことに難しかった」

　ボタンが五つしかないから簡単に出来る……と思いきや、これが意外と大変だった。

　放課後はラブらんの着ぐるみを着ていたから余計に、っていうのも勿もち論ろんあるけど、そもそも思い通りに指が動いてくれない。違う音を出してしまったり、二つのボタンを同時に押してしまったりして、二時間近い練習の間、散々な演奏しか出来なかった。

　文化祭まで一週間もない。これはかなりの練習が必要だと思い知らされる結果だった。

　なので放課後の練習では絶対に着ぐるみを着なくちゃならないとして、自主練習ではまともに弾けるようになるまで着ぐるみは無しで。ただ、本番ではやっぱり着ぐるみで演奏する訳だから、着ぐるみで弾くのも慣れないとまずい。

　どうにしろ、今のままだとかなり先行きは暗そうなので、頑がん張ばってひたすら練習するしかなさそうだった。

「やっぱり、譜面を見ながらなのがいけないのかな？　ちゃんと覚えたらもう少し余よ裕ゆうが生まれるのかも……」

「それはそうだろうけど、後回し。虎兄、ギターを持ってこっち来て」

「えっ？　譜ふ面めんは？」

「まだいいから。とりあえずこっち」

　ギターケースから取り出そうとしていた譜面をその場に置いて、虎こ太た郎ろうは言われた通りにギターを持って、スペースのある中央に立つ蒼海うみの元へ行く。途と中ちゆう、キーボードをセットしながらこちらを見る雛ひな姫きと視線が合ったけど、興きよう味み深そうな目をしていて、どうやら成り行きを眺ながめるつもりらしかった。

　まあ、放課後の練習でもかなり上手にキーボードを弾ひいていたので、雛姫は自分なりに練習するだけでも大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　問題は自分の方だけど、譜面無しで何をするんだろうと蒼海の言葉を待っていると、

「とりあえず、基本から行くから。虎とら兄にい、構えて」

「うん。よっ、と……これでいい？」

「アンプに繫つなぐから、そのまま。……ん、いいよ。ちょっと鳴らしてみて」

　言われるがまま、一番上のＡのボタンを押おしながらピックで弾いてみる。結構な音量でいくつかの音が重なり響ひびいたものの、蒼海が摘つまみを調節してボリュームを下げたようで、耳が痛くなるようなうるささは潜ひそむ。

「次、順に弾いて。上のボタンから、順番に。下までいったら折り返して、段々スピードを速くしていって」

　指示通りに続けて弾くと、ボタン毎ごとにまるで違ちがう音が鳴り響く。

　放課後の練習の時も思ったけど、やっぱり音を鳴らすと気持ちが良かった。本当ならちゃんとコードを押さえないといけないのをボタン一つで済ませていて楽だから、っていうのもあるのかもだ。

　それでも全くギターに触ふれたことの無かった虎太郎にはいくつかの音を続けて弾くのは難しくて、今もただ単にボタンを押す指を上下に滑すべらせるだけでいいのに、三往復もしない内にミスしてしまった。

　顔を顰しかめ、もう一度上から弾き直そうとすると、

「ストップ。やっぱり、根本的なところからやった方が良さそう」

「それは僕ぼくも賛成……で、具体的にどうすればいいの？」

「まず、どのボタンをどの指で押すかを決めて、それを守ること。上から……ＡＢＣで割り振ふってるなら、Ａの時は人差し指で固定する感じで」

「今みたいに上から順に弾く時とか、人差し指や中指だけでずらしていった方が楽なんだけど……それじゃ駄だ目めってこと？」

「押し易やすい指でやろうとすると、ＡからＤに、ＥからＢに行ってまたＥみたいに飛ばして押さないといけない時にミスをし易いから駄目。焦あせってもちゃんと指が正しく動くようにする為ためには、楽をさせない方がいいよ」

　そういうものなんだ、と虎こ太た郎ろうは深く頷うなずいた。確かにミスをする時は、焦あせりながら同じ指だけでボタンを押おしていたパターンが多い気がする。

「ボタンを押さえる方の手はあまり上下させないで。最小限の動きで押せるように、自分なりに決めて」

「分かった、ちょっと待ってて」

　改めて左手で一つずつボタンを押していき、上のＡボタンを人差し指、下のＥボタンを小指で押すことだけ決めて、他のボタンはどの指で押すかを決めて行く。

　一分程で大体決まり、何度か試してみてから、虎太郎は蒼海うみに頷いてみせた。

「決まったよ。ちょっと小指と薬指が使いにくいけど、慣れるしかないんだよね？」

「ボタンならそこまで時間は掛かからないと思う。それに、これからやる練習をすれば嫌いやでも慣れるはずだから」

　何やら不ふ穏おんな言葉がきた。しかも蒼海は上着のパーカーを脱ぬいでティーシャツ姿になり、臨戦態勢に突とつ入にゆうしている。

「………………っ…………大きい…………」

　……後ろからぽつりと雛ひな姫きの呟つぶやきが聞こえてきたけど、無視で。というか、こっちまで気になるから言わないで欲しいです。

「虎とら兄にい、そこの椅い子すに座って。ギターは支えるだけでいいから」

「うん……？」

　背もたれの無い丸椅い子すを指されたので、素直にそこに腰こし掛かける。と、蒼海が背中側に回り込こんできた。彼女の女の子らしさに溢あふれる大きな部分を努めて見ないようにしていたので、少しホッとする。

　見えなくなるからこれで妙みような意識はしないで済むと、安あん堵どの息を──

「まず、蒼海が手本を見せるから。よく見てて」

「っ……?!」

　後ろからの声が耳を擽くすぐった次の瞬しゆん間かん、背中に柔やわらかな感かん触しよくが当たり、虎太郎は思わず息を吞のんだ。

　姿は見えないけど、分かる。蒼海が自分に抱きつくようにしてギターに手を伸のばしているのが、背中や腕うでに触ふれる感触と体温で分かる……！

　しかも小こ柄がらだから密みつ着ちやくしないと上手うまくギターに触さわれないみたいで、こう、押しつける形に。おまけにやや上から覆おおい被かぶさる体勢にずれて、背中から肩かた、そして首の方へ柔らかな感触が移動して……うわもうヤバい、これはしばらく座ったまま動けない……！

　動どう揺ようしまくりな虎太郎を他所よそに、蒼海の左手はギターのボタンに添そえられて、ゆっくりと指を滑すべらせていく。

「こんな風に、『Ａ、Ｂ、Ａ、Ｃ……』って行ったり来たりさせるの。Ｅまで行ったら、次は同じように『Ｂ、Ａ、Ｂ、Ｃ……』って。これをちゃんと弾ひきながら、最後まで成功したらもう少し速度を上げて…………虎とら兄にい？　聞いてる？」

「きっ、聞いてます！　色々と聞こえてるから！」

　ただし説明だけでなく微かすかに心音まで聞こえてるのは、果たして大だい丈じよう夫ぶなのかどうなのか。少なくとも自分の中ではアウト。むしろ妹分にドキドキしている倫りん理り的にアウトな人になりかけている。

　その上、耳には喋しやべる度たびに息が吹き掛かかっていて、くすぐったさと共にゾクッとくるものがあって……いやもう、どうして性格の似ていない相あい羽ば姉妹なのに、こういう無防備なところはそっくりなのか……！

　注意したいけど、そうすると妙みような反応をしているのがバレてしまうので、言うに言えない。悶もん絶ぜつしてしまう状じよう況きようだ。

　視線はギターネックのボタンを押おす指にいくものの、注意は完全に背中から後頭部付近にかけての密みつ着ちやくゾーンにいってしまう。駄だ目めだって頭では理解しているはずなのに、本能部分がまるで言うことを聞いてくれない。

「ミスをしないようになったら、今度は指を見ないでやって。どのボタンを押しながら弾けばどの音が出るか、それを完全に頭と指に覚え込ませて」

「う、うん……」

「一時間それをやってから譜ふ面めんを見ての練習。譜面は今週中に覚えて、演奏中に見るのは確認だけで済むようにするの。そこまで出来てようやく、他の人と合わせての練習が効率的になるから」

　それで説明が終わったのか、後ろで感じていた感かん触しよくが離はなれる。残念以上にホッとして、虎こ太た郎ろうは思わず額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　──と、その時。

　ふと視線を感じて振ふり向けば、雛ひな姫きがこちらを見ていた。なんというか、道みち端ばたにポイ捨てをしたり電車内で大声で話したりする人を見るみたいな、真冬の鍾しよう乳にゆう洞どうより冷ややかな目で。

　……一気に周りの空気と体温が下がる感覚に襲おそわれ、虎太郎はすぐに視線を正面へと戻もどす。彼女にあんな目で見られたのは初めてだけど、どういう意味なのかは分かる。だってあれ、中学生の頃ころに空そらが抱きついてきたりプロレス技をかけてきたりするのを見た時の、妹の目とそっくりだもの……！

　特に悪いことをした訳ではないしそもそも自分から行動を起こしての結果でもないのに、何この理り不ふ尽じんな軽けい蔑べつのされ方。なのに抗こう議ぎするでもムカっとくるでもなく、『すみませんでした僕ぼくが悪かったです』と全力で平ひれ伏ふしたくなっているのは、どういうことなんだろう？

「それじゃ虎兄、やってみて。こっちは譜面の確認しておくから」

「……了解しましたー……」

「頼たのんでおいた通り、ギター以外のパートの譜ふ面めんも貰もらってきてくれた？」

「……うん…………そこに、曲ごとにクリップで留とめて置いてある……」

　居たたまれない気持ちに襲おそわれながら、虎こ太た郎ろうは背負ってきたギターケースを指差す。どういう意図か詳くわしく聞いてないが、今朝けさに蒼海うみからそう言われたので、学校で譜面をコピーして貰ってきた。

　ちなみに虎太郎用の譜面は特とく殊しゆなので、環たまきが書き下ろしてくれたものだ。大変だったろうに一日でやってきてくれた辺り、彼女の熱意が伝わってきた。

　そのことを思い出し、ちゃんと練習しなきゃと気持ちを切り替かえた虎太郎は、蒼海の教えてくれた練習を始める。

　最初なのでまずは弾ひかずに左手でボタンを押おす動きだけなぞっていると、

「蒼海さん。ちょっといいですか？」

「……何？」

　珍めずらしいことに、雛ひな姫きの方から蒼海に話しかける声が聞こえてきた。もしかしたら一ヶ月以上同じアパートで暮らしているのに、初めて見たかもしれない。

　指の動きは止めないまま虎太郎が雛姫の方を向くと、キーボードの用意を終えた優等生の友人は譜面の束を持つ蒼海を真まっ直すぐに見つめ、

「蒼海さんは私達が演奏する曲を弾ひけると聞いていますが、良かったら先に私と合わせてみてくれませんか？」

「……別にいいけど。どれをやるの？」

「では、一番有名な『Ｆｒｅｊａフレイヤ』でお願いします」

　それは虎太郎が見つけた動画で蒼海が演奏していた曲で、今回のバンドでは最初に演奏する予定になっている。これともう一曲が有名だから、最初に皆みんなが知っている曲をやって客を摑つかんでおこうってことらしい。

　なので放課後はこの曲の練習ばかりだったし、雛姫もずっとやっていた。他のはあまり聞いた覚えがなかったみたいだけど、これだけは知っていたらしい。

　タイトルを聞いた蒼海は小さく「分かった」と返して、自分の持って来たギターの準備を始める。

　この展開から完全に置いてきぼりを食らった虎太郎がそわそわしながら指だけは練習を続けていると、蒼海がチューニングやアンプに繫つなぐ作業をし、それから足下に小さな機材を置くのが見えた。

「蒼海ちゃん、その小さいの何？」

「エフェクター。音を変えたい時にペダルを踏ふむと切り替わるの」

「へー……そういうのもあるんだ」

　素人しろうと丸出しで感心していると、どうやら準備は終わったようで、ギターを軽く搔かき鳴らす。何気ない動きだけど、それでも虎こ太た郎ろうがやるのとは全然違ちがう。音も、さっきより音量がずっと大きいからっていうのもあるんだろうが、体に飛び込こんで来るような迫はく力りよくがあった。

「……ん。行けるよ」

「それではよろしくお願いします。出だしは任まかせてしまって大だい丈じよう夫ぶですか？」

「じゃ、副会長は自分のタイミングで入って来て。合わせるの慣れてないから、走っちゃうかもしれないけど」

　言って、蒼海うみが俯うつむき目を細める。

　雛ひな姫きもキーボードの上に指を置いて、小さく深呼吸をしていた。

　完全に傍ぼう観かん者しやの虎太郎は、二人の作る空気に押おされて後ろの壁かべ際ぎわへと移動し、鏡に映うつる二人の姿を黙だまって見つめ……

「っ──！」

　蒼海の肩かたが微かすかに跳はねた次の瞬しゆん間かん、スピーカーから聞こえてきた大音量のギター音に、弾はじき飛ばされそうになった。

　頭では錯さつ覚かくだって分かってるけど、きっと音に殴なぐられるっていうのはこういうことだと思う。でも決して不快じゃなくて、激しい音なのに不思議と耳も痛くならない。

　しかも昨日今日で何度も聞いた曲なのに、目の前で奏かなでられると全然印象が違う。ＣＤや放課後の練習と違ってドラムやベースの音も無いのに、鮮せん烈れつさはこっちの方がずっと強い。

　いきなり激しいギターの演奏から始まったけど、ややあってテンポはそのままで音が落ち着いてきた。いつの間にかキーボードも加わっていて、そのせいかもしれない。

「…………うわー……二人共、凄すごいなぁ……！」

　思わず零こぼれてしまった声は演奏で搔かき消されるが、本当に凄い。

　特に蒼海のギターを弾ひく姿を初めて目の当たりにしたけど、人の指ってあんなに速く滑なめらかに動くものなのかと驚きよう愕がくしてしまう。

　誰だれも歌ってなくて、ベースとドラムもいないけど、これが何の曲かは一発で分かる。放課後の練習の時、手本として環たまきさんが弾いてくれた改造ギターでの演奏じゃあまりピンと来なかったのに、これは知ってる人なら誰でも分かるはず。

　サビの部分になると更さらに盛り上がりは増して、激しいのに疾しつ走そう感のある軽快な演奏がスタジオを埋うめ尽つくす。

　もう虎太郎はぽかんと口を半開きにしたまま、ただただ驚おどろくしかない。ちゃんとしたギターでちゃんとした演奏をすると、こんなにも違うんだってことを初めて理解した。環が料理に例たとえていたアレも、今なら分かる。

　──やがてサビも終盤を過ぎて、消え入るように細く鳴く音を最後に演奏は終わった。

　ただ、さっきまでの音が耳の奥おくに強く残っていて、まだ演奏が続いているみたいだ。それに頭がふわふわするというか、昼ひる寝ねから強制的に起こされた時みたいに半分くらい夢の中にいる感じがする。

　虎こ太た郎ろうがハッキリしない頭を強く振ふっていると、ギターを外した蒼海うみが額ひたいに浮うかんだ汗をタオルで拭ぬぐいながら、

「……こんな感じだけど。どうだった？」

　それは虎太郎にではなく雛ひな姫きへの問いかけで、訊きかれた当人は普ふ段だんより紅こう潮ちようした頰ほおに手の甲を当て、ぽつりと答える。

「……良かったです。思っていた以上に、凄すごく」

「そ。ならいいけど」

　素っ気なく返すと、蒼海はタオルを首に掛かけてこちらを向き、

「じゃ、虎とら兄にいは練習してて。外で水分補ほ給きゆうしてくるから」

　それだけ言うと、財布を手にさっさと部屋から出て行ってしまった。

　ドアの向こうに小さな背中が消えて行くのを見送った虎太郎は、演奏の余よ韻いんにまだ吞のまれつつ、両手でギターを握にぎり締しめる。あんな風に弾ひくのはまず無理だけど、目の前でああも格好いい演奏をされると、少しでも近付きたいって思ってしまう。

　ただし現実には初心者用特殊改造ギターでも覚おぼ束つかないので、まずはこれを弾けるようにならないと。

　気持ちも新たに虎太郎は練習を再開しようとして……ふと、鏡に映うつる雛姫の姿が目に入り、思わず近付いて声を掛けた。

「雛姫さん、どうかしたの？　ぼーっとしちゃってるけど」

　声に反応して振り向いた雛姫は、心ここにあらずって感じのとろんとした表情だった。頰も赤いままで、何も知らずに見たら風邪かぜかと思ってしまうような様子だ。

　こっちを見る目もどこか遠くを見るようで、それがちょっと色っぽいから虎太郎がドキドキしてしまっていると、

「何でもありません……ただ、ちょっと蒼海さんの演奏に驚おどろいてしまって」

「あ、うん。蒼海ちゃん、上手だったね」

「技術的なことはあまり分かりませんが、あんなに音に感情が乗るものなんですね。それに吞まれてしまって…………はぁ……」

　熱っぽいため息を漏もらし、雛姫は首を傾かしげるようにしてドアを見る。

「あれだけ圧あつ倒とう的な音の波が本番では無い、というのは惜おしい気がします。虎太郎くんのギターがちゃんと入るなら形としてそう悪くないものになると思ってましたが……あれを聴きいてしまうと、どうしても物足りなく感じてしまいます」

「……そうだね。そこは僕ぼくも同感」

「あっ、でも、これは虎太郎くんが悪いという訳ではなくてですねっ。培つちかってきた技術の差を埋うめるにはどうしても時間の問題が出て来るというだけで……！」

「や、そんな必死にフォローしてくれなくても平気だよ？　十分理解してるから」

「ほ、本当ですか？　私が、虎こ太た郎ろうくんが経験不足のテクなしだから物足りないと言っている訳ではないと、ちゃんと分かってくれてますか……!?」

「むしろ今の一言に傷ついたよ！　事実をそのままに言うのはいいけど、ニュアンスってものを考えてくれないかな?!」

　殆ほとんど叫さけぶように抗こう議ぎしながら、ここが室内で本当に良かったと虎太郎は心底から思う。もし学校で、しかも教室とかで同じことを言われていたら、皆みんなにどんなレッテルを貼はられていたか。もう想像するだけでも恐おそろしい……！

　ただし言った当人はあんまり理解していないようで、やや不思議そうに小首を傾かしげていた。とても可愛かわいいけど、だからこそ発言には細心の注意をして欲しい。

　……とはいえ。

　雛ひな姫きが言いたかったことは、虎太郎も分かる。蒼海うみがギターを弾ひいているのを実際に聴きいて、そう感じない方がおかしい。

「こればっかりは本人の気持ち次第だから、ね。惜おしいなぁ、って思うけど」

　惜しいのは、蒼海の弾くギターもそうだけど、歌声の方もだ。高くて透とう明めい感のあるタイプとは逆の、聴いていて震ふるえそうになるくらい力強さと訴うつたえかけるものがあった。携けい帯たいで動画再生してあれだけいいなら、生で聴いたらどれだけのものなのか。想像すると、ちょっとゾクッとくる。

　それでも、やっぱり本人にその気がないなら、無理にステージへ引っ張り出す訳にはいかない。

　こうして練習に付き合ってくれるってだけでも感謝しないと。

「とりあえず、少しでも足しになるよう、僕ぼくも頑がん張ばるよ。本番では着ぐるみ着てやらないとなんだから、素の状態で出来ないと話にならないし」

「……私も、もっと頑張ります」

　雛姫の方も蒼海の演奏に感じるところが多々あったみたいで、そう言う瞳ひとみは真しん剣けんみを帯びて鋭するどく輝かがやいていた。

　──その後、それぞれで自主練を始めてすぐに蒼海も戻もどって来て、いよいよ本格的に練習へと突とつ入にゆうし。

　長いかなと思っていた予定の二時間は、あっという間に過ぎていった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「トラトラ、ちょっといい？」

「ん……何？　疲つかれてるから明日にしてくれると嬉うれしいんだけど」

　放課後は軽音会の人達と、夕飯後は蒼海うみ達とそれぞれ練習をした結果、心身共に疲つかれ果ててしまい、ぐったりと布団に俯うつぶせで倒たおれていたところ。

　ノックもせずに部屋に入って来た横暴な幼おさな馴な染じみは、当然のように虎こ太た郎ろうのお願いなんて聞いてくれず枕まくら元まで近付いて、しゃがみ込こんで頭をぐりぐりと触さわってきた。

「あのさ、さっきまで出で掛かけてたじゃん？　ウミも一いつ緒しよだったみたいだけど、何やってたの？　アパートだとバレたら怒おこられるから外でエロエロなことやってたの？」

「……あのさ、空そら。妹を何だと思ってるの」

「だって、ウミすっごい可愛かわいいじゃん。優しいしご飯作るのも上手だし、しかも背は低めなのにあたしよりおっぱいおっきいし！　いくらヘタレなトラでも思わず手を出しちゃっても仕方ないと思ってさー」

「いや無いよ。可愛いのを含ふくめて殆ほとんど同意だけど、そこは無いよ」

　本当に何を言っているんだろう、この姉は。万が一にもこっちが『確かに』って思ってその気になったらどうするつもりなのか。あと、何気なしに盛り込まれていたサイズ情報はドキドキを誘ゆう発はつするから言わないで欲しかったです。

　内心の動どう揺ようを悟さとられないよう、虎太郎は一度ため息を挟はさんで気を落ち着かせてから、空からの質問に答えた。

「バンド練習しに行ってたんだよ。雛ひな姫きさんも一緒に」

「へー？　ウミも参加することになったんだ？」

「や、練習を助けてくれてるだけ。ギターの弾ひき方とか、演奏合わせてくれたりとか。蒼海ちゃん、ギターだけじゃなくてベースも弾けるんだね」

　一時間強の自主練の後、合わせる形での練習に移ったのだけれど、その時に蒼海はベースを弾いてくれた。楽がく譜ふはその為ためのもので、虎太郎達が自主練している間に蒼海もベースの練習をしていたらしい。何か弾いてるのは見て分かっていたけど、アンプに繫つながってなくて音が聞こえなかったから全然気付かなかった。

　本人曰いわく『ギターより更さらに下手へた』ってことで、確かに環たまき会長より拙つたない感じはしたけど、それでも十分弾けていたと思う。

　空は知っていたのかな、と疑問が浮うかんで見てみれば、何やら自じ慢まん気げに胸むねを張る姿がそこにあった。

「まあね、そこはウミだからね！　ギターもベースもアニキが持ってたんだけど、間ま違ちがいなくうちで一番上手なのはウミだもん」

「あー、陸りくさんが。そういえば僕ぼくらが小学生の時、『バンドブームが到とう来らいした！　俺おれの中で！』って言ってたね。その時に色々買ってたのかぁ」

「バイトと筋トレ以外は長続きしないけど、ウミの役には立ったから良かったよ。ついでにあたしもギター弾けるようになったし」

　普ふ通つうは『ついでに』で弾ひけるようになるものじゃないと思うけど、この幼おさな馴な染じみはあっさりと言ってのける。どれだけチート性能なんだと呆あきれるものの、長い付き合いだから今いま更さら感も強いので、虎こ太た郎ろうはのそのそ起き上がりながら苦笑した。

「おかげで僕ぼくとしては凄すごく助かるよ。本当は本番でも一いつ緒しよに演奏出来ればいいんだけどね」

「やりたいなら頼たのめばいいじゃん？」

「もう頼んだけど断られたし。あんまりしつこくするのも良くないしさ」

「んー……トラが本気で頼めば、ウミなら断らないと思うけどなー」

　そんな風に言うけど、実際に断られた身としては反応に困る。冗じよう談だん半分で言ったようには聞こえなかったはず……と信じたい。

　と、訊ききたいことは聞けたからか、しゃがんでいた空そらがすっくと立ち上がり、

「まっ、最悪あたしが助けてあげるよ。そうならない方がいいけどね」

「僕もそう願う……というか、ならないように頑がん張ばるよ。空も、ギターの練習頑張って」

「どちらかというと頑張るのは衣装集めかなー」

「…………キミは何を頑張る気なの……？」

　不ふ穏おんな発言に思わず突つっ込こんだものの、空は悪戯いたずらっ子の笑みを浮うかべるだけで返事はしてくれず、そのまま部屋から出て行ってしまう。あの顔は、どう考えてもろくでもないことをするつもりだ。

「……まあでも、今回はいっか」

　空のことだから盛り上がるプランなのは間ま違ちがいないし、被害を受けるとしたらセリス達のグループだし。そっと聞かなかったことにしよう。

　そんな人としてちょっとどうかと思う考えをしてしまうくらいに疲ひ労ろうに体を支配されていた虎太郎は、いつの間にやらウトウトと眠ねむ気けに襲おそわれ……

　そのまま布団の中に潜もぐり込み、普段より随ずい分ぶんと早く眠りに就ついた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　月末に控ひかえた文化祭まで残す日々は僅わずかで、しかも授業は通常通り。生徒会の業務も普通にある。

　なのでバンド練習に全力投球する訳にもいかず、虎太郎達は今いま更さらながら時間の大切さを嚙かみ締しめることになった。せめてもう一週間あれば……と思いはするけど、頼まれた理由がメンバーの病欠だから、そこは言っても仕方ない。

　それでも家に帰ってからも練習し、早朝に登校してＨＲ前まで皆みんなで合わせたりしているうちに、段々とそれっぽくなってきた。

　着ぐるみの手ではボタンが押おし難にくくてミスもあるけど、環たまきが気を利きかせて難所の音を少なく削けずってくれたおかげで、致ち命めい的なミスはほぼ無くなった。完成度としてはまだまだだろうけど、それでも聞かせられるものにはなってる……と思う。

　元々は五曲やる予定だったところを四曲に減らして貰もらい、ミスをしても演奏を止めたりその後に引きずったりしないように出来るようになってきて、それでようやく──というのが我われながらちょっと情けないけど。何でもすぐに出来るようになる幼おさな馴な染じみや要領の良い妹とは違ちがうので、そこは勘かん弁べんして貰いたい。

　この分なら軽音会の人達に迷めい惑わくを掛かけずに済むかな……と思えるようになった頃ころには、もう文化祭二日前になっていた。




「──よし、今日はここまでにしよう」

　そろそろ下校を促うながす放送が流れるかな、という時間まで視し聴ちよう覚かく室で練習を続けていた虎こ太た郎ろう達は、環たまきのその声でそれぞれの楽器から手を離はなした。

　本番まであと二日しかないから、少しでも長く練習していたい。とはいえ、走ったり泳いだりするみたいに全身を使う訳じゃないけど、楽器を弾ひくのもかなり体力がいる。

　しかも着ぐるみを着ている虎太郎にとっては暑さの方も問題で、二時間以上に及およぶ練習の結果、もうかなりふらふらになっていた。

　……ただ、今日に限って言うと、自分よりふらふらな人がいるけど。

《あのぅ、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですかぁ～？》

「大丈夫さ。あたしの体だ、あたしが一番よく分かってるよ」

　今日何度目になるか分からない質問を再度口にすると、環は疲つかれた笑みを口元に浮うかべる。格好良くて似合ってるけど、そんなことを言ってられない顔色なのが問題だった。

　環の顔は真っ赤で、しかも目にどことなく力が無い。もう完全に、誰だれがどう見ても体調不良だ。これをスルー出来たら逆に凄すごい。

　練習が始まる前、視聴覚室に最後に現れた環は明らかに顔が赤くて息いき遣づかいも荒あらかったので、全員で『大丈夫ですか？　体調、悪いんじゃ……？』と口々に訊たずねたものの、それに対する返答が『ちょっとダッシュで来たからさ。問題ないね』というものだったので、半信半疑で頷うなずきはした。ただ、その後も顔色はそのままだし、ふらついたり歌の後で放心状態だったりしていたので、体調不良なのは明らかだ。なのに歌声は力強いし、ベースの演奏もいつも以上に気合いが入っていてミスもないしで、中止を強く訴うつたえ難にくい状じよう況きよう。

　合間合間の休きゆう憩けいで説得しようとしては失敗し、結局時間ギリギリまでやってしまった。

「……あの、本当に大丈夫なんですか？　こう言うと気を悪くされるかも知れませんが、環先せん輩ぱいが病欠になれば出演も中止にする他ありませんが……」

「なんだい、お人形さんみたいな顔をしているのに随ずい分ぶんと心配性だね。安心しなよ、本番の当日はキッチリ治しておくから」

《……ということはぁ、やっぱり今は……》

「いつものことだよ。あたしさ、大きなイベントの前には必ずっていうくらいに体調を崩くずすんだ。でも一日空あければ、当日には絶好調になってるんだよ」

　それって単に、病気明けで色々とハイになっちゃってるだけじゃないんだろーか？　治りかけの時って妙みように体が軽く感じられるし。

　虎こ太た郎ろうが不安を倍増させていると、環たまきは額ひたいに貼はり付いた前まえ髪がみを指で後ろに流して、

「だから済まないけどね、明日の練習は休ませて欲しいんだ。というか、学校にも来ないつもりだよ」

「体調不良なら致いたし方ありませんが……本当に、明後日あさつてには快復しているんですか？」

「いつも通りなら、ね」

　不敵に笑ってみせるけど、どう考えても格好付けられる場面じゃないです。もし治らなかったらボーカルとベースがいなくて、ドラムとキーボードに無いよりはマシ程度のギターを弾ひくキモい着ぐるみの三人編成だ。やる前から終わってる。

　こうなると明後日には良くなっているという本人の言葉を信じるしかないが、

「……っと、済まないが今日は先に帰らせて貰もらうね。さっきから皆みんなが分ぶん裂れつして見えて、ちょっと気持ち悪くなってきた」

《……早く家に帰って休んでください～》

　本当に大だい丈じよう夫ぶなのかなこれ、と思わざるを得ない。下手へたしたら入院するレベルでヤバい可能性まである。

　ベースを担かついでふらふらと視し聴ちよう覚かく室から出て行く環を虎太郎が不ふ審しんの目で見ていると、一人にさせるのはまずいと思ったのか、ドラム担当の背の高い女生徒が慌あわてて追いかけていった。

　残されたのは着ぐるみを着た虎太郎と雛ひな姫きだけ。ドラムセットは置きっ放しだけど、明日はどのクラスも視聴覚室を使わないらしくそのままにしておいて大丈夫なので、後は鍵かぎを返しに行くだけだ。それは本来なら会長の役目だけど……まあ、信しん頼らいの篤あつい生徒会副会長の雛姫が行けば問題なさそう。

　問題があるとすれば、

《……本当に明後日、大丈夫なのかなぁ～》

「少し……いえ、かなり不安ですね。こうなると心配しても仕方ないですけど」

　雛姫の言うことは尤もつともで、虎太郎は頷うなずくしかない。

　本人の言う通り、本番にはピンピンしていてベストコンディションになってくれているのを期待するしか。あとは自分の方で練習を怠おこたらず、少しでも当日にいい演奏を出来るよう頑がん張ばらないと。

《ボクは帰ってもう少し練習するね～。雛姫さんはどうするのぉ？》

「私は本屋に寄ってから帰ろうかと思います。職員室に鍵を返しに行って、それから生徒会室に戻もどりますので、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰りましょう」

《本屋に行くんだよねぇ？　ボクも一緒に行こうかな～》

　最近、ギターの練習ばかりですっかり忘れていたけど、そろそろ楽しみにしていた漫まん画がの続きが単行本になっているはず。休きゆう憩けいの時に読めばいい気分転てん換かんになるに違ちがいない。

　……と、虎こ太た郎ろうがその気になっていると、何故なぜか雛ひな姫きがそわそわと視線を彷徨さまよわせている光景が目に入った。

「あ、あの、私は少し本を選ぶのが長くなってしまいますから、違う日にした方がいいんじゃないでしょうか？」

《……え？　そんなの、別に気にしないけどぉ……？》

「う……あっ、そうです！　生徒会の仕事でやり残したものがありましたっ。私はそれを終わらせてから帰宅するので、虎太郎くんは先に──」

《……もう下校の時間になっちゃってるよぉ？》

　あと五分もせずにチャイムが鳴り、許可を得ていない生徒はそこから十五分以内に帰宅しないといけない。生徒会役員だから、当然雛姫も知っているはずだ。

　普ふ段だんなら絶対にしないはずのミスに、人前では冷れい静せい沈ちん着ちやくな生徒会副会長があからさまに動どう揺ようして忙せわしなく手をグーパーさせながら、

「あの、あのっ、先に他に寄るところもあるので！　ですから一緒に本屋へは行けなくて、ですね……！」

　なんかもう必死だ。付いて来られたら一巻の終わり、みたいな顔になってるし。

　ただ、その様子に虎こ太た郎ろうはピンと来るものがあって、着ぐるみの頭部を持ち上げてずらし、じとっと不ふ審しんの目で雛ひな姫きを見つめる。

「……そういえば雛姫さん、こないだ一いつ緒しよに本屋に行った時、何か予約してたよね？」

「そっ、そんなこともあったでしょうか……」

「あの時、『どんな本を予約したの？』って訊きいたら頑かたくなに教えてくれなかったけど……もしかして、その本……」

「ち、違ちがいますよ?!　女子中高生でも買える、健全な本ですからっ！　ほんの少し描びよう写しやに芸術的な部分もあるだけで！」

　この反応、やっぱり普ふ段だんからちらほらと見え隠かくれしている怪あやしい知識の元になっている類たぐいの本を買いに行くらしかった。

　それを恥はずかしがるのはある意味成長だけど、買わないって選せん択たく肢しはないみたいだ。というか、誤ご魔ま化かすなら一緒に本屋に行っても今日は我が慢まんすれば……いや、無理か。だって予約してまで確実に欲しかった本だものなー。

　虎太郎が微び妙みような納得の仕方をしていると、その沈ちん黙もくをどう感じたのか雛姫は更さらに焦あせった様子で両手をバタつかせる。

「ち、違いますよ？　本当に純愛を描いた本で……ただちょっと出会いの形と確かめ合う方法が特とく殊しゆなだけでですね……！」

「いやもういいから。墓穴掘ほるだけじゃなくて供養と墓石の用意まで自分でしなくていいって……」

　アウト要素しか見当たらないので虎太郎は諦あきらめの気持ちでそう言うと、残念顔を見られないよう着ぐるみの頭を被かぶり直す。

　そして全身で『本当に違うんです！』とアピールしている雛姫に、

《それじゃ、ボクは先に着き替がえに戻もどって、そのまま帰るからぁ。雛姫さん、戸と締じまりよろしくねぇ～》

　せめてもの情けでこれ以上この話題は引っ張らないようにして、虎太郎はそそくさと視し聴ちよう覚かく室から出た。

　ドアが閉まる直前、中から「誤解っ、誤解をされていま──」と聞こえてきたけど、ガン無視で。

　虎太郎はラブらんの格好で出来る限りの最大速でその場から走り去り、残念すぎる友人の件はお互たがいの為ためにも無かったことにしよう、と心に決めた。



　着替えも終わり一人での帰り道、辺りはもう随ずい分ぶんと暗くなり始めていた。

　もうすぐ六月になるが、日が高くなったって感じはあまりしない。ただ、日が暮れてもあんまり寒いとは思わないので、着実に夏は近づいているらしかった。

　六月になれば修学旅行もあるし、それが終わればもうすぐに期末テストだ。その後はお待ちかねの夏休みで──そこまで問題なく過ごして他の住人からＮＧ判定が出なければ、引き続きあのアパートで暮らせる。

　どこにも行く場所がなくて困っていた時は、一学期の間だけでも住まわせて貰もらえたら御おんの字、夏休み中に一人暮らし出来る家を探せばいいやと思っていた……けど、今はちょっと違ちがう。出来るならあのアパートで、皆みんなと一いつ緒しよに暮らせたら楽しいと思う。

　その為ためには皆の信しん頼らいを勝ち取らないといけない訳だけど……正直、どうしていいものやら。意識して誰だれかに信用して貰おうなんてしたことないから、方法がちっとも分からない。

　とりあえず虎こ太た郎ろうの出来ることといえば、今回みたいに誰かの手伝いをしたり、ラブらんとして生徒会の役に立てるよう頑がん張ばったりするくらいだ。

　具体的な方針はまとまらないまま、アパートまでの距きよ離りが残り半分を切った辺りで、

「……ん？　あれは……」

　前の方で、駅方面へと繫つながる路地から出て来る人ひと影かげがあった。

　少し離はなれているし薄うす暗ぐらいから分かりにくいけど、あれは蒼海うみだ。スーパーに行っていたのか、学校の鞄かばん以外に買い物用マイバッグを持っている。

　すぐに虎太郎が小走りで近付くと、足音に気付いてか蒼海が素早く後ろを振ふり返り、首に掛かけている大きなヘッドホンが揺ゆれるのが見えた。

「……虎とら兄にい？」

「や、奇き遇ぐうだね。同じ所で暮らしてるのに、なかなかこういうの無いし」

　帰宅中に偶ぐう然ぜん会うのは初めてなんじゃないかなー、と思い出しながら虎太郎は蒼海の持っていたマイバッグの持ち手部分を摑つかむ。

「あ……」

「僕ぼくが持つよ。荷物運びくらいなら僕でも出来るし」

「でも……重いし……」

「重いなら尚なお更さらだよ。ほら、貸して」

　殆ほとんど相手の手から抜ぬき取るようにマイバッグを持つと、思っていたよりずっしりと重さが来る。何が入ってるのかなとちらりと中を見たら、まるっと大きなキャベツが一玉入っていた。そりゃあ重いわけだ。他にも肉とか味み噌そとか入ってるみたいだから、アパートまであと五分くらいだけど持つのを代わることが出来て良かった。

「──バンドの調子、どう？」

　これだと今日のご飯は何になるんだろうなぁ、と虎太郎が早くも夕飯に心奪うばわれ始めていたところに、小さな声で蒼海が語りかけてくる。

　ちらりと隣となりを見てみれば、視線は前を向いたまま。横顔はどこか素っ気なくて、単に思い浮うかんだ世間話を口にした、って感じだ。

　でも付き合いが長い自分には分かる。優しい蒼海うみのことだから本当は凄すごく気になっているんだけど、参加しないと言っているのに踏ふみ込こんでいいのか迷っているんだと思う。

　そこまで気を遣つかわないでもいいのになぁ、と微笑ほほえましい気持ちになり……かけたものの、同時に今日あったばかりのハプニングを思い出してしまい、笑みが強こわ張ばる。

「あー……ちょっとまずい、かな」

「……どういう風に？」

「会長の環たまきさんがね、体調崩くずしちゃって。明後日あさつてには治るみたいなこと言ってたけど、普ふ通つうに考えたら全快は厳しいと思うんだよね」

　明日一日休むことを考こう慮りよすれば、治っても不思議じゃない……とはいえ、逆に言えば、もっと悪くなっていてもちっともおかしくない。

　虎こ太た郎ろうとしては環の言葉を信じるしかないっていうのがもどかしいところだ。

「蒼海ちゃん、中等部の時に短い間だけとはいえ同じ部だったんだよね？　環さんって昔からそうだったの？」

「知らない。でも、体が弱くて休みがちだったのは覚えてる」

「そっかぁ……」

　なら、自分の体との付き合い方もよく分かってるはずだ。環が治ると言ってたのも、単に強がりって訳じゃないんだろう。

　しかし不安なのには変わりなくて、虎太郎は気を紛まぎらわそうと、隣となりを歩く年下の幼おさな馴な染じみに話題を振ふった。

「そういえば蒼海ちゃんも小さい頃ころは体が弱かったよね。よく熱出してたし」

「昔の話じゃん。今は人並みに健康だし」

「そうだね。中学に上がってからあんまり会わなくなっちゃったから、小学生の時のイメージが強く残ってるのかも」

　同じ学校だった小学生の時と違ちがい、中学から愛まな杜もり学園に入った蒼海と会う機会は一気に減った気がする。火事の翌日、空そらに連れられて行った『コーポ玖く臥が』で再会したのも、何ヶ月振りかだったし。

「本当に、小学生の時に比べると蒼海ちゃん随ずい分ぶんと変わったよね」

「……体型のこと？　今よりずっとデブってたから……」

「や、そうじゃなくて、雰ふん囲い気きが。昔は空にくっついて隠かくれてるって感じだったから」

　あの恐こわがりで内気な女の子が……と思うと、ちょっと感かん慨がい深いものがある。確かに体型も違うけど。まさかこうも瘦やせて、なのに胸むねはハイパーなサイズだなんて奇き跡せきが起こるとか、予想出来る方がどうかしてる。

　考えてしまうとついうっかりそこに注目してしまいそうで、虎太郎は意識して視線を上にずらし、蒼海うみの顔を見た。

　すると向こうもこちらを見上げていて目が合った……ものの、それは一いつ瞬しゆんだけで、すぐに視線を逸そらされてしまう。

「いつまでも空そら姉ねえや虎とら兄にいを頼たよってられないし。学校も違ちがうから」

「同じ小学校に通っていた時はよく一いつ緒しよに登下校もしたのにね。空が遅おそくまで遊んでるから、僕ぼくが蒼海ちゃんを送ることも多かったっけ」

「……あれ、迷めい惑わくだったよね。ごめんなさい」

「えっ?!　や、全然だよ。習い事してたあかりと違って僕は暇ひまだったし。あっ、違う、暇潰つぶしとかそういう意味でやってたんじゃないよ?!」

　慌あわてて否ひ定ていすると、ほんの僅わずかだけど蒼海が口元に笑みを浮うかべてくれた。

　けれどそれもすぐに消えて、表情に暗い影かげが落ちる。

　その横顔に、虎太郎は見覚えがある。小学生の頃ころに二人で歩く帰り道で、蒼海がよく浮かべていたのと似ていた。

　小学生時代──同じ学校の一つ上の学年にとても目立つ姉がいる影えい響きようで、どうやら蒼海の方もかなり注目されていたらしい。……らしい、というのは後で妹のあかりから聞いたからで、虎太郎はそんなこと全然気付いていなかった。

　同級生だけでなく上級生からも下級生からも『あの相あい羽ば空の妹』と認識されていたものの、姉と違って蒼海は内気で大人しい性格だ。それでいて太めの体型だったせいか、心ない男子生徒から軽い苛いじめを受けていたみたいだった。

　虎太郎が知っているのは妹からの情報だけなので詳くわしくは知らないが、殴なぐられるとか物を隠かくされるとかまではされてなくて、変なあだ名で呼ばれてからかわれる程度の、軽いもの……らしいけど。

　実際にそれを受けた蒼海がどう思うか、どう受け止めてしまうかは、別の話だ。

　段々と暗い表情を見せることが多くなって、虎太郎も心配してどうかしたのか訊きいてみたけど、当時は答えて貰もらえなかった。優しい子だから自分に相談をしたら最後、言ってきた連中が悲ひ惨さんなくらい姉の手でボコボコにされると分かっていたからだと思う。

　なので二人きりの帰り道、時には泣なきそうな顔をしていた蒼海に、虎太郎はひたすら話しかけて話題を振ふり、反応が薄うすければ一人で喋しやべり倒たおしていた。

　それは妹のあかりが問題を解決してくれてからもしばらくの間続いたけれど、さっき蒼海が謝ったのはその頃のことだろう。

「……僕は何も知らずにいつも通りにしていただけだしさ。迷惑だなんてちっとも思ってなかったし、謝られるようなことはしてないよ」

「ん……でも、蒼海は感謝してるよ。お礼を言うの遅くなっちゃったけど」

　こちらの顔を見ながらそう言って、でもすぐにまた前を向いてしまう。

　ただしさっきまでの陰かげのある表情ではなくて、むすっとした感じになっていた。ちょっと下した唇くちびるを嚙かむ仕し種ぐさもあるし、これはあれだ、照れ隠かくしだと思う。小さい頃ころからの癖くせだから、たぶん間ま違ちがいない。

　相あい羽ば蒼海うみ用の経験値がそれなりに高くて良かったと本気で思う。だってこれ、何も知らないと怒おこってるっぽい感じに見えるし。

　虎こ太た郎ろうがホッとしつつ、不器用な蒼海の可愛かわいらしさに微笑ほほえましい気分になっていると、その妹分がこちらを見ないまま小さく唇を動かして、

「お礼に……虎とら兄にいのして欲しいこと、聞いてあげる。何かある？」

「へっ？　して欲しいことって……」

「えっちなこと以外、だから」

「いや言わないよ！　空そらも前にそんな感じの発言してきたけど、キミら姉妹の中で僕ぼくはどんな存在として君臨してるの?!」

「だって陸りく兄はいつも女の子にえっちなお願いばかりだったし。男は皆みんな、似たようなものだって言ってた」

「人様の家族を悪く言うのはあれだけど、告白が成功した次の瞬しゆん間かんに『やった！　じゃあ胸むね揉もませてくれ！』って言うようなヤツ、普ふ通つういないからね!?　頼たのむから一いつ緒しよにしないでくれないかな！」

「……じゃ、どういうのがいいの？」

「えーっと………………あー…………その、あれだよ…………あの、ギターの練習に付き合って貰もらえる、かなー……？」

　物もの凄すごく迷った後で、そう告げた。それを考え付くのにどれだけかかってるんだって自分でも突つっ込こみたくなる。

　でも真っ先に思い付いたのが『じゃあ胸を……』ってヤツだったから、そんなの言える訳がないし。今の話からの繫つながりで『お願い』がエロ方面のことしか思い付かなかったのは、不ふ可か抗こう力りよくだと力説したい。言える訳ないから黙だまるしかないけど。

　人のこと言えないよなぁ……と情けない気分になって肩かたを落とす虎太郎に対し、蒼海は口元に薄うつすらと笑みを作る。仕方ないな、と言うような感じで。

　楽しげなのはいいけど出来れば考えていたことは気付かれませんようにと祈いのりながら、虎太郎は曖あい昧まいな笑顔を浮うかべるしかなかった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──いよいよ訪れた、文化祭当日。

　まずはいつも通りに各クラスに登校し、朝のＨＲホームルームが終わってから催もよおしに参加する側は準備に入り、何もしない一いつ般ぱん生徒は開始の九時半まで教室で待機ということになっていた。

　なので虎こ太た郎ろうはＨＲが終わると同時に雛ひな姫きと一いつ緒しよに生徒会室に向かう。そこでスケジュールの最終確認を行う……という流れだ。

「……で、これはどういう状じよう況きようなんですか？」

　雑用係で特に会議に参加してもやることがない身なので、虎太郎は一人隣となりの準備室に行き、そこでラブらんの着ぐるみを装着していたのだが。

　途と中ちゆうで『許可を出すまでドアを開けないように！』と言われ、何だろうと思いながらも大人しくそれに従っていたものの……あとは頭部を被かぶるだけ、という状態で五分近く待たされて、やっとで許可が下りて中に戻もどったら意味不明なカオス空間になっていたんだから、そりゃあ確認もしたくなる。

　生徒会室にはフルメンバーが揃そろっているものの、着き替がえ前と同じく制服姿なのは雛姫と蒼海うみの二人。

　そして空そらとセリスの二人は──何故なぜか、白とピンクのナース服姿になっていた。

　白ナース姿の空はかなりタイトでミニなスカートの腰こし位置を確認していたが、満足したのかこちらを向いてにんまり笑い、

「これさー、今日のライブ衣装なんだよね。ＨＲ前に受け取ったんだけど、出番早いし一回試着してみようってなったんだ。どう？」

「どうって……むしろどうしてナース？」

「トラは知らないみたいだけど、あたしらがやるコピー元のバンドがＰＶでこんな感じのコスプレしてるんだって。だから」

　だから、でやるのはちょっと違ちがうと思うのだけれど、駄だ目めだという理由も無いので虎太郎は黙だまるしかない。そもそも空の性格でナースって。相性は物もの凄すごく悪いのに衣装としてはかなり似合っているのが、なんか納得いかないし。

「くっ……やっぱり空は手足も長いわね。同じ衣装だと比べられそうで嫌いやだわ……！」

　そしてモデルが一般人に対して悔くやしがっているというこの構図もいまいち意味不明だ。

　むむむー、と口くち惜おしげに見てくるセリスに対し、空はいつものカラッとした快晴みたいな笑みを浮うかべ、

「えー、リーダーの方が似合ってるじゃん」

「えっ？　そ、そうかしら？」

「うん。ほら、うっかりして静じよう脈みやくに劇薬注射しちゃうドジっ子ナース、って感じするし」

「ただの殺人ナースじゃないっ！　勝手に人をドジ枠わくにしないでよ?!」

「でもさ、リーダーってドジ枠じゃなかったらエロ枠だよ？　汚よごれ系の」

「生徒会長なのにどうして淫いん乱らんナース枠なの!?　入院患者の間で都市伝説的に信じられている深夜にサービスしてくれるナースなんて絶対嫌よっ！」

　顔を真っ赤にして全力で拒きよ否ひするセリスだけど、どうしてそんな具体的な例が出て来るのか。やっぱり雛ひな姫きの親しん戚せきだからなのかもだ。



　やれやれだなぁ、と思いつつ、虎こ太た郎ろうは腕うでに抱えたラブらんの頭部を半分くらいの目の位置まで被かぶり、漫まん才ざいをやっている二人から視線を外して雛ひな姫きへと話しかける。

「それじゃ、僕ぼくらはそろそろ行こうか？　出番はまだしばらく後だけど、最後に何回か通し練習やるって言ってたし」

「はい。視し聴ちよう覚かく室ですね」

「リーダー、あたしらも行かないと。リハーサル始まっちゃうよ」

「ちょっ、着き替がえてからっ！　一度制服に着替え直してから行くわよ！」

　いそいそと頭部を装着した虎太郎は、雛姫と並んで一気に慌あわただしくなった生徒会室から抜ぬけ出す。手間だからナース服で行けばいいのになー、と思うけど、流石さすがのセリスもそれは恥はずかしいみたいだった。

　あの二人が参加する軽音部の出番は野外ステージで、二番目。虎太郎達は同じステージで五番目だ。体育館は主にお笑い研究会と合唱部が使うので、楽器演奏組は校舎前の広いスペースに設置された簡素な野外ステージで行うことになっている。

　まだクラス待機時間帯なので一いつ般ぱん参加生徒は教室にいて、人ひと気けのない廊ろう下かを雛姫と歩いていると、不意に後ろから飛んで来る声が。

「──二人共、待って」

《え？　あれぇ、蒼海うみちゃん～？》

　振ふり返ると小走りで近寄って来る蒼海がいて、虎こ太た郎ろう達のすぐ前にまで来ると走ってずれたらしい首に掛かけたヘッドホンの位置を直しつつ、

「蒼海も行くから。一いつ緒しよに行かせて」

「……蒼海さんも、ですか？」

　不思議そうに後こう輩はいを見る雛ひな姫きの気持ちは、虎太郎にも分かる。あれだけバンド参加は拒きよ否ひしていたのにどういうことだろう、って思うのは普ふ通つうだし。

　それが伝わったのか蒼海は少しだけ目を逸そらし、小さく口を開けて、

「あの…………ぁ、と……」

《……蒼海ちゃん？　どうかしたの～？》

　何か言おうとして口くち籠ごもる様子に、虎太郎は思わず心配になって問いかける。こんな風に物言いたげにしているのは一昨日おとといの夜から何度かあるけど、無言のままか『やっぱりいい』とどこかに行ってしまうかの二択たくで、イマイチ何がしたいのか分からない。

　今回もそうなのかなと虎太郎が思った矢先、蒼海は小さく唇くちびるを動かして、

「その…………環たまきさんに挨あい拶さつしたくて……駄だ目め？」

《駄目じゃないよ～。それじゃあ、一緒に行こっか～》

　変声機で妙みように高くなった声でオッケーを出すと、蒼海が少し安心したように胸むねに手を当てるのが見えた。

　ずっと言いたかったのはこれだったのかな、と頭を過よぎるけど、すぐにそれは違ちがうだろうと思い直す。違う用件がある可能性の方がずっと高いが、それが何なのかは分からないままなので、本人が言う気になるのを待つしかなさそうだった。

　改めて虎太郎と雛姫が並んで前、後ろに蒼海という隊列で進み、一つ上の階にある視し聴ちよう覚かく室を目指す。着ぐるみが先頭ってＲＰＧでもまず見かけない光景だろうけど、これからギターを弾ひくことに比べれば全然大したことなさそうだ。

　ただ、何度か三人で練習したのにちっとも打ち解けていないので、妙な緊きん張ちよう感で無言のまま廊ろう下かを歩き、ちょっと気まずい状態で視聴覚室に辿たどり着く。

　虎太郎が肉球のついた着ぐるみの手で視聴覚室のドアを開けて入ると、先に来ていた軽音会の二人が同時に振り返るのが見えた。

　一昨日は明らかに体調不良でふらふらだった環は……驚おどろくべきことに、ピンピンしている。顔色も良いし、昨日一日で本当に調整出来たらしい。

　良かった、これなら無事にライブが出来そうだと虎太郎はホッと胸を撫なで下ろし──

「来てくれたばかりで済まないが、緊急事態だ」

　……聞こえてきたしゃがれた声に、本気で心臓が止まるかと思った。

　普ふ段だんの声はややハスキーだけど女の子らしくて、歌っている時は高音も低音も力強く格好いい声音だったのに……今のは、八時間耐たい久きゆう一人カラオケで喉のどを潰つぶしましたって言われたら信じてしまうくらい、ガラガラだった。

「その声……一体、どうしたんですか？」

　思わず、という感じで雛ひな姫きが訊たずねると、環たまきは重々しく頷うなずいて、

「それが、一昨日おととい帰ってから咳せきが出始めたのさ。昨日もずっと咳き込こんで、夜も遅おそくなってようやく体調と共に落ち着いたんだが……この様ざまでね」

《あ、あのっ、大だい丈じよう夫ぶなんですかぁ？》

「……正直、厳しい。体調はすっかり良くなったから演奏は問題ないが、歌う方がね。聞き苦しい声だし、大声を出すと喉が痛むんだ。一昨日はあんな大口を叩たたいておいて、本当に情けないよ」

「仕方ありません……ですが、代わりに歌う人が必要ですね」

「ああ。百合ゆり川かわ、頼たのめないか？」

「申し訳ないですが、無理です。私には高音はともかく、低音が出ませんし……それに、声量も足りないと思います。ドラムの伊い藤とうさんはどうなんですか？」

「とてもじゃないけどドラムだけで精せい一いつ杯ぱい。それに、音おん痴ちだし……」

「ラブらんはどうだ？」

《そんな、無茶言わないでくださいよぅ。この声で歌ってもぉ、ふざけてるとしか思われないですから～》

　むしろ今の発言だけでもふざけてると思われかねない口調で、中身の虎こ太た郎ろうとしては冷や冷やだ。切羽詰つまった事態の時に喋しやべっていい声じゃないと思う。

　四人がそれぞれの理由で無理、という状じよう況きように、視し聴ちよう覚かく室に沈ちん黙もくが流れる。

　本当に予想外の事態で、ある意味では環が病欠するより難しい状況だ。楽器演奏と違ちがってボーカルなら探せば何とかなりそうってだけに、その『誰だれか』がメンバー内には見当たらない。今から他を当たるにしても、最近の曲じゃないから歌詞のカンペ有りでも歌えるかどうか、少し微び妙みようってのも痛い。

　……ただし、虎太郎には心当たりがある。

　今日やる四曲を把は握あくしていて、恐おそらくはちゃんと歌うことが出来る人物に。

　偶ぐう然ぜんにもこの場にいるその人物に視線がいきそうになるのをどうにか堪こらえていたものの、不意に環がそちらを向くのが見えた。

「久しぶりだね、相あい羽ば蒼海うみ。訪ねて来てくれたのに、いきなりで悪いが──」

　会話の矛ほこ先さきが向けられた先に、自然と皆みんなの注目も集まる。部屋にいる本人以外の全員の視線を受けて、蒼海が表情を微かすかに強こわ張ばらせた。

　これはまずい、と思った虎太郎が止めようとしたものの、その前に喉に手を当てた環が真しん摯しな目で蒼海うみを射い貫ぬき、

「あたしの代わりにボーカルをやってくれないか？　何の曲をやるかは、知っているね？」

「…………そんな……でも……」

「すまないとは思うけど、頼たのむよ。中等部の頃ころに一度聞いただけだけど、あんたが上手うまいのは分かってる。足りない分はこっちでフォローするから……やってくれないか？」

「………………その……」

「全部あたしの自己管理不足が悪い。そのツケをあんたに押おしつけるような真似まね、本当ならやっちゃならないってことも理解してる。だけど……その上で、頼む」

　かなり唐とう突とつな申し出だと思う。本番当日であと数時間しか練習出来ない上に、環たまきは蒼海が演奏する曲目を知っている確信はないはずだ。もう殆ほとんど博打ばくちのつもりで、この場に彼女が来たことを天の配はい剤ざいとして捉とらえたとしか思えない。

　でも縋すがりたくなる気持ちは分かる。一度トラブルでライブが出来ないかもしれない状じよう況きように陥おちいり、藁わらをも摑つかむつもりでラブらん宛あての『お願いＢＯＸ』に投書したら、形はともあれどうにか出演出来ることになって……なのに、これだ。期待してしまうのは仕方ない。

　ただ、それを受ける蒼海はというと──可か哀わい相そうなくらいに顔色を青ざめさせて、怯おびえた目になってしまっていた。

　そして、

「……やっ…………無理……っ！」

《あっ?!　蒼海ちゃ──》

　絞しぼり出すような声で言うのと同時に身を翻ひるがえし、こちらの声にも反応しないまま視し聴ちよう覚かく室から飛び出していってしまった。

　残された形になった四人は呆ぼう然ぜんとしてしまったものの、ドアの閉まる音で虎こ太た郎ろうはすぐに我われに返り、

《あのぅっ！　ボク、ちょっと行ってきます～！》

　許可を取るのではなく宣言のつもりでそう言って、慌あわてて後を追おうとドアノブに手を掛かけたところに、環の声が飛んでくる。

「──すまない、頼んだ。最悪、無ぶ様ざまを晒さらしてでもあたしが歌うから、こっちのことは気にしなくていい！」

　背中に受けた言葉に返事はしないまま、心の中で頷うなずく。しゃがれていても後こう悔かいが滲にじんでいるのがありありと分かるから、どうにかしなきゃという思いが強くなる。

　動き難にくい着ぐるみ姿で視聴覚室を出た虎太郎はすぐに廊ろう下かを見み渡わたすが、もう蒼海の姿はどこにもない。となると、行きそうな所を虱しらみ潰つぶしで回るしかなさそうだ。

　考えるより動いた方が早いと虎太郎はすぐに走り出して、

「こ──ラブらん、待って下さい！」

《へっ？　雛ひな姫きさん？》

　強く呼び止められて急ブレーキを掛かけると、追って来た雛ひな姫きがギュッと手を摑つかんでくる。

　そして普ふ段だんより険けわしくて余計に美しさを増した顔を寄せてきて、

「蒼海うみさんですが、恐おそらくは生徒会室か図書室です。まずはそこを、いなかったら改めて連れん絡らくを下さい」

《ぁ……分かった、ありがとうっ》

　感謝して手を握にぎり返し、踵きびすを返した虎こ太た郎ろうは一目散に走る。

　生徒会室か、図書室。雛姫がどうしてその二つを挙げたか一いつ瞬しゆん分からなかったけど、すぐに理解した。

　逃にげてしまった蒼海は、たぶん一人になりたいはずだ。だけど、まだ一いつ般ぱん生徒は待機している時間で教室には人がいるから、戻もどれない。

　となれば行ける場所で馴な染じみがあるのは、所属している生徒会と図書委員の二つで使っている場所。もしくは外、という考えも過よぎったけど、基本的に真ま面じ目めで内気な蒼海が外に行ってしまうのはかなり可能性が低いと思う。

　他に女子トイレという可能性もあるけど、それだと虎太郎にはどうにも出来ない。

　だからまずは告げられた二箇か所しよを回り、いなかったら雛姫に連絡して手伝って貰もらうのがベストのはず……！

　人ひと気けのない廊ろう下かをパタパタと懸けん命めいに走り、階段を上がって、目的の場所へと駆かける。

　図書室はそもそも鍵かぎが掛かかっていて開いていないかもしれないので、虎太郎が真っ先に向かったのは生徒会室。

　つい五分前にいたそこに辿たどり着いてドアを開けると──誰だれも、いない。

　蒼海だけでなく、空そらとセリスもいない。二人も自分達の協力するバンドのリハーサルに行ったみたいだった。

　一発で当たりを引けず、虎太郎はすぐに図書室へ走ろうとドアを閉め……かけて、動きを止める。

　生徒会室には誰もいなかった……けど、まだ見ていない場所がある。

　そこを確かめるべく虎太郎は中へと入り、空達が置きっぱなしにした荷物を避さけて、奥おくへと行く。

　そしていつも自分が着き替がえの時に使っている、生徒会室の中から続いている準備室のドアを開けた。

　窓がない準備室は、昼間でも明かりをつけていないと暗くて見み辛づらい。開けたドアから入る光だけだと、奥まで見通すのはちょっと厳しい……けど、電気を付ける前に虎太郎は小さく息を吐はいた。

　普ふ段だんはラブらんの衣装を詰つめている、ロッカー。その前に蹲うずくまるようにして膝ひざを抱えて座る、小さな人ひと影かげを見付けることが出来たからだ。

　電気のスイッチを入れて明るくなった部屋に入り、ドアを閉めてから虎こ太た郎ろうはラブらんの頭を脱ぬいで、手近な所にあった机の上に置いた。

「…………虎とら兄にい……？」

「……うん」

　もう少し一人にさせて落ち着いてからの方が良かったかな、と思ったけど、照らされた彼女の表情を見て思い直す。

　顔を上げてこちらを見る蒼海うみは、どうやら泣ないてはいないみたいだった。でも今すぐにでも涙るい腺せんが決けつ壊かいしてもおかしくなさそうな、潤うるんだ瞳ひとみをしている。

　追ってきて運良く見つけられたけど……いざとなると、掛かける言葉が思い浮うかばない。情けないにも程がある。

　とりあえず虎太郎は傷付いた様子の妹分の側そばまで行って、その隣となりに座り込こんだ。

　肩かたが触ふれあう近さだけど、着ぐるみ越ごしなのであまり感かん触しよくらしい感触はなくて、緊きん張ちようしなくて済む。こんな状じよう況きようで勿もつ体たい無いとか思える余よ裕ゆうもないし。

　女の子を励はげましたり元気付けたりするスキルが欲しいものの、無い物ねだりしたってどうしようもないので、虎太郎はひとまず報告だけでもすることにした。

「あの、環たまきさんだけどさ。謝ってた。蒼海ちゃんに急な頼たのみ事したこと、後こう悔かいしてたみたい」

「…………」

　返事はないけど、これは予想していた。

　なので構わず、続けて自分なりのフォローをする。

「声が出なくなるなんて環さんにも予想外で、かなり焦あせってたんだと思うよ。だから蒼海ちゃんも、そんなに気にしないで。急にあんなこと頼まれたら、普ふ通つうは混乱するし……？」

　喋しやべりながらふと隣を見た虎太郎は、少し違い和わ感があって言葉を止めた。

　蒼海がヘコんでいるのは間ま違ちがいない。でも、自分の膝ひざへ視線を落としているその横顔は、落ち込んでいるだけというより、もう少し別な感情が含ふくまれているような──

「あの、蒼海ちゃん？　えっと、どこか痛いとか……」

「──違うの。全部、駄だ目めな蒼海が悪いの」

　それはかなり唐とう突とつで、虎太郎には何のことかすぐに分からなかった。

　逃にげ出してしまったのは確かに良くなかったかもしれないけど、あれは仕方ないと思う。土ど壇たん場ばでまだ勧かん誘ゆうが続けられる、くらいならまだしも、代わりにボーカルをやって欲しいなんて言われたら、混乱もする。不ふ可か抗こう力りよくで済む話だ。

「や、蒼海ちゃんは別に悪くないよ？　誰だれだってあんな急に言われたら──」

「……だから、違うの」

　また否ひ定ていが来て、虎太郎は目を瞬しばたたかせて年下の幼おさな馴な染じみをまじまじと見る。

　すると蒼海うみは下した唇くちびるをキュッと嚙かんで、俯うつむいたまま膝ひざに置いた手を握にぎり締しめ、

「……環たまきさんが、治ってなかったら。ステージに立てそうになかったら、代わりにやろうって、そう思って、一いつ緒しよに行ったの」

「え……じゃあ……」

「なのに……実際に話を振ふられたら、頭が真っ白になって。急に視界が狭せまくなって、その場にいるだけでも怖こわくて…………逃にげ、て……」

「…………そっか」

　ポロポロと涙なみだの粒つぶが落ちるのを見て、虎こ太た郎ろうはようやくで理解した。さっき生徒会室から視し聴ちよう覚かく室に行こうとした時に蒼海が言おうとしていたのは……一昨日おとといから何度も言いかけていたのは、そのことだったんだと。

　恐おそらくは環が体調を崩くずしたのを聞いてから、蒼海なりに考えてくれたんだと思う。優しい子だから、先せん輩ぱいの体調不良が原因でライブが中止になるのを──一緒に練習をした自分や雛ひな姫きの努力が無む駄だになるのを、黙だまって見過ごせなかったんだろう。

　でも、現実には自分から切り出すことが出来ず──

「頑がん張ばろうって決めてたのに……環さんの方から言ってくれたのに、なのにっ……」

　悔くやしげに呟つぶやかれる言葉は自分に対する怒いかりと失望に満ちていて、くしゃりと皺しわになりそうなくらいにスカートが強く握られる。

「……やっぱり、蒼海は駄目なの。精せい一いつ杯ぱい勇気を出して動画を投とう稿こうはしたけど、顔は出せなかったし……『音楽だけで評価して欲しい』なんて言いながら、音源だけアップしても誰だれからも見向きされないんじゃ、って思って出来なかったし……」

　小さな唇から漏もれる後こう悔かいは、今日だけでなく普ふ段だんから自分自身に投げかけていた疑問に聞こえた。

　でも虎太郎からすれば、内気で引っ込こみ思案な彼女が自分からそこまで出来た、ってだけでも凄すごいと思う。勿もち論ろん、贔屓ひいき目めってのもあるかもだけど、人が変わるのは決して不可能なことじゃないものの、簡単なことでもない。

　──だからこそ。

　近しい人の為ために頑張ろうとして、なのに踏ふみ出せなかった、可愛かわいい妹分の為に。

　少しは兄貴分らしいことを、今こそしてあげるべきなんだろうと、虎太郎は思った。

「ねえ、蒼海ちゃん。頑張って、僕ぼくらと一緒にステージに立とうよ」

「…………無理、だよ……皆みんなの前に出たら、また……」

　怯おびえたように微かすかに唇を震ふるわせた蒼海は、ギュッと目を瞑つぶって俯く。

　頭の中が真っ白になる経験は虎太郎にもある。まあでも、あれは火事でアパート焼失の時だから蒼海のとはかなり違ちがうけど、その状態で演奏して歌うっていうのがキツいのは十分に想像出来た。

　しかも人一倍責任を感じてしまう彼女みたいなタイプだと、姉みたいに気にせず『ミスってもいいや』みたいに吹っ切れないのも分かる。

　分かるけど──それでも虎こ太た郎ろうは、蒼海うみの手の上に着ぐるみ越ごしに自分の手を置いて、優しく握にぎった。

　その行動に驚おどろいたのか、目を開けた蒼海がこちらを向き、

「……虎とら兄にい……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、蒼海ちゃんなら出来るよ。もし歌をミスしても、ギターをミスしても、僕ぼくらは誰だれも責めないから。感謝する以外は有り得ないよ」

「虎兄はそうかもしれないけどっ……集まった人達の、皆みんなの目が怖こわいの。失敗して酷ひどい姿を晒さらしたら、明日からどんな風に見られるか、考えるだけで、」

「──なら、一いつ緒しよに成功させよう？」

「………………ぇ……？」

　虎太郎の発言が余程意外だったのか、感情を昂たかぶらせていた蒼海が惚ほうけたように目を丸くする。熱に浮うかされたような表情で、この反応を見るとどれだけらしくないことを言ったのかが改めてよく分かった。

　でも、ここは譲ゆずりたくない。

　蒼海がやりたくないのなら、環たまきが歌えない状態でも頼たのみ込こむような真似まねをする気は無かった。気にしなくていいと、展開次第では一いつ緒しよに謝りに行くくらいで、参加を促うながすつもりは本当になかった。

　だけど──蒼海うみに参加の意思があるっていうなら、話は別だ。

　怖こわいなら、勇気が足りないなら、そこを補おぎなってあげればいい。自分みたいなろくに楽器も弾ひけない、歌も下手へたくそなヤツが言うなんて何様だって感じもするけど、それでもう一人の大事な幼おさな馴な染じみの助けになるなら、身の程なんて関係無いし。

　虎こ太た郎ろうは自分の手に重ねていた蒼海の手を、痛くないよう気を付けながらも強く握にぎり、

「僕ぼくも頑がん張ばるから、蒼海ちゃんも頑張ろうよ。怖いのも辛つらいのも分かるけど……だって、それでも演奏するのが、歌うのが好きなんだよね？」

「……でも…………だから、余計に……」

「蒼海ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだよ。それにステージにいるのは、みんな蒼海ちゃんの味方だからさ。一人じゃないから」

「………………それでも……駄だ目めだったら……？」

　弱々しい声に、縋すがるような目でこちらを見上げてくる。

　そんな蒼海に対し、虎太郎は明るく笑って握っていた手を離はなし、

「僕らがやる曲目と歌詞だけど、覚えてる？」

「え…………う、うん……」

「だったらほら、これで平気だよ」

　言いながら、虎太郎は肉球付きの両手を隣となりに座る蒼海の顔へと伸のばし……

　ひょいっ、と掛かけていた黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねを取り上げた。

「観客の顔が見えなければ、怖くないよ。そういうゲーム画面だとでも思えばいいって」

「そんな、簡単には──」

「分かってる。でもさ、観客の顔は見えなくても、同じステージにいる僕らの顔なら見えるよね？　だからいざとなったら僕を見れば、ラブらんの変な顔を見れば、緊きん張ちようなんて吹っ飛んじゃうって。シリアスを続ける方がキツいもん」

　茶化すようにそう言って、虎太郎はポンポンと蒼海の頭に手をやる。



　すると素顔の彼女はまだ納得しきれていないのか視線を外して、ぽつりと呟つぶやく。

「……虎兄は着ぐるみだから、顔見えないじゃん」

「や、不公平だって思うかもしれないけど、これはこれで恥はずかしいよ？　中は暑いしギターも弾きにくくて仕方ないし……それに中身が僕だってバレたら、たぶん学校にいられなくなるレベルでブーイングの嵐あらしになりそうだし。なんだったら蒼海ちゃんも何かの着ぐるみ着てステージに立ってみる？　もしくは仮面でも被かぶるとか」

「…………それは嫌やだ」

「だよねー……折せつ角かく可か愛わいいのに顔を隠かくすの、勿もつ体たいないし」

　話しながら、あやすような感じで頭を撫なでる。小さい頃ころはよくこうしてあげたけど、本当に久しぶりだ。

　着ぐるみ越ごしだから当時とは全然違ちがう感かん触しよくに苦笑してしまいそうになりながら、虎こ太た郎ろうは素顔の蒼海うみに最後の言葉を伝える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。他の人はともかく、僕ぼくは絶対に蒼海ちゃんの味方だから」

「…………それって、」

「──あとは空そらと、雛ひな姫きさんとセリスさんも蒼海ちゃんの味方だし。これだけいれば平気だって、うん」

「………………………………」

「…………」

　自分だけじゃ不安かな、と思って頼たよりになるアパートの仲間の名前を続けて挙げてみたところ……何故なぜか、蒼海が呆あつ気けに取られたような顔をした。

　おかしい、予定なら安心して表情を和やわらげてくれるはずだったのに。いやまあ予定通りにいくことなんて殆ほとんど無いけど、それにしたってこれはどういうことなんだろう？

　しかも見ているうちに、段々と怒おこったような呆あきれたような、不満を湛たたえた表情に変わっていって……まずい、よく分からないけど完かん璧ぺきにやらかしたっぽい……！

　俄にわかに焦あせり出した虎太郎は、どこかに挽ばん回かいのヒントは転がってないかと真しん剣けんに辺りを見み渡わたして──その拍ひよう子しに、蒼海が微かすかに笑うのが見えた。

「……もう。やっぱり、虎とら兄にいに期待するだけ無む駄だだよね」

「えっ、えぇっ？　そ、そんなアウト判定食らうようなこと、したっけ?!」

「これだし。そういう人だって知ってるけど。……だから……なんだけど」

「えーっと……その、蒼海ちゃん？　正直な話、全然意味が……」

　戸と惑まどうしかないこちらを他所よそに、蒼海はぶつぶつと口の中で呟つぶやいて……ややあってから、再びこちらを見上げてきた。

　真ま面じ目めな顔つきで、けれど瞳ひとみは少し揺ゆらいでいて、どことなく守ってあげたくなる雰ふん囲い気きがある。

　長い付き合いでもあまり見たことのない表情に、思わず虎太郎はドキリとしてしまい、息を吞のんで見つめ返す。

　そして蒼海が、小さな手をそっとこちらの右太ふと腿もも辺りに置いて、

「……やっぱり、怖こわいよ。自信も勇気も、蒼海には無いから」

「蒼海ちゃん、それは、」

「──でも。虎兄がずっと見ててくれるなら、信じて応おう援えんしてくれるなら……そしたら、頑がん張ばれると思う」

　そう言うと静かに身を寄せてきて、腿に置かれていた手から重さが伝わって来る。

　でも、全然軽い。

　これくらいの重さ、いくらでも背負えると言い切れる。

　だから虎こ太た郎ろうは、ぐっと近付いて睫まつげの本数まで数えられそうな距きよ離りに迫せまった蒼海うみに手を伸のばして──もう一度、彼女の頭を撫なでてあげた。

「応おう援えんなら任まかせておいてよ。ラブらんは皆みんなの手助けをするマスコットだし、僕ぼくはいつでも蒼海ちゃんの味方だからさ」

　気の利きいた言葉ではないけど噓うそ偽いつわりのない本心を告げると、蒼海は微かすかに目を細めた。

「……うん。見てて。一番近くで、蒼海のこと」

　嬉うれしそうに口元を綻ほころばせて……なのに少しだけ残念がっているように見えるのが、ちょっと不思議だった。たぶんこちらの気のせいなんだろうけど、やけに印象強い表情で、しばらく忘れられそうにない。

　──ともあれ。参加を決めてくれた以上、いつまでもこうしていられない。

　よし、と口の中で呟つぶやき気合いを入れた虎太郎は、持っていたままの眼鏡めがねを蒼海へと返し、

「それじゃ、行こっか。本番まであんまり時間はないけど、何回か合わせるくらいなら出来るはずだから」

「……うん。精せい一いつ杯ぱいやるから」

　涙なみだの跡あとの残る頰ほおを手の甲で拭ぬぐった蒼海は、小さいけれど力の籠こもった声でそう言って、眼鏡を掛かけ直す。

　そしてこちらへと控ひかえめな笑顔を向けて……でもすぐに恥はずかしがるみたいに視線を前へと移し、ぽつりと言った。

「一番近くで聴きいてて。蒼海の持っているの、全部出すから」

　強い決意が込こめられたその言葉を聞いてしまうと、もう失敗なんて絶対に有り得ないなんて思える。

　だから虎太郎は笑顔で頷うなずいて──二人で生徒会準備室を出て、他の皆が待っている視し聴ちよう覚かく室へと急いで戻もどった。










　　　エピローグ




『Secret Garden with ラブらん』という微び妙みようなセンスのバンド名の、初ステージにして最後のライブは、概おおむね成功だったと言って良かった。

　少なくともボーカル兼けんギターをやった蒼海うみとしては、あれ以上はたぶん出来ない。そこまで多くないとはいえ観客の反応も良かったし、軽音会会長の環たまきも褒ほめてくれた。

　そして何より、虎こ太た郎ろうが「凄すごかった！　本当に良かったよ！」と言ってくれたんだから、蒼海にとっては大成功だ。

　これが切っ掛かけで、小さい頃ころからの関係性に少し変化が生まれてくれたり、あまり接することが無かった中等部の三年間で出来た溝みぞを埋うめたり出来たらいい。

　ただ──やっぱり、まだまだ『妹』の枠わくからは抜ぬけられそうにないみたいだった。

　同じアパートに住むという幸運に恵まれたのだから、これからは頑がん張ばって、少しでも積極的にいかないと。一番の難敵が参戦してくる前に、せめて競うことが出来るくらいまでには仲を深めていきたい。

　その過程で蒼海の障しよう害がいになりそうなのは……やっぱり、副会長だと思う。

　四月の終わり頃から何となく感じていたけれど、今回のバンド参加でハッキリした。

　──百合ゆり川かわ雛ひな姫きは、虎太郎のことが好きなんだと思う。たぶん間ま違ちがいない。

　となると、本気で厄やつ介かいだ。容姿でも才能でも、殆ほとんど勝てる気がしない。

　それでいて性格的に可愛かわいいところもあるだなんて、あんなの反則だと思う。唯ゆい一いつ胸むねの大きさでは勝っているけれど、それだけで挽ばん回かいなんて、まず無理だ。

　でも……勝ち目の殆ど無い相手でも、簡単に退ひけない。諦あきらめの気持ちもあるけど、諦められないって気持ちの方がもっと強い。

　第一、勝ち目の無さでいうなら、姉という身近な天才の方が酷ひどいはずだ。ずっと一いつ緒しよに過ごしてきた蒼海だから、余計にあの姉の反則的な凄さを知っている。

　そんな姉が相手でも、こればかりは譲ゆずれない。負けることはあっても、自分から退くことはしないと、今回のことで心に決めた。

　だって……小学生の時から、ずっと。

　会う機会の減った中等部時代も、募つのらせて。

　そして文化祭の今日──改めて好きになるだなんて、そんな人とは二度と出会えない。

　だからちょっとずつでも、臆おく病びような自分に負けないで、想おもいを伝えていきたい。

　いつか後こう悔かいはしても、未練だけは残さずに済むように頑張ろう──と、そんな気持ちを胸に抱いて。

　文化祭で疲つかれた蒼海はゆっくりと、沈しずむように夢の世界へと落ちていった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　今回の件で……そして今日のライブで、雛ひな姫きは一つの確信を得た。

　──相あい羽ば蒼海うみは、虎こ太た郎ろうのことが好きに違ちがいない。

　そう考えればしっくりくる。バンド練習の時の態度も、虎太郎に連れられて視し聴ちよう覚かく室に戻もどって来た時の恥はずかしそうな顔も、ライブが終わった時に真っ先に虎太郎を見ていたのも。……まあ最後のは、雛姫も同じことをしたから見えたのだけれど。

　どうにせよ問題なのは明確にライバルが出来た、という事実だ。どちらも相羽姉妹というのは、やっぱり付き合いの長さが恋れん愛あいには重要になるのかと考え込こんでしまい、ちょっとブルーになる。

　それにこっちの方針は『好きと伝えないまま好きになって貰もらって、告白される』という婉えん曲きよくなものなのに、直球勝負でどんどんこられたらどうしようと、かなり不安だ。

　こうなると、プライドも何もかも遠くへポイと放ほうり投げて、先手を取られる前に動くべきなんじゃないかと……かなり、悩なやむ。本当に悩ましい。

　そしてもう一つ──以前、相羽空そらが言っていた『トラのことが大好きな女の子』というのは、やっぱり蒼海のことなのだろうか？

　だとしたら、妹のことだから姉が知っているのはおかしくない……けれど。

　でも、傍はたから見ても、付き合いの浅い自分が見ても、妹愛に溢あふれていて暴走気味ですらあるのに、妹が不利になるような忠告をするものだろうか？

　普ふ通つうならしない、と言い切れるけれど……相羽空の思考パターンは雛姫には把は握あく出来ない種類のものなので、どうにも言い難がたい。

　……というか、計算とか予定とか、そういうのが通用しないことばかりで、本気で困ってしまう。

　こっちは一日毎ごとに、一いつ緒しよに過ごす度たびに、昨日より好きになっているような感覚があるのに、ちっとも自分のことを好きになって貰えている確信が無い。

　せめて好かれていると分かりさえすれば、もうまだるっこしいこと無しで告白出来るのに。自分に告白して来た人達は、よくもあんな大だい胆たんで勇気のいることが出来たと感心する。もう尊そん敬けいにも近い。にべも無く断ってごめんなさいと謝りたくなってくる。

　……何だか考えすぎて、しかもまとまらなくて、頭が痛くなってきた。ベッドの上で転がりながら頭を抱えるけれど、当然ながら何も解決はしない。

　枕まくらに顔を押おしつけて悶もん絶ぜつし、足をバタバタさせて……一ひと頻しきり終わり気が済んだ後で、雛姫は自室の白い天井を見上げながら、ゆっくりと心を落ち着かせた。

　こうなったら──もう下手へたな考えは止よして、覚かく悟ごを決めよう。

　来月にある、修学旅行。二年生全員参加のこの行事で、決着をつける。

　四泊はく五日の旅行中に虎こ太た郎ろうから告白されなかったら──もう、諦あきらめよう。

　あくまでも告白して貰もらう為ために、好きになって貰うアピールは続けるけれど、そこが期限だ。ただし期限というより、限界に近い。それ以上引き延のばしていたら、やきもきし過ぎて身が持たないから。

　……よし、と雛ひな姫きは心に決めて、改めて胸むねに誓ちかう。




　……もしも修学旅行中に虎太郎から告白されなければ、諦める。




　諦めて──自分から告白をしよう、と。












　　　あとがき




　二巻の姉に続いて新刊は妹の方、相あい羽ば蒼海うみが表紙になった『らぶなどーる！』の三巻を手に取って頂いただき、どうもありがとうございます！　姉はいるけど妹はいなくて世を儚はかなんでいる上こう月づきです。




　今回はテスト勉強やら文化祭やらが中心の話になっている訳ですが、実際に僕ぼくがやる側にいたのは十年以上前のことなので、今だと少し勝手が違ちがうのかなー、なんて思ったりもします。

　しかし文化祭はともかく、テストの取材なんてどうすればいいのやら。塾じゆく講師をしている人に訊きけばいいのか、それとも本職の先生に訊くべきなのか。いっそ現役学生に訊くのがベストなのですが、このご時世だと取材のはずが逮たい捕ほされて自分が新聞やニュース記事に載のる可能性まであります。他意は無くても大変なことになる可能性が捨てきれない、っていうのが厳しいところ。他意はないのにね！（※重要なので繰くり返します）

　ちなみに訊くなら男子生徒より女子生徒の方がいいかもです。勿もち論ろん、登場キャラの殆ほとんどが女の子だからであって、他意はありません。他意はないんです（※重要なので以下略）。

　そういえばテスト勉強や受験勉強で、塾などでちゃんと教えて貰もらうのは別として、友達同士で一いつ緒しよに勉強するというイベントを実際にやったことある人はどれくらいいるんでしょう？　とりあえず僕はその手の経験無しです。

　絶対に遊んでしまうと思うのだけれど、ちゃんとやれる人はそれでも勉強するのかな……？　そこに出来る人と、僕みたいなちゃらんぽらんな人との差があるとみました。

　計画的に自制して出来る人は、中三の冬休みに塾の冬期講習に行っておきながら、たまたま同じ塾に通っていた部活仲間に「帰りにゲーセン行こうよ、ゲーセン！」と誘さそって白い目で見られた経験なんてまずないだろうしなぁ……




　そういえば一巻の口絵で主な女性キャラの簡単なプロフィールが書いてありますが、あれは基本的に公式発表──つまり身体測定時のデータです。

　なので当然、日々ある程度変動しています。一番変わらないのは雛ひな姫きで、次が意外にも空そら。セリスはたまにどか食いしてはモデルの仕事の時にヤバいと思い慌あわててダイエット、ということが多いです。可か哀わい相そうなのは蒼海で、肉が付きやすいのでほんのちょっとしたことで色々と増えて、節制することに。

　しかしここで問題になるのは、アパートの食事は蒼海が作っているということ。自己中キャラなら「あたしがダイエットしてるんだから皆みんな道連れだ！」とやってしまうところですが、蒼海の場合は他の人の需じゆ要ようを考えてちゃんと肉類や揚あげ物を出してあげて、自分だけ別メニューという訳にもいかず、量は少なめにして同じ物を食べる羽目に。しかも姉がバクバク食べるのを目まの当たりにするので、ダイエット環境としては最悪です。

　……なんだか書いてて蒼海うみが本格的に可か哀わい相そうに思えてきましたが、それでも胸むねが恵まれていない雛ひな姫きからすれば羨うらやましい対象っていう辺り、世界は理り不ふ尽じんに満ちています。




　そんなこんなで五月のイベント中心な三巻でしたが、今回も色々な人にお世話になりました。

　担当編集の三み木きさん、可愛かわいいイラストを（あとキモめな着ぐるみも）描かいて頂いただいたアマガイタローさんを始めとして、校こう閲えつさんやデザイナーさんや印刷所の方々等、たくさんの方にお礼を言いたいです。あ、勿もち論ろん本を買ってくれた読者の人にも！

　次巻の予定は今現在だとちょっと分からないのですが、出せるよう頑がん張ばりたいと思います。

　それでは、また次の巻で！
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。ついに三十歳になりましたが、二十代の時と特に変わりなく日々を過ごしてます。写真は飼い主に似て順調にデブ化が進んでいるうちの猫。
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イラスト／アマガイタロー

コスプレ合わせでセリスの髪型を遊ぶのが最近の趣味です。髪の毛の長さも以前よりちょっと短くしてみました。きっと暖かくなってきたから、さっぱりしたんだと思います！
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らぶなどーる!③
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